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　この報告書は，東九州自動車道（曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ）建設に伴って，

平成１７・１８年度に実施した曽於市大隅町に所在する狩俣遺跡，平成２０・２１年度の建

山遺跡，平成２１年度の西原段Ⅰ遺跡の発掘調査の記録です。

　狩俣遺跡は，縄文時代から近世までの複合遺跡で，まさに歴史情報の宝庫でした。

特に１４７１年の桜島から噴出した軽石に覆われた畝状遺構が，ほぼ遺跡の全域で発見

されていますが，今後，本県の中世における「畠」研究の貴重な資料として期待さ

れると確信します。

　建山遺跡の２軒の竪穴住居跡は，新たな縄文時代早期資料として追加され，西原

段Ⅰ遺跡では，新たな発見はできませんでしたが，内陸部遺跡のあり方を改めて検

討する機会となりました。

　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対

する関心と理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たり協力をいただいた国土交通省九州地方整備局大隅河川国道

事務所，曽於市教育委員会，関係各機関及び発掘調査に従事された地域の方々に厚

くお礼を申し上げます。

　平成２２年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　

所　長　　山　下　�　美　

序　　　文
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建山遺跡

押型文土器，石鏃，石皿，磨石土坑縄文早期包含地西原段Ⅰ遺跡

　狩俣遺跡では，縄文時代早期，中～晩期，古代，中世，近世の遺構，遺物が発見され
た。縄文時代早期の集石遺構は２５基検出され，その周辺からは多くの遺物が出土した。
特に中世の畝状遺構は１４７１年桜島噴出の軽石に覆われており，削平を受けていない台地
部や斜面部などほぼ遺跡全体で検出され，その分布が明らかとなった。
　建山遺跡は台地の谷頭に位置し，縄文時代早期前葉の竪穴住居跡が２軒発見された。
縄文時代中期の落とし穴も検出され，時代により遺跡の役割が異なっていたことも明ら
かとなった。
　西原段Ⅰ遺跡では，縄文時代早期の土坑や石鏃，石皿などが発見された。

遺跡の概要
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１　本報告書は，東九州自動車道建設（曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ）に伴う「狩俣遺跡・建山遺

跡・西原段Ⅰ遺跡」の発掘調査報告書である。

２　狩俣遺跡，建山遺跡は鹿児島県曽於市大隅町（旧曽於郡大隅町）岩川に所在し，西原段Ⅰ遺跡

は鹿児島県曽於市大隅町（旧曽於郡大隅町）荒谷に所在する。

３　発掘調査は，平成１３，１７年度は日本道路公団（現西日本高速道路株式会社），平成１８，２１年度

は国土交通省からの受託事業として，鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

４　発掘調査は，確認調査を平成１３年度（狩俣遺跡）に実施し，本調査を平成１７，１８年度（狩俣遺

跡），平成２１年度（建山遺跡・西原段Ⅰ遺跡）に実施した。整理作業は平成２０年度（狩俣遺跡），

平成２１年度（狩俣遺跡・建山遺跡・西原段Ⅰ遺跡）に実施した。

５　本書の遺物番号は遺跡ごとの通し番号であり，本文，挿図，図版の番号と一致する。

６　出土した遺物の実測・トレースの一部は，国際航業株式会社，㈱埋蔵文化財サポートシステム，

大成エンジニアリング株式会社に委託した。また，放射性炭素年代測定については，㈱加速器分

析研究所，㈱パレオ・ラボ，出土種子の同定については㈱加速器分析研究所に依頼した。

７　本書で用いたレベル数値は，すべて海抜高である。

８　本書で使用した方位は，すべて磁北である。

９　現地調査に関する実測及び写真撮影は，それぞれ各調査年度の各遺跡調査担当者で行ったが，

狩俣遺跡の一部の実測については㈱ジパング・サーベイに，航空写真についてはふじた航空写真，

�スカイサーベイ九州に委託した。

１０　土器の実測・トレース，遺構図の製図・トレース等は，狩俣遺跡は平木場秀男，楸田岳志が，

建山遺跡・西原段Ⅰ遺跡は大久保浩二，藤島伸一郎が中心となり整理作業員の協力を得ながら

行った。

１１　本書の執筆分担は，次の通りである。

　調査に至るまでの経過と環境

　　第Ⅰ～Ⅲ，Ⅴ章…………………平木場　　　　　第Ⅳ章 ………………………………………楸田

　狩俣遺跡

　　第Ⅰ，Ⅱ章，第Ⅲ～Ⅴ章の１～３節，第Ⅵ，Ⅶ章，第Ⅷ章の第１，２（古代～近世），４節 … 平木場

　　第Ⅲ章第４節……………………岩元康成　　　　第Ⅳ章第４，５節 ……………………岩下直樹

　　第Ⅴ章第４節（縄文～古墳），第Ⅷ章の第２節（縄文） ………………………………………中村耕治

　　第Ⅴ章第４節（古代～近世），５節，第Ⅷ章の第３節 ……………………………………………楸田

　建山遺跡

　　第Ⅰ～Ⅲ章 …………………………………………………………………………………………大久保

　西原段Ⅰ遺跡

　　第Ⅰ章第１，２節　第Ⅱ章第１節 ………………………………………………………………大久保

　　第Ⅰ章第３節，第Ⅱ章第２，３節，第Ⅲ章 ………………………………………………………藤島

１２　本書に掲載した遺物写真の撮影は，西園勝彦，吉岡康弘が行った。

１３　本書の編集は鹿児島県立埋蔵文化財センターで行い，狩俣遺跡は平木場，建山遺跡は大久保，

西原段Ⅰ遺跡は藤島が担当した。

１４　本報告書に掲載した出土遺物及び発掘調査・整理作業に関わる図面・写真等の記録類は，鹿児

島県埋蔵文化財センターで保管し活用する。

１５　各遺跡の遺物注記記号は，狩俣遺跡「ＫＭ」，建山遺跡「タテ」，西原段Ⅰ遺跡「ＮＨＤ」であ

る。

例　　　言
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　　狩俣遺跡は調査区が広範囲であり，谷部や台地部により特徴が異なるため，調査区全体を「谷

部」「北部」「中央部」「南部」４つのエリアに分割し，遺構・遺物を掲載した。

����

　�　遺構図については次の縮尺を基本としたが，大型の遺構についてはこの限りではない。各々，

図中に示したスケールを参考とされたい。

　　集石，落とし穴　１�２０　　焼土　１�３０　　掘立柱建物跡　１�４０　　古道，溝，土坑　１�６０

　�　畝状遺構については広範囲に広がるため，遺構規模や形状に応じて１�１００～１�３００で示してい

る。また，一部の畝状遺構については分割して掲載している。

　�　遺構図の断面については平面図と同縮尺を基本としたが，大型の遺構についてはこの限りで

はない。特に畝状遺構については，凹凸の判別しやすさを優先して示している。

　�　掘立柱建物跡，土坑等の炭化物集中域については，スクリーントーンで表現している。

　�　遺構番号については，調査時に付されたものから，報告書掲載順に新たに付け替えた。

　�　計画変更による本調査区縮小のため，区域外となった狩俣遺跡の確認トレンチの検出遺構に

ついては第Ⅰ章第３節にて，出土遺物については包含層出土遺物（２，１０Ｔ→北部，２２～２４Ｔ

→中央部）として取り扱った。

����

　�　掲載遺物の縮尺は，土器が １�３，石器は石鏃など小型のものを１�１，石斧など中型のものを

１��  ２     ，礫石器など大型のものを１�３を基本としたが，個々の大きさによりこの限りではない。
　

各々，図中に示したスケールを参考とされたい。

　�　土器の外面に付着した煤付着，赤色顔料については，二色刷とアミかけで区別した。

　�　古代の土器のうち，内黒土師器，須恵器については，アミかけ，断面黒塗りを使用して下の

ように区別した。

�������

��������������������	������������������

凡　　　例
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るため，各開発関係機関との間で，事業区域内

における文化財の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。

　この事前協議制に基づき，日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（志布志

ＩＣ～末吉財部ＩＣ）建設を計画し，当該事業区の埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育委員会

（文化財課）に照会を行った。

　これを受けて鹿児島県教育委員会は，平成１１年１月に鹿屋串良ＩＣ～末吉財部ＩＣ間を，平成１２

年２月には志布志ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査を実施し，５０か所の遺跡

（８５４，１００�）の存在を報告した。

　分布調査の結果を基に，日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所，鹿児島県土木部高速道対策室，

文化財課，県立埋蔵文化財センターの４者で協議を重ね対応を検討してきた。

　その後，日本道路公団民営化の政府の方針が提起され，事業の見直しと建設コストの削減も検討

され，併せて遺跡の緻密な把握が求められることとなり，詳細な分布調査や試掘調査を実施するこ

ととした。

　そこで，文化財課と県立埋蔵文化財センターは，平成１３年７月１０日～７月２６日の間，鹿屋串良ＩＣ

～末吉財部ＩＣ間の３３の遺跡についての詳細分布調査を実施し，平成１３年９月１７日～１２月２６日まで

と，平成１３年１２月３日～１２月２５日の間，遺跡の範囲及び遺物包含層の層数を把握するための試掘調

査を実施した。

　上記の詳細分布調査に加え，既に合意されていた本線及び工事用道路部分，側道部分の確認調査

も実施することとなり，関山西遺跡，関山遺跡，狩俣遺跡の３遺跡を平成１３年１０月１日～平成１４年

３月２２日の間実施した。

　平成１４年４月には，志布志ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間について再度分布調査を実施し，遺跡面積を

６７８，７００�と報告した。

　その後，日本道路公団の民営化と新直轄方式に基づく道路建設が確定し，平成１５年１２月に曽於弥

五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間の発掘調査協定書締結により，本格的な発掘調査を実施することとなった。

　なお，日本道路公団からの再委託は曽於弥五郎ＩＣまでで終了し，曽於弥五郎ＩＣ～志布志ＩＣま

での先線部は国土交通省からの受託事業となった。

　狩俣遺跡の調査は，当初道路公団方式に基づきサービスエリアとして計画され，休憩所や駐車場

等を備えた広範な４５，９００�が対象とされたが，新直轄方式の導入により大幅に工事計画が縮小され

ることとなった。発掘調査は平成１７年１１月から開始し，情報の少ない部分では確認調査を本調査と

平行して実施し，平成１９年３月までに終了した。

　建山遺跡，西原段Ⅰ遺跡の未調査部分の発掘調査は，平成２１年３月から確認調査を本調査と平行

して実施し，平成２１年５月までに終了した。
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　狩俣遺跡，建山遺跡は曽於市大隅町岩川に，西原段Ⅰ遺跡は曽於市大隅町中之内に所在する。曽

於市は，鹿児島県の東部を形成する大隅半島の北部に位置し，東側に志布志市，南側に曽於郡大崎

町及び鹿屋市，西側に霧島市，北側は都城市と接し，宮崎県との県境に位置している。

　北部の財部，末吉市街地は，都城盆地の一角をなし大淀川上流にあたる溝ノ口川，横市川に沿っ

て水田や集落が点在している。中心部の大隅町は，菱田川支流の佳例川，前川，月野川，梅渡瀬川

の４河川によって南北に３つの台地に大きく分けられ，これらの河川や支流の小河川に沿って水田

が点在し，岩川市街地は菱田川に前川が合流する岩川低地にある。

　遺跡の所在する曽於地域を含めた鹿児島県北部から大隅半島北半分にかけての地勢を外観すれば，

東西の山地とこれらに挟まれた低地帯から構成されている。東側には志布志湾北部から宮崎県に突

出した形で，北から南へ延びている鰐塚山地（鰐塚山１，１１９ｍ，南那珂山地ともいう）がある。西

側は瓶臺山（５４３ｍ），白鹿岳（６０４ｍ），陣ヶ丘（４３０ｍ）と山地が南北に連なり，北東部の都城盆

地と南部の肝属平野に傾斜する台地からなっている。そして，この台地間を大淀川の支流である溝

ノ口川，横市川が東流し，菱田川の支流である佳例川，前川，月野川が南東に流れる。地質は，大

部分がシラス，ボラなどの火山灰土壌となっている。年平均気温は，１７．６�，年間降水量は，約

２，２３０�程度である。

　狩俣遺跡，建山遺跡，西原段Ⅰ遺跡の３遺跡が所在する大隅町岩川，中之内地区は曽於市のほぼ

中央部にあたり，西部の牧ノ原台地から東部の岩川低地に漸移する標高２００ｍ～３００ｍの丘陵性台地

が卓越する地域である。かつて高隈山地東斜面から鰐塚山地（南那珂山地ともいう）まで広がる地

域は一続きのシラス台地を形成していたと思われるが，大淀川水系と菱田川水系に属する諸河川に

より浸食を受け，小台地群に分断されている。３遺跡はいずれもこうした小台地群に立地している。

　狩俣遺跡は，曽於市のほぼ中央部にあたる，西部の牧ノ原台地から東部の岩川低地に漸移する標

高約２７０ｍの丘陵性台地上に位置する。谷部には志布志湾に注ぐ菱田川の支流である前川が流れ，

さらにその支流となる川の開析により北西から南東に延びるやせ尾根上の台地が形成されている。

台地の北側と南側に開析する谷により南北方向にさらに，小さな舌状台地が形成されている。谷の

底部と遺跡の立地する台地との比高差は約３０ｍである。

　建山遺跡は，狩俣遺跡と同じく，大淀川水系と菱田川水系に属する諸河川により浸食を受けた標

高約２７０ｍの丘陵性台地上に位置している。遺跡の南東側には小さな谷を挟んで同一台地縁辺に狩

俣遺跡，高古塚遺跡が所在し，谷底平地を挟んで佐敷台地が広がる。北東側の急峻な谷と南西側の

谷に挟まれた台地状に位置し，現地形は圃場整備や土壌改良等により平坦な畑地となっている。

　西原段Ⅰ遺跡は，曽於市大隅町中之内の標高約２７０ｍの台地状に位置する。谷部には志布志湾に

注ぐ菱田川の支流である前川が流れ，さらにその支流となる川の開析によって南東から北西に延び

るやせ尾根状の台地が形成されている。台地の北側と南側に開析する谷により，南北はさらに，小

さな舌状台地が形成されている。谷の底部と遺跡の立地する台地との比高差は約３０ｍである。
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　本図幅中にみられる最も古い岩石は，大隅半島の他の地域と同じく，中生界に属するもので，砂

岩頁岩の互層よりなる。比較的砂岩部に富んだ急峻な山地を形成し，山体全体の大部分が中生層に

よって構成されている。西南部の高隈山地では中生層に属する砂岩頁岩の互層を貫いた第三紀中新

世の花崗岩がみられる。この花崗岩は風化が著しく，新鮮な露頭はほとんどみられない。これら図

幅西側の山地地域では中生界や花崗岩などの基底岩類を覆って溶結凝灰岩，シラスが分布し，局部

的に安山岩もみられる。上記すべての岩類を覆って広くローム層が分布するため，平坦部や傾斜の

緩やかな斜面ではローム層下位の岩類の露出するところは極めて少ない。

　山地地域の東側には広大なシラス台地が広がり，図幅全域のおよそ２�３の面積を占めている。こ

の台地においては，シラスの下位に普遍的に溶結凝灰岩が存在するが，実際に露出しているのは，

佳例川，前川，月野川，大鳥川など菱田川上流の本支流の下床部に限られる。同じことがシラスに

ついてもいえ，一般的にはシラスを覆って広くローム層が分布するため直接これが露出するのは，

台地を切る河谷の斜面か切り取り面，あるいはかつての崩壊地などである。シラス台地の基底部に

も西部の高隈山地を構成する中生界あるいは古第三系に属する固結堆積岩類が全面的に伏在するが，

実際には河谷の一部にわずかに露出するか，台地上に島状の小丘を形成して点在するに過ぎない。

このシラス下面の中生界と溶結凝灰岩との間には降下軽石層，砂礫層，泥岩層などをはさむことが

多い。西部の海岸は大隅半島と鹿児島湾を画するもので，急峻な崖をもって湾内に没し，急傾斜を

示しつつ海深２００ｍ前後の深度に達する。この斜面は当地域をはじめ大隅半島北部に広く分布する

シラスと溶結凝灰岩の大部分が放出された姶良カルデラの東縁を画するカルデラ壁にほぼ相当する

ものと考えられている。

　図幅北西部にはシラス上位に角礫層がみられるほか，最上部にはおもに桜島火山より放出された

降下軽石層が数１０�の厚さで分布し「ボラ」とよばれ農耕上の障害をなしている。

���������

　古代の唐尾遺跡，高古塚遺跡，菅牟田遺跡，中之迫遺跡の立地する場所は，「続日本紀」に日向

の国から「贈於」など４郡が分置されたと大隅国分立（和銅６年）の記事に記載されている。律令

制下では，日向国諸県郡財部郷に属したとする説が有力である。　

　中世に島津新立庄としてみえる深川院は財部郷から分立したものと考えられ，大隅国建久図田帳

に島津庄の新立庄七五〇丁のうち「深川院百五十余丁」とあり，財部院などとともに保延年間

（１１３５～４１）以降の新庄で，近衛家領で惣地頭は中原親能（島津忠久とも），国務に従わなかった

と記されている。

　また，中世に入ると延文元年（１３５６）８月６日の「足利義詮袖判安堵下文」（島津家文書）に大隅

国本庄内として「岩河村」の名があり，島津貞久に安堵されている。この地は菱田川上流の右岸一

帯を中心とし，現曽於市大隅町岩川から同市末吉町南西部にわたる地に比定される。

　近世に入ると，文禄３年（１５９４）８月に北郷忠虎領内として末吉など１５カ所・六万九千石の検地が
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行われている（「北郷忠虎譜」旧記雑録）。庄内の乱（１５９９）後，島津氏の直轄領となり外城の一つと

して末吉郷が置かれ７か村が属した。それぞれの遺跡の所在する村は，唐尾遺跡が諏訪方村，高古

塚遺跡は中之内村，菅牟田遺跡，中之迫遺跡は五拾町村である。

　中之内村の梶ヶ野には鹿児島藩が末吉野牧といわれる馬牧を置き，その領域は西側の坂元村に及

び福山野牧と隣り合っていた。中之内村と五拾町村は，島津氏家老職伊勢家の私領となったが，戊

辰戦争後岩川郷として独立（１８６９）した。

　当地は，明治４年の廃藩置県後７月に鹿児島県，同年１１月に都城県に属し，同６年鹿児島県に編

入された。同２０年東囎唹郡の管轄となり，同２２年町村制の施行に伴い，末吉村，岩川村が成立。同

２９年成立の囎唹郡に属し，末吉村が大正１１年町制施行して末吉町に，岩川村が同１３年町制を施行し

て岩川町となり，昭和３０年に岩川町・恒吉町・月野村が合併し大隅町となり，同年４月に荒谷地区

を編入し，平成１７年に財部町・末吉町・大隅町が合併し曽於市となった。

　遺跡の所在する曽於市末吉町と大隅町の考古学的発掘調査は，末吉町では１９３０年に鳥井竜蔵博士

による姥石（住吉神社）の調査が行われた。本格的な調査は，１９６３年に河口貞徳氏により入佐遺跡

が，１９６９年には中岳洞穴遺跡が発掘され，それぞれ縄文時代晩期の入佐式土器などの標識遺跡と

なった。平成８年から東九州自動車道建設（曽於弥五郎ＩＣ～国分ＩＣ）に伴う大規模な発掘調査

が行われ，桐木耳取遺跡，関山西遺跡，関山遺跡では旧石器時代から近世にかけての遺構，遺物が

確認された。

　大隅町では１９５６年に同志社大学の酒詰仲男博士が行った上八合遺跡の発掘調査である。調査では，

縄文時代の遺物が出土したといわれている。その後，本格的な発掘調査は長く行われていなかった

が，平成４年以降からは町教育委員会が調査主体となって各種農業基盤整備に伴う発掘調査が実施

され，鳴神遺跡（縄文時代晩期），宮田遺跡（縄文時代早期），炭床Ⅰ遺跡（縄文時代早期，平安時

代），川路山遺跡（縄文時代後期），向ノ段・大丸・小迫遺跡（縄文時代早期，後期），立馬遺跡

（縄文時代早期）などの発掘調査が実施されたが，調査結果の報告は概報がほとんどであるために

詳細な内容は不詳である。平成１１年には，県道改良事業に伴い出水平遺跡の発掘調査が行われ，縄

文時代早期，晩期，弥生時代前期の遺物が出土し遺構では縄文時代早期の集石が８基検出された。

中でも特筆するものは縄文時代早期の耳栓状土製品が出土している。平成１３年から東九州自動車道

建設（曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ）に伴う大規模な発掘調査が行われ，旧石器時代から近世ま

での遺構，遺物が確認された。
　

����

１　「土地分類基本調査－岩川」国土調査１９７２

２　「出水平遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（４３）

３　「九養岡遺跡・踊場遺跡・高篠遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（３６）

４　「桐木耳取遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（９１）

５　「末吉町郷土史」

６　「大隅町郷土史」

７　「鹿児島県風土記」芳　即正・塚田公彦編　旺文社

８　「鹿児島県の地名」日本歴史地名大系４７　平凡社

９　「関山西遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（１２６）

１０　「唐尾遺跡・高古塚遺跡・菅牟田遺跡・中之迫遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（１２７）
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岩崎上層式縄文（後）丘陵曽於市大隅町中之内前畑段前畑段６３－３６－０�

縄文土器・土師器・打製石斧
（半欠）・鉄滓

縄文（早～晩），弥生，
奈良，平安台地曽於市大隅町中之内東原東原６３－１０１－０�

縄文土器縄文台地曽於市大隅町中之内西原段西原段Ⅱ６３－５７－０�

町埋文報（１６）土器・土師器縄文，平安台地曽於市大隅町中之内峯段峯段６３－１８６－０�

����
県埋文報（１３９）岩崎上層式縄文（後）台地曽於市大隅町中之内西原段西原段Ⅰ６３－２７－０�

縄文土器・局部磨製石斧・敲
石縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内ノトロノトロ６３－９９－０�

土師器奈良～平安丘陵曽於市大隅町中之内谷川内谷川内６３－２０６－０�

土師器弥生，歴史台地曽於市大隅町中之内打込打込６３－１１５－０�

土師器歴史台地曽於市大隅町中之内前岡前岡６３－１４２－０�

縄文土器・頁岩剥片縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内わらび堂わらび堂６３－９５－０��

小片のため時代不明縄文（早），歴史丘陵曽於市大隅町中之内蕨谷蕨谷６３－１４６－０��

県埋文報（１３９）土器縄文台地曽於市大隅町中之内野鹿倉野鹿倉６３－２５２－０��

須恵器縄文，歴史台地曽於市大隅町中之内前畑前畑６３－１４１－０��

土師器縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町中之内中崎迫中崎迫６３－４０－０��

土師器古代台地曽於市大隅町中之内重ヶ迫重ヶ迫６３－１４３－０��

土師器・黒色土器古代台地曽於市大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅰ６３－１４４－０��

土師器縄文（後），古代台地曽於市大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅱ６３－２８－０��

土師器歴史台地曽於市大隅町中之内高尾迫高尾迫６３－１４５－０��

石皿縄文（早）台地曽於市大隅町中之内４３００観音段６３－１７－０��

縄文（後）台地曽於市大隅町中之内狩谷狩谷６３－２９－０��

����
県埋文報（１３９）土器旧石器，縄文，古墳台地曽於市大隅町中之内建山建山６３－２５３－０��

墳丘（消滅）中世台地曽於市大隅町中之内八木塚八木塚６３－１８７－０��

石錘（５例）縄文台地曽於市大隅町中之内柿木渡柿木渡６３－１０２－０��

前平式・塞ノ神式縄文（早）台地曽於市大隅町中之内一里山
サセフ一里山６３－２１３－０��

土師器・青磁縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町中之内一里山・二
本枦一里山６３－１６６－０��

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近世台地曽於市大隅町中之内桂尾ノ迫６３－２３９－０��

「日本城郭体系」
１８，町埋文報（１５）中世，近世丘陵曽於市大隅町中之内手取・陣之

元手取城跡６３－１６８－０��

石坂式縄文（早）台地曽於市大隅町大谷赤松迫赤松迫６３－１６－０��

����土器・石器縄文，古代台地曽於市大隅町岩川狩俣狩俣６３－２５４－０��

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近世台地曽於市大隅町中之内西笠木吹切段Ａ６３－２４０－０��

「大隅町誌」布目文縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内吹切段吹切段Ⅰ６３－４１－０��

弥生土器縄文（早・晩），弥生，
奈良，平安，中世台地曽於市大隅町中之内吹切段吹切段Ⅱ６３－１１８－０��

町埋文報（２１）土器・石器縄文台地曽於市大隅町中之内笠木松ヶ迫田６３－２４１－０��

土師器歴史丘陵曽於市大隅町大谷
宗ノ段宗ノ段６３－１５２－０��

墳丘？古墳？台地曽於市大隅町岩川
入角入角６３－２３４－０��

県埋文報（１２７）土器古墳，古代台地曽於市大隅町岩川
高古塚高古塚６３－２５５－０��

縄文土器縄文（早・後・晩），歴史台地曽於市大隅町中之内松ヶ迫田松ヶ迫田６３－５２－０��

町埋文報（２１）土器・陶磁器縄文，中世，近世段丘曽於市大隅町中之内神掛長迫Ａ６３－２４２－０��

炭化物・鉄滓縄文丘陵曽於市大隅町大谷宮田宮田６３－１７４－０��

「大隅町誌」石斧・敲石縄文丘陵曽於市大隅町岩川向上・仮屋ヶ
段浅井６３－６１－０��

削平を受けてい
るが墳丘らしき
ものが残存　

土師器古墳丘陵曽於市大隅町岩川２８２８－３光神免６３－１３６－０��

石斧・敲石・土師器縄文（晩），弥生，歴史丘陵曽於市大隅町中之内長迫長迫６３－１１９－０��

県埋文報（２９）中世（南北朝～戦国末）丘陵曽於市大隅町長江
字大路他愛宕山塁跡６３－１９０－０��

土器片縄文台地曽於市大隅町大谷２４２８－４吹谷迫６３－２１１－０��

県埋文報（１２７）土師器縄文，奈良，平安丘陵曽於市大隅町岩川菅牟田菅牟田６３－１５６－０��

町埋文報（２１）土器・陶磁器縄文，中世，近世山腹曽於市大隅町岩川菅牟田菅牟田Ａ６３－２４３－０��

縄文（晩）台地曽於市大隅町岩川イチノ木・前
畑上イチノ木６３－４３－０��

縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町岩川上山上山６３－４４－０��

町埋文報（９）土師器縄文，古墳，平安～近
世台地曽於市大隅町岩川船窪船窪６３－２１２－０��

報告書有土器・石器・陶磁器縄文（早），近世台地曽於市大隅町岩川久木山井手山Ａ６３－２４４－０��

土師器縄文，歴史台地曽於市大隅町岩川井手山・定塚井手山６３－６２－０��

Ｈ１５年，１６年，
１７年発掘調査前平式・塞ノ神式・土師式旧石器，縄文（早），歴

史台地曽於市大隅町岩川定塚・入佐定段６３－２－０��

Ｈ１５年，１７年
発掘調査縄文丘陵曽於市大隅町岩川稲村稲村６３－６３－０��

「大隅町誌」敲石・石皿・石斧縄文台地曽於市大隅町岩川麦ヶ迫久木山６３－７０－０��
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　狩俣遺跡，建山遺跡，西原段Ⅰ遺跡の基本層位は，層厚は遺跡により異なるが，曽於市末吉町諏

訪方に所在する桐木耳取遺跡の基本層位と一致する。

　桐木耳取遺跡は，南九州における霧島，姶良カルデラ，桜島，喜界カルデラ等からの噴出物が遺

跡の相対的年代を推定する上で非常に良好な資料となっている。３遺跡の基本土層については，第

４図の基本土層柱状模式図の通りである。また，姶良カルデラ噴出物で形成されたシラス台地は，

場所により数百ｍの厚さに及ぶため，遺跡の発掘はシラス堆積層上面が限界となっている。

　以下に各基本層位について順に述べるが，狩俣遺跡，建山遺跡，西原段Ⅰ遺跡それぞれの土層の

残存状況，遺物包含層などについては，各遺跡ごとに本文で詳細に述べる。

Ⅰ層　　暗褐色土　現表土

Ⅱ層　　黄白色軽石層　桜島を噴出源とした軽石層

で，通称文明ボラと呼ばれている。ボラとは

俗称で，軽石を指している表現である。西暦

１４７１年（室町時代）に噴出されたことが文献

により判明している。曽於市大隅町付近では，

平均１０～２０�の堆積が確認されるが，曽於市

北部よりは比較的層厚が薄くなっている。ボ

ラの持つ保湿性の低さが耕作には不向きなこ

とから，戦前はボラ抜きと呼ばれる人力によ

る軽石の除去作業が行われ，近年は大型機械

による整備が行われてきている。なお，ボラ

抜きにより取り除かれ積み上げられた軽石は

ボラ塚と呼ばれ，あちこちに点在している。

Ⅲａ層　黒色土　粒の小さな土質で，腐植が発達し

ている。主に古代～中世の遺物包含層である。

Ⅲｂ層　黒褐色土　主に縄文時代晩期～古代の遺物

包含層である。

Ⅳａ層　黄褐色土　霧島御池火山灰の二次堆積層に

相当する。主に縄文時代中期～晩期の遺物包

含層である。

Ⅳｂ層　黄褐色細粒軽石混硬質土　霧島御池火山灰

層（約４，６００年前）に相当する。主に縄文時

代中期～晩期の遺物包含層である。

Ⅴａ層　暗橙色土　鬼界カルデラ起源のアカホヤ火

山灰の二次堆積土で，縄文時代前期～中期の

遺物包含層である。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅢ

ⅩⅣ

ⅩⅤ

ⅩⅥ

ⅩⅦ

ⅩⅧ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅢ

ⅩⅣ

ⅩⅤ

ⅩⅥ

ⅩⅦ

ⅩⅧ

��������	
���



－１０－

Ⅴｂ層　黄橙色軽石混火山灰層　鬼界カルデラ起源の火山灰層で通称アカホヤ火山灰（約７，３００年

前）と呼ばれている。下位に赤橙色の火山豆石の体積が見られる。遺跡全体に安定して堆積

している。

Ⅵａ層　黄褐色軽石混茶褐色土　Ⅵｂ層（桜島Ｐ１１）の二次堆積土であり，縄文時代早期の遺物包

含層である。

Ⅵｂ層　黄褐色軽石層　桜島起源のＰ１１（約８，０００年）下部に黄色や黄褐色軽石が堆積し，場所に

より厚い堆積も見られる。

Ⅶ層　　明茶褐色土　縄文時代早期の遺物包含層である。

Ⅷ層　　黒褐色土　桜島起源のＰ１３（約１０，６００年）が点在している。縄文時代早期の遺物包含層で

ある。

Ⅸ層　　黄白色砂粒硬質土　桜島起源のＰ１４（薩摩火山灰　約１２，８００年前）ほぼ全域に２０～３０�程

度堆積しており，上位は固結した火山灰，下位は３�前後の軽石で構成され，縦方向にク

ラックが発達しブロック状の堆積を成す。

Ⅹ層　　黒褐色粘質土　桐木耳取遺跡では細石刃文化期～縄文時代草創期の遺物包含層となってい

る。

�層　黄橙色粘質土　シラスの二次堆積土　桐木耳取遺跡では細石刃文化期の遺物包含層となって

いる。

�層　暗茶褐色粘質土　硬質のブロックが混ざる弱粘質土で，桐木耳取遺跡では細石刃文化期の遺

物包含層となっている。

 ⅩⅢ層　黄褐色軽石混弱粘質土　ローム層の中に白い細粒なパミスが部分的に点在する。桐木耳取遺

跡では台形石器や小型ナイフ形石器を主体とする後期旧石器時代ナイフ形石器文化期の遺物

包含層となっている。

 ⅩⅣ層　暗赤褐色硬質土　赤褐色をした桜島起源のＰ１５（時代未定）が点在する。桐木耳取遺跡では

後期旧石器時代ナイフ形石器文化期の遺物包含層となっている。

 ⅩⅤ層　暗青灰色硬質土　硬質のローム層で，桐木耳取遺跡では後期旧石器時代ナイフ形石器文化期

の遺物包含層となっている。

 ⅩⅥ層　明褐色硬質土　径５～１０�程度の赤褐色を呈した桜島Ｐ１７（約２６，０００年前）が点在する。桐

木耳取遺跡では中部から下部に剥片尖頭器や台形石器等で構成する後期旧石器時代ナイフ形

石器文化期の遺物包含層となっている。

 ⅩⅦ層　黄白色砂質土　上位はローム質，下位は砂質の状態である。桐木耳取遺跡では大型剥片尖頭

器等の良好な資料が出土している。

 ⅩⅧ層　明黄白色砂質土　姶良カルデラ（約２６，０００～２９，０００年前）を噴出源とする。通称シラスと呼

ばれ，入戸火砕流堆積物でありＡＴと表示される遺跡の基盤層である。

（参考文献：町田洋・新井房夫「新編火山灰アトラス」）
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　本遺跡の確認調査は，平成１３年度と平成１７年度に実施し，平成１３年度は遺跡の北側部分を，１７年

度は国土交通省所管による実施計画に基づいている。

　平成１３年当時，平成１４年１月～３月の間，日本道路公団の実施計画（４車線，パーキングエリア

予定地の対象面積４５，９００�，第２図参照）に基づいて実施した。その結果，急崖を成す谷部の斜面

を利用した畝状遺構が発見され，一方，平坦面を成す台地のほぼ全域には縄文時代早期の遺構・遺

物が良好に残存することが確認された。

　平成１６年，道路公団民営化の閣議決定による道路建設の全面凍結が実施されたが，その後，国土

交通省主導による新直轄方式での道路建設を継続することとなった。その間，４車線は２車線に，

パーキングエリア建設中止等の工事計画の大幅な縮小・見直しが行われることとなり，調査対象面

積は２３，４６０�となった。（第２図下参照）

　上記を受け，平成１６年，国土交通省九州整備局，西日本高速道株式会社，鹿児島県知事による新

直轄方式施工に伴う確認書締結が行われた。

　平成１７年度は，１１月以降に計画変更に基づき主として台地の中心部から南斜面の東端を対象に

４０ヶ所のトレンチを設定し確認調査を行った。平行してセンターライン上を軸に調査区（グリッ

ド）を設定し，西側の谷斜面に展開している畝状遺構とＪ～Ｌ－１６～２２区の本調査を実施した。

　平成１８年度は，１７年度実施分を除く台地部と南部斜面について本調査を実施し，畝状遺構の調査

を中心に縄文時代早期～近世までの調査を行い，平成１９年３月までに全ての調査を終了している。

　確認調査及び本調査の概要については，第３節，第４節で詳細に記録している。

　なお，平成１３年度の確認調査範囲については，本調査から除外された部分が含まれるが，今後の

土地利用状況によっては，発掘調査の必要性を含め，慎重な取り扱いが要求されることから，その

成果を記載する。
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　事業主体者　　日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所
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　調査主体者　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課
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　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課
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　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　彌榮　久志

　調 査 担 当      　　　　　　　〃　　　　　　文 化 財 主 事       　　平木場秀男
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　調 査 企 画      　　　　　　　〃　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長         　　有川　昭人
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　次長兼南の縄文調査室長             　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　調 査 第 二 課 長        　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　彌榮　久志

　調 査 担 当      　　　　　　　〃　　　　　　文 化 財 主 事       　　平木場秀男
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　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　長野　眞一
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　平成１３年度は，遺跡の北側部分を中心に実施した。台地部は任意の方向で４ｍ×８ｍを１０カ所，

谷部には２ｍ×４ｍを１５カ所，計２５カ所トレンチを設定し調査を行った。調査は各トレンチとも表

土は重機で除去し，その後は人力による掘削を行った。調査前の現地は，台地部の大半が畑地であ

り，谷部にかけて山林が広がっていた。

　その結果，１７カ所のトレンチで遺物・遺構が確認された。谷部では，斜面を利用した畝状遺構が

広範囲に確認され，文明ボラに覆われ，削平や撹乱を受けていないことから，谷部全体に残存する

と予想される。なお，谷部で下層確認を実施したが，それぞれの層が非常に厚く堆積し，急傾斜地

であることから，古代以前の包含層は存在しないと判断した。

　台地部は畑地整備により削平を受けていたが，部分的に縄文晩期～古代の遺物が確認された。北

側の台地部全体から前平式土器，石坂式土器，下剥峯式土器，押型文式土器など縄文時代早期の遺

物が出土した。遺構は，落とし穴や集石，住居跡，土坑などが良好に残存していた。特に２３トレン

チでは，遺構の密度が高く遺物量も多いことから，縄文時代早期の中心地域が近いのではないかと

予想される。

　検出された遺構の中で，調査終了したものについてこれより掲載する。なお，確認調査では検出

のみで止め，先送りしたものが多数ある。この後，計画変更に伴い本調査範囲外となってしまった

ため，そのまま埋め戻されているのが現状である。

�������（第３～７図）

　２トレンチでは，北側の台地部からⅨ層上面で落とし穴が３基検出された。落とし穴は，略南北

方向に約３ｍ間隔で並んで位置しており，いずれも埋土はＰ１３をやや多く含む黒褐色土（Ⅷ層）が

主体である。埋土及び周辺からはⅠ類の土器を中心に８５点，石鏃などの石器が１０点，計９５点の遺物

が出土しているが，その中から土器２７点，石器５点を図化し，北部の遺物として掲載した。一方，

南側の斜面部からは，Ⅱ層（文明ボラ）覆われるような状態で畝状遺構が検出された。

　����（第３～５図）

　台地部のⅨ層上面で落とし穴が３基検出された。南側の谷へ向かって，主軸の向きはそれぞれ異

なるが，北東から南西方向にほぼ３ｍ前後の間隔で並んでいる。位置的に八つ手状に伸びた台地の

先端部にあたることから，狭くなった台地を横切るように作られた落とし穴群の一部と考えられる。

　これより３基ある落とし穴の中で，未調査の３号を除く１，２号について詳しく掲載する。

　������（第３，５図）

　両側を谷で挟まれた台地のほぼ中央部で検出された。平面形は，ほぼ円形に近い形を呈している。

長径×短径は１１７�×１０４�，深さは検出面から床面まで９２�である。壁面は斜めに立ち上がる形状

で，平坦な床面に小ピットを２つ検出した。両方とも床面中央の長軸方向に３０�離れて位置し，深

さ約２０�で垂直にすぼまる形状であることから，逆茂木痕であると思われる。

　埋土は，上部にＰ１３を多く含んだ黒褐色土が主体となり，下部は黒褐色土と茶褐色土が交互に薄

く堆積している。下部に薩摩火山灰の小ブロックが少量見られるが，壁面が崩れ落ちたものと思わ

れる。
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�������（第４，５図）

　落とし穴１号から南西方向に約３ｍ離れた平坦面で検出された。平面形は，やや東西方向に主軸

を持つ方形に近い楕円形を呈している。長径×短径は１３０�×１０３�，深さは検出面から８４�である。

壁面はほぼ垂直に立ち上がる形状で，広めの平坦面を持つ床面に小ピットを３つ検出した。床面の

西側に集中しており，径が約８�，深さ３０�前後で垂直にすぼまる形状であることから，逆茂木痕

であると思われる。埋土は，上部にＰ１３を多く含んだ黒褐色土が主体となり，下部は茶褐色土が主

体である。１号と同じく下部に壁面が崩れ落ちたものと思われる薩摩火山灰が少量見られる。

�������（第５図）

　落とし穴２号から南西方向に約３ｍ離れた平坦面で検出された。平面形は，南北方向に主軸を持

つ楕円形を呈し，長径×短径は１２０�×５５�である。床面までの深さ，断面形，小ピットの有無な

ど，詳細については未確認である。

①黒褐色土 
②黒色土 
③黒褐色土 
④黒茶褐色土 
⑤黒褐色土 
⑥茶褐色粘質土 
⑦黒褐色粘質土 
⑧茶褐色粘質土（柔らかい） 
⑨茶褐色粘質土 
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������（第５，６図）

　トレンチの南側の畝状遺構は，台地を形成する急傾斜面で検出している。

　検出された畝状遺構は，黒色土のⅢａ層に構築されたものである。遺構発見のきっかけは，遺構

の上位に文明年間に桜島から噴出した軽石（通称文明ボラ）が被覆していることが起因となる。す

なわち，個々の畝は被覆する軽石やその後の堆積物で押しつぶされ凸部が見あたらず，畝と畝の間

の「畝間」の凹に軽石が安定して堆積することから検出が可能となる。この急斜面に発見された遺

構は，畝方向を東西に，階段状に規則性を持って形成されていた。

　畝の長さは１～２．３ｍ，幅３０�程度を基本に，それぞれは長楕円形を呈している。東側の列は，

長さ４ｍ弱，畝間の中心間は７０～８０�前後が多く，幅は５５�前後のものが多い。西側の列は，長さ

２ｍ強，畝間の中心間は１０～３８�前後とばらつきが多い。幅は４０�前後のものが多く，東側の列よ

りもやや小さめとなっている。これらの畝間は企画性を成して南北方向に整然と並ぶことが観察で

①黒褐色土　　１～２mmの白色パミス多く含む 
②黒茶褐色土　１～２mmの白色パミス多く含む 
③暗茶褐色土　１～２mmの白色パミス多く含む 
④茶褐色土 
⑤黒茶褐色土 
⑥茶褐色土 
⑦黒褐色土 
⑧淡茶褐色土 
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き，当時の営農意識を認識できる。

　埋土のほとんどは文明ボラであるが，一次堆積物（１～２�大の軽石）と二次堆積物（砂粒大の

軽石），細粒な黒色土がブロック状に混在している。斜面に位置し，上位に一次堆積物が多く含ま

れ，小規模な堆積を繰り返した痕跡が見られる。

　正確な範囲は部分的な調査のため不明であるが，南側斜面のほぼ全域に広がると推測される。台

地部についても，削平前の地形の状態次第では北側にも延びる可能性がある。

��������（第７～１４図）

　２３トレンチでは，畑地整備による撹乱のため，縄文時代早期以降の遺物包含層は残されていない。

確認できる遺構は縄文時代早期に限られ，集石遺構２基，土坑５１基，竪穴住居跡が１基である。

遺物はトレンチ内から土器片２６８点，石器４６点の総数３１４点で，今回は土器９６点，石器２２点を図化し

掲載した。後述するがⅠ類土器が主体を占め，Ⅱ類，Ⅴ類土器もわずかであるが見られる。

　遺構が密集し，出土遺物も多いことから，縄文時代早期の集落の一端を検出したと推測できる。

�����（第８，１２図）

　集石は，やや大型の土坑３～６号周辺で２基検出された。Ⅷ層で検出され土坑に隣接しているこ

とから，ほぼ同時代に使用されていた可能性が高い。どちらも集石の範囲内からの遺物出土はみら

れないが，周囲の出土状況からⅠ類土器の頃のものと考えられる。

�����（第８，１２図）

　土坑４の東側で検出された。礫数は９個と少なく，１ｍ×５０�の範囲に散在した状態で検出され

た。石材は拳大の安山岩がほとんどであり，加熱を受け破砕礫も認められる。礫群下位に掘り込み

は認められなかった。

　����（第８，１２図）

　土坑５の東側で検出され，集石１号との距離は約３ｍである。礫数は１５個で，検出面は集石１号

よりも下位であり，やや時期差があると思われる。４０×３０�の範囲にまとまった状態で検出された。

石材は４～７�大の安山岩や砂岩であり，火熱を受けた破砕礫が中心である。周辺及び下面に掘り

込みや炭化物等は認められなかった。

　��（第９，１０，１２図）

　本遺跡の土坑は，概ね以下のように区分することができる。

　Ⅰ類・・・平面径が５０�前後の円形を呈するもの（Ⅰ－ａ：深さの浅いもの　Ⅰ－ｂ：深いもの）

　Ⅱ類・・・平面径が１�前後の円形を呈するもの（Ⅱ－ａ：深さの浅いもの　Ⅱ－ｂ：深いもの）

　Ⅲ類・・・平面形状が楕円形を呈するもの

　　　　　　（Ⅲ－ａ：長径が１ｍ前後の浅いもの　Ⅲ－ｂ：３ｍを越える細長いものに分かれる）

　Ⅳ類・・・平面形状が方形を呈するもの

　Ⅴ類・・・平面形状が不定形なもの

　２３トレンチでは，径が５０�程度の円形を呈するもの（Ⅰ類）が３３基，楕円形を呈するものが９基，

やや大型で方形を呈するものが９基，計５１基検出された。大きなものは竪穴住居跡の可能性も考え

られるが，ほとんどが未調査のため不明である。切り合いを有する土坑は少なく，ほぼ同時期のも

のと思われるが，長軸方向に規則性はあまり見られない。土坑内から遺物の出土もあり，いくつか
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は掲載した。

����（第９，１２図）

　トレンチ西側から検出された。長径×短径は９６×４５�である。平面形はやや変形した楕円形を呈

し，検出面からの深さは２０㎝である。西側の壁は段を有する二段構造であり，底面は平坦である。

埋土は，Ｐ１３の火山灰を全体的に含む黒褐色土であり，２�程度の炭化物がわずかに混在する。ト

レンチ内に同規模の土坑が９基検出されており，形状は多少異なるが，いずれも大型土坑の周辺に

位置している。

　���（第９，１２図）

　トレンチ西側，土坑１から東方向へ約２．５ｍ離れて検出された。長径×短径は１１２×６５�である。

平面形は小判形を呈し，中心が一段深い二段構造を呈している。検出面からの深さは７０�である。

底面は平坦である。埋土は黒褐色土であり，遺物が５点出土した。中央部土器４２５はⅠ類土器の胴

部である。北部石器１５２は面取り痕のある軽石製品である。

����（第９，１２図）

　土坑２から北東方向へ約３ｍ離れて検出された。長径×短径は１８８×１２４�である。平面形は長軸

の２辺が並行した隅丸の長方形を呈している。Ⅸ層上面からの深さは約２８�と比較的浅く，底面は

平坦である。埋土はＰ１３の火山灰を全体的に含む黒褐色土であるが，径２～５�の炭化物を多く含

んでいた。土坑のほぼ中心部から遺物が２点出土した。中央部土器４３２はⅠ類土器の底部である。

２３トレンチ内からは同規模の土坑が計９基検出されているが，住居跡の可能性も考えられる。

����（第１２図）

　土坑３から北方向へ約１ｍ離れて検出された。長径×短径は３０×２５�であり，平面形は隅丸方形

を呈し，土坑３より一回り小さい。未調査のため深さや断面形，埋土中の遺物など全体像は不明で

あるが，樹痕による撹乱が一部見られる。

　���（第１０，１２図）

　土坑３から北東方向へ約１ｍ，土坑４から東方向へ同じく約１ｍ離れて検出された。長径×短径

は８０×７６�であり，平面形は円に近い方形を呈している。壁面はやや斜めに立ち上がり，底面は平
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坦であるが，東西方向の断面は，上位に段を有することから二段構造となっている。検出面からの

深さは３５�である。埋土は黒褐色土であり，遺物が３点出土した。中央部土器４２６はⅠ類土器の胴

部である。他に軽石も出土している。

����（第１０，１２図）

　土坑５から南東方向へ隣接するように検出された。長径×短径は９２×５７�であり，平面形は，東

西方向を長軸とした不定形なものである。壁面はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦である。検出

面からの深さは２３�である。東側に径３５�程度の土坑の切り合いが見られるが，土坑６とは時期が

異なると思われる。埋土は，他の土坑と同じくＰ１３の火山灰を全体的に含む黒褐色土であり，埋土

中より遺物が５点出土した。Ⅰ類土器が大部分であるが小破片である。北部石器１５３は面取り痕の

ある軽石製品であり，何らかの調整に使われたと思われる擦痕が広範囲に残る。

　�����（第１１，１２図）

　トレンチの東角で竪穴住居の掘り込みを確認した。当初，住居跡の一部が検出されていたので，

東側を拡張し，全プランの検出を行った。遺構の平面形は，長径×短径は２８６×２３８�のほぼ円形を

呈している。床面はほぼ水平面となるが，確認調査では，張り床構造の有無や柱状ピットの確認ま

では至っていない。

　この竪穴住居跡の南西側に幅約３０�，長さ約５３�程度の長楕円形の突出部（土坑）が，また，北

側にも幅約１ｍ，長さ４０�程度の張り出し部が確認されているが，竪穴住居跡に直接付随する施設

か，時間差のある切り合い関係を成す施設であるかの最終判断には至っていない。なお，南西側の

突出部の底面は，住居跡と同一でレベル差は認識できない。一方，南西側突出部では，埋土に薩摩

火山灰のブロックが認められることから，住居の建物に関連したピットであると思われ，薩摩火山

灰ブロックは，柱を建てる際の埋め込みに利用されたのではないかと推測される。

　竪穴住居跡の埋土は，周辺の土坑同様，Ｐ１３の火山灰をまんべんなく含む黒褐色土で，炭化物の

混入も認められ，床面に近づくに従いその密度が高くなることも確認している。埋土中より遺物が

１４点出土した。土坑と同様にⅠ類土器が大部分であり，張り出し部からも同じ土器片が出土した。

なお，図化した遺物は，第Ⅴ章「中央部の調査」第４節に掲載した。（№１９９，２０３，２０４，２１４，２２６，

２３７，２５４，２６０，２６２，３４７）

　竪穴住居跡については，全体の約５０％を調査したに過ぎず，床面の詳細な構造解明も行っておら

ず，また，住居跡を取り巻く周辺の遺構もその確認を行っただけで，現地にそのまま残されている

状況である。

　出土遺物については，２トレンチ３２点，８トレンチ４点，２１トレンチ２点を第Ⅳ章「北部の調

査」で，２２トレンチ９点，遺構内遺物を含めた２３トレンチの１０７点，２４トレンチ２点を第Ⅴ章「中

央部の調査」で掲載した。
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①黒褐色土（白色パミス混） 
②黒褐色土 
③黒褐色土＋茶褐色土 
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縄文時代 

古代～中世 

変更後の調査範囲 

平成１３年度道路予定範囲 
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��������（第１４，１５図）

　平成１７年度の確認調査は平成１３年度に確認調査を実施した部分を除く，遺跡中央部の台地，南部

の斜面部分を中心に実施した。トレンチ設定の前に，センターライン上の「ＳＴＡ２３２＋８０」地点

と「ＳＴＡ２３４＋００」地点の２点を結ぶ直線を軸に北西側から南東側に向かって１，２，３・・・，

南西側から北東側に向かってＡ，Ｂ，Ｃ・・・とする１０ｍ間隔の調査区（グリッド）を設定し，ト

レンチ設定の基準とした。トレンチは，５ｍ×１０ｍのものを中心に４０カ所設定し調査を行った。調

査前の現地は，台地部，斜面部ともに大半が畑地であった。

　その結果，２８カ所のトレンチで遺物・遺構が確認された。大規模な畑地整備のための撹乱を受け

た場所では，概ねⅥｃ層（Ｐ１１の一次堆積軽石）まで影響を受けており，遺物包含層は消失してい

た。台地部では，撹乱を受けた場所を除き，ほぼ全面に畝状遺構が残存し，形状や埋土に違いが見

られるものもあるが，近世～古代に該当する。南部の斜面からは，谷部とほぼ同時期と思われる楕

円形を呈した畝状遺構が広範囲に確認され，畝状遺構は，Ⅲｂ層の暗褐色土を主体とするものと，

Ⅱ層の黄色ボラ（文明ボラ）を埋土の主体とするもの，黄色ボラ混じりの黒褐色土を主体とするも

の，Ⅰ－ｂ層（安永ボラ）を埋土の主体とするものの４タイプに分けられる。

　その他，台地のほぼ全面で縄文時代早期の遺物包含層が確認された。また，天地返しなどで撹乱

受けた一部を除き，縄文時代前期，縄文時代後期，縄文時代晩期，古代，中世，近世の遺跡の存在

が明らかとなった。中でも県内でも類例のない文明ボラに覆われ楕円形をした畝状遺構の存在が明

らかとなり，谷部，南部の斜面全体にその貴重な資料の広がりを確認することができた。

　平成１７年度確認調査での検出遺構，出土遺物については，平成１８年度の本調査の成果と併せて各

調査区ごとに本文の中に含めて掲載した。

�������（第１５図）

　本調査は，平成１３年度，１７年度の確認調査に基づき，平成１７年度，１８年度実施した。

��������（第１５図）

　平成１７年度は，谷部全体と台地部の一部について本調査を実施した。

　谷部調査区は，孟宗竹や雑木に覆われていたため，それらの伐採や抜根から開始し，人力や重機

を活用し，その搬出や表土除去を行っている。その後，確認調査で検出された畝状遺構の有無の確

認を行い，残存する地域については人力で検出を行った。また，影響のない部分については，Ⅱ層

（文明ボラ）まで重機で除去し，遺物出土の可能性があるⅢａ～Ⅳ層は人力で掘り下げを行った。

Ⅴ層より下位については，堆積物が非常に厚く堆積し，包含層の有無を調べるための下層確認調査

が実施できなかった。

　出土遺物はすべて出土状況の記録後取り上げを行い，検出した遺構については，写真撮影や図面

作成作業を実施した。

　調査の結果，谷部Ⅲａ層上面で文明ボラに覆われた楕円形をした畝状遺構が広く検出された。ま

た，Ⅲ～Ⅳ層にかけて土師器や須恵器などの遺物や，溝状遺構や土坑などの遺構が検出された。

　台地部では，Ｊ～Ｌ－１６～２２区について本調査を行った。一部で大規模な天地返しによりⅤ層

（アカホヤ火山灰）～Ⅵ層まで撹乱を受けていたが，縄文時代早期の包含層は残存しており土器片
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が出土した。下層確認のため旧石器該当層（Ⅹ～ⅩⅦ層）まで掘り下げを行ったが，遺構，遺物は発

見されなかった。

��������（第１５図）

　平成１８年度は，台地部（１７年度実施部分を除く）と南部斜面について本調査を実施した。

　調査は，重機で表土を除去した後，確認調査で検出された畝状遺構の遺構検出に主眼を置き，有

無の確認を行い，残存する地域については人力で検出を行った。また，影響のない部分については，

Ⅱ層（文明ボラ）まで重機で除去し，遺物出土の可能性があるⅢａ～Ⅳ層は人力で掘り下げを行っ

た。その後，無遺物層（Ⅵ層）を重機で除去後，Ⅸ層（薩摩火山灰）上面まで人力で掘り下げを

行った。出土遺物はすべて出土状況の記録後取り上げを行い，検出した遺構については，写真撮影

や図面作成作業を実施した。

　本調査の結果，調査区の台地部から縄文時代早期～近世にかけての遺構・遺物などが発見され，

斜面部から古代～近世にかけての遺構・遺物が確認された。

　近世の遺構は，畝状遺構，溝状遺構，古道などがある。このほか土坑もシラスを敷き詰められた

ものを含め多数検出された。圃場整備等の土地改良事業による削平で残存部分は少ないが，残され

ていた畝状遺構は，安永ボラが筋状に残る近世のものから存在し，遺物は，陶器や磁器の小破片が

中心である。

　中世～近世の遺構は，畝状遺構，溝状遺構，古道，土坑などが検出された。畝状遺構は，天地返

し等の大きな土地改良を受けていない地域に広がりを見せ，時期差があると思われる数種類のタイ

プに分けられる。特に，文明ボラを埋土とするものは，台地部の南端から最南端まで延び，斜面に

沿って長径１ｍ前後の楕円形をした掘込みが規則的に続いていた。また，畝状遺構を区切るような

溝状遺構も数条確認された。土坑は，遺跡全体で４００基以上検出されているが，ほとんどが中世～

近世のものであると推察される。

　遺物は土師器，瓦質土器，青磁などが出土している。

　古代～中世の遺構は，掘立柱建物跡，畝状遺構，溝状遺構，土坑などで，掘立柱建物跡は，いず

れも中世の畝状遺構の下部，Ⅳ層上面より検出された。北部では古道や溝状遺構が現道に沿うよう

にして検出された。南部では掘立柱建物跡，畝状遺構，大型の浅い土坑が隣接している。

　遺物は，土師器，内黒土師器，須恵器，墨書土器，線刻土器，外赤土器，焼塩土器，紡錘車，金

属製品などが出土している。

　縄文時代中期～晩期の遺構は，落とし穴，焼土，土坑などが検出された。Ⅲｂ～Ⅳ層にかけて検

出されるが，明確な区分けができていない。

　遺物は，後期の宮ヶ迫式土器，晩期の黒川式土器の土器や磨製石斧，石鏃，チップなどの石器が

出土した。出土地域は限定的である。

　縄文時代早期の遺構は，集石遺構，土坑などがⅦ～Ⅷ層にかけて検出された。集石遺構は，合計

２３基が検出され，台地部の中央，南側にやや集中がみられる。

　遺物は，石坂式土器，押型文土器，前平式土器，手向山式土器などや打製石斧，石鏃，石匙，磨

石，敲石，石皿，チップなどの石器が出土している。
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　以下，調査の経過については日誌抄により略述する。
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平成１４年１～３月

　調査開始準備，重機進入路整備，樹木伐採等の環境整備（谷部，北部周辺を中心に）

　確認調査開始

　１～２５トレンチ設定，掘り下げ，遺物取り上げ，遺構実測，下層確認

　１０・１１・１４～１７・１９・２０トレンチ設定　重機による表土剥ぎ

　　遺物，遺構確認されず，土層断面実測後終了，埋め戻し

　４～７・１２・１３・１８・トレンチ設定　重機による表土剥ぎ

　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，遺構実測，写真撮影，

　埋め戻し

　１・３・８・９トレンチ…Ⅳ，Ⅶ，Ⅷ層，平板実測，

遺物取上，下層確認，埋め戻し

　２トレンチ…Ⅲ層より畝状遺構検出，遺構実測，写真

撮影

　　Ⅷ層より落とし穴検出，遺構実測，写真撮影，

　　Ⅲ・Ⅶ・Ⅷ層より遺物出土，平板実測，遺物取上，

　下層確認，埋め戻し

　２１～２５トレンチ…撹乱有り（天地返し），Ⅳ，Ⅶ，Ⅷ層，平板実測，遺物取上

　２３トレンチ…Ⅷ層より集石，竪穴住居跡，土坑多数検出，遺構実測，写真撮影，

　　Ⅶ，Ⅷ層より遺物も多数出土，平板実測，遺物取上，炭化物サンプル採取

　コンタ図作成，完掘写真撮影，土層断面図作成，埋め戻し

��������

平成１７年１１～１２月

　発掘調査開始準備，重機進入路整備，樹木伐採等の環境整備

　グリッド設定（Ａ～Ｎ－１～７２区），グリッド杭打ち，レベル移動

　平成１３年度に引き続き確認調査開始　２６～２８トレンチ設定（中央部北側），掘り下げ

　谷部（Ａ～Ｇ－１４～２８区）の確認調査，本調査を開始，重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　中央部（Ｇ～Ｍ－１７～５２区）の確認調査　２６～３６トレンチ設定，掘り下げ，遺構検出

　２６～２８トレンチ設定，掘り下げ

　　遺物，遺構確認されず，土層断面実測，下層確認後終了

　２９～３１トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，遺構実測，写真撮影，土層断面実測，一部下層確認後終了

　３２～３６トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘り下げ
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　　Ⅶ，Ⅷ層より遺物出土，平板実測，遺物取り上げ，写真撮影，土層断面実測，下層確認後終了

　谷部の確認調査　３７～４１トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　３７，３８，４１トレンチ…遺物，遺構確認されず，土層断面実測，下層確認後終了

　　３９，４０トレンチ…Ⅲ層上面より畝状遺構検出，引き続き本調査へ移行

　谷部の本調査　Ａ～Ｅ－２０～２６区（斜面下段）の調査実施

　　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，平板実測，コンタ図作成，写真撮影，土層断面実測

　　Ｅ，Ｆ－１８，１９区（斜面中段）の調査実施，重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　　畝状遺構は現存せず，Ⅳ層上面より土坑検出，平板実測，写真撮影，土層断面実測

　　Ｆ～Ｈ－１５～１７区（斜面上段）の調査実施，重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　　畝状遺構は現存せず，Ⅳ層上面より土坑検出，平板実測，写真撮影，土層断面実測

　１２月１５日　産業医　発掘現場作業環境視察

平成１８年１～３月

　中央部（Ｇ～Ｍ－１６～５２区）の確認調査継続　中央部の一部本調査を開始，掘り下げ

　南部（Ｇ～Ｍ－５３～７２区）の確認調査開始　新たに４２～６３トレンチ設定

　谷部（Ａ～Ｇ－１４～２８区）の本調査を継続，掘り下げ

　安全対策のため，確認トレンチ埋め戻し

　中央部の確認調査　４２，４３，５９～６３トレンチ設定，掘り下げ

　　４２，４３トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，遺構実測，写真撮影，土層断面実測，一部下層確認後終了

　　５９トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　　Ⅶ，Ⅷ層より遺物出土，平板実測，遺物

取り上げ，写真撮影，下層確認後終了

　　６０～６２トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，

掘り下げ，遺構検出

　　　遺物，遺構確認されず

　　　土層断面実測，下層確認後終了，トレン

チ埋め戻し

　　６３トレンチ設定，重機による表土剥ぎ，掘

り下げ，遺構検出

　　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，測道部分の

ため遺構実測，写真撮影後終了，トレンチ埋め戻し

　中央部の本調査　Ｊ～Ｌ－１６～２６区（台地北側）の調査実施

　　確認トレンチ拡張のため，重機による無遺物層の掘り下げ，大部分がⅠ～Ⅴ層まで天地返しを

受けていたが，撹乱部分より遺物出土，遺構は確認されず，コンタ図作成，写真撮影，土層断面

実測，一部下層確認後調査終了，トレンチ埋め戻し

　南部の確認調査　４６～５８トレンチ設定，掘り下げ
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　　４６～４８，５３，５５～５８トレンチ設定，一部重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　　　遺物，遺構確認されず，土層断面実測，下層確認後終了

　　４９～５２トレンチ設定，一部重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，引き続き本調査へ移行のため終了

　谷部の本調査（Ａ～Ｇ－１４～２８区）継続　

　　Ａ～Ｅ－２０～２６区（斜面下段）の調査実施

　　　Ⅳ層上面より溝状遺構，土坑検出，平板実測，コンタ図作成，写真撮影，土層断面実測

　　Ｅ，Ｆ－１８，１９区（斜面中段）の調査実施，掘り下げ，遺構検出

　　　Ⅳ層上面より土坑検出，平板実測，写真撮影，土層断面実測

　　Ｆ～Ｈ－１５～１７区（斜面上段）の調査実施，掘り下げ，遺構検出

　　　Ⅳ層上面より溝状遺構，土坑検出，平板実測，写真撮影，土層断面実測

　　急傾斜面のため下層確認はできず，コンタ図作成後調査終了，埋め戻し

　谷部調査区の本調査を終了，引き渡し

　１月２５日　空中写真撮影実施

��������

平成１８年５～６月

　北部（Ｅ～Ｋ－１～１４区）の本調査開始，環境整備，重機による表土剥ぎ，グリッド杭打ち，レ

ベル移動，掘り下げ，県道を挟み西側と東側に分けて調査開始　

　中央部（Ｊ～Ｌ－２４～２８区）の本調査開始，重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　Ｅ～Ｇ－４～８区（北部西側）の調査

　　重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　谷部へ向かって急激に落ち込む斜面

であり，４，５区は削平を受け遺物・

遺構無し

　　６～８区は斜面に沿ってⅢ層上面よ

り畝状遺構検出，実測，写真撮影

　　Ⅳ層上面では多数の土坑を検出，実

測，写真撮影，一部下層確認実施

　　Ｆ，Ｇ－８区では，斜面沿いに遺構

検出（古道，溝状遺構），実測，写真

撮影

　Ｈ～Ｋ－６～１１区（北部東側）の調査

　　重機による表土剥ぎ，掘り下げ，遺構検出

　　台地の縁辺部に当たる，１～４区は削平を受け遺物・遺構無し，コンタ図作成，埋め戻し

　　５～１０区は緩斜面に沿ってⅢ層上面より畝状遺構検出，実測，写真撮影

　　Ⅳ層上面では多数の土坑を検出，溝状遺構，古道も数条検出，遺物出土，写真撮影
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　　Ｊ～Ｌ－２４～２８区（中央部）の調査，重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　　Ⅲ層上面より畝状遺構検出，実測，写真撮影，Ｅ，Ｆ－２４，２５区は天地返しにより畝状遺構無し

　６月７～９日　実務向上研修（現場研修）

平成１８年７～９月

　北部（Ｅ～Ｋ－１～１４区），中央部（Ｇ～Ｍ－２４～３８区）の本調査継続，掘り下げ

　Ｅ～Ｋ－１～１４区（北部）の調査

　　北部西側については，下層確認後土層断面図，コンタ図作成，調査終了，埋め戻し

　　北部東側は，Ⅶ～Ⅷ層より遺物出土　遺構検出（集石），実測，写真撮影

　　下層確認後土層断面図，コンタ図作成，調査終了，埋め戻し　

　　北部調査区の本調査終了，引き渡し

　Ｊ～Ｌ－２４～２８区（中央部）の調査

　　Ⅳ層上面より遺物出土，遺構検出（溝状遺構，土坑），実測，写真撮影，地割れの痕跡あり

　　Ⅶ～Ⅷ層より遺物出土，遺構検出（集石，落とし穴），実測，写真撮影，一部下層確認後終了

　Ｈ～Ｌ－２８～３８区（中央部）の調査

　　２８～３２区のⅠｃ層上面より畝状遺構検出，実測，写真撮影，３３～３８区は削平により無し

　　Ⅲ層上面より形態の異なる畝状遺構検出，実測，写真撮影

　　Ⅲ～Ⅳ層より遺物出土，遺構検出（掘立柱建物跡，溝状遺構，土坑），実測，写真撮影

　８月２３日　発掘体験学習（大隅中１年３名）

　８月２５日　発掘作業員健康診断（建山遺跡にて実施）

平成１８年１０～１２月

　中央部（Ｇ～Ｍ－２８～５２区）の本調査継続

　南部（Ｇ～Ｍ－５３～６６区）本調査開始グリッド杭打ち，レベル移動

　Ｇ～Ｌ－３８～４４区（中央部）の調査，掘り下げ

　　大部分がⅠ～Ⅴ層まで天地返しを受けていたため，重機による無遺物層の掘り下げ，Ⅵ層まで

遺物・遺構無し

　　Ⅶ～Ⅷ層より遺物出土，遺構検出（集

石），実測，写真撮影，一部下層確認Ｋ

～Ｌ－４０～４６区（中央部）の調査，重機

による表土剥ぎ，掘り下げ

　　天地返しを受けていない部分からは，

Ⅲ層上面に古道，溝状遺構，畝状遺構検

出，実測，写真撮影，Ⅲ，Ⅳ層遺物出土，

平板実測，遺物取り上げ，Ⅸ層上面まで

掘り下げ，コンタ図作成

　Ｇ～Ｌ－４５～５２区（中央部）の調査，重機による表土剥ぎ，掘り下げ
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　　上層が削平を受けていない４９～５２区を中心に，Ⅲ層上面に溝状遺構，畝状遺構検出，実測，写

真撮影，Ⅳ層上面より焼土遺構，土坑検出，実測，写真撮影

　　Ⅲ～Ⅳ層より遺物出土，平板実測，遺物取り上げ，写真撮影，Ⅳ層上面コンタ図作成

　Ｇ～Ｍ－５３～６６区（南部）の調査，重機による表土剥ぎ，掘り下げ

　　Ⅰｃ層上面より畝状遺構検出，遺構実測，写真撮影

　　緩斜面のほぼ全域からⅢ層上面に畝状遺構検出，実測委託，写真撮影

　　傾斜が平坦になる６２～６４区のⅣ層上面から遺構検出（掘立柱建物跡，畝状遺構，土坑），実測

　　Ⅲ～Ⅳ層から多数の遺物（土師器類）出土，平板実測，遺物取り上げ，写真撮影

　１１月２日　空中写真撮影実施

　１１月４日　現地説明会実施

　１１月１３日～１月２２日　畝状遺構実測委託

　１２月１８日，１９日　現地指導（飯沼憲司　別府大学文学部教授）

平成１９年１～３月

　中央部（Ｇ～Ｍ－２８～５２区）の本調査継続，南部（Ｇ～Ｍ－５３～６６区）本調査継続，掘り下げ

　Ｇ～Ｌ－２８～５２区（中央部）の調査

　　遺構検出（集石，土坑），遺構実測，写真撮影

　　Ⅶ～Ⅷ層より遺物出土，平板実測，遺物取り上げ

　　実測，写真撮影，一部下層確認

　　Ⅸ層上面コンタ図作成，写真撮影，

　中央部の調査終了

　安全対策のため一部重機による埋め戻し

　Ｇ～Ｍ－５３～６６区（南部）の調査

　　Ⅳ層上面コンタ図作成，写真撮影

　南部の調査終了

　１月１１日　空中写真撮影実施

　１月１１日　現地指導（濱崎忠雄　佐々木　修　

鹿児島大学農学部教授）

調査終了

��������	
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　狩俣遺跡の基本層位は，層厚は異なるが，Ⅰ－第Ⅴ章で述べたように曽於市末吉町諏訪方に所在

する桐木耳取遺跡の基本層位と一致する。よって，南九州における霧島，姶良カルデラ，桜島，鬼

界カルデラ等からの噴出物が遺跡の相対的年代を推定する上で非常に良好な資料となっている。狩

俣遺跡の基本土層については，第１６図の狩俣遺跡基本土層柱状模式図の通りである。

　狩俣遺跡は標高約２７０ｍの台地上に位置しているが，台地の北側と南側に開析する谷により，台

地部と谷部斜面とで形成されている。

　台地部は，全般に文明ボラ抜きや圃場整備が行われ，台地中央付近の尾根を削り，縁辺部へ押し

込む形で平地を形成している。そのため，台地中央

は上層が削平され，際は地層が上層よりしっかりと

残存していた。また，圃場整備以前に大規模な筋状

の天地返しを行っている畑もあり，表土下は畑や山

林等を単位として複雑な様相を呈している。なお，

天地返しは縄文時代早期以下の包含層へは達してお

らず，対象地全ての部分で残存していた。

　谷部斜面は，台地部方向から緩やかに傾斜しなが

ら下っており，数多くの雨水による浸食と堆積を繰

り返しながら谷を埋めるようにして地層を形成して

いた。特にⅠ層は，地表面からⅡ層上面までの間に

多くの堆積を確認することができ，５ｍを超える厚

さのところも少なくない。残存状況の良好な場所で

は，桜島を噴出源とした軽石層Ｐ１（大正火山灰），

Ｐ２（安永火山灰），Ｐ３（文明ボラ）を同時に観

察することができた。そこで狩俣遺跡では，桐木耳

取遺跡の土層区分を基本とするが，部分的にⅠａ層

～Ⅰｄ層の区分を用いたものを基本土層とする。

　狩俣遺跡の基本土層，遺物包含層，火山灰等の詳

細については，以下の通りである。

Ⅰａ層　表土

Ⅰｂ層　桜島Ｐ２　安永ボラ（１７７９年）

Ⅰｃ層　暗褐色砂質土　近世の遺物包含層

Ⅰｄ層　黒褐色砂質土

Ⅱ　層　桜島Ｐ３　文明ボラ（１４７１年）　主に斜面

で１０～２０�の堆積が確認されるが，台地部

ではボラ抜きや削平が行われたと考えられ，

本来は遺跡全体にあったと思われる。斜面
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を利用して噴火当時耕作していた畠を，ボラがパックした状態で検出される。

Ⅲａ層　黒色土　主に古代～中世の遺物包含層である。

Ⅲｂ層　黒褐色土　主に縄文時代晩期～古代の遺物包含層である。

Ⅳ　層　黄褐色土　霧島御池火山灰を含む　主に縄文時代中期～晩期の遺物包含層である。

Ⅴａ層　暗橙色土　Ⅴｂ層（アカホヤ火山灰）の腐食土

Ⅴｂ層　黄橙色軽石混火山灰層　鬼界カルデラ起源の火山灰層で通称アカホヤ火山灰（約７，３００年

前）と呼ばれている。遺跡全体に安定して堆積している。

Ⅵａ層　黄褐色軽石混茶褐色土　Ⅵｂ層（桜島Ｐ１１）の二次堆積土

Ⅵｂ層　黄褐色軽石層　桜島Ｐ１１（約８，０００年前）場所により厚い堆積も見られる。

Ⅶ　層　明茶褐色土　縄文時代早期該当の遺物包含層である。

Ⅷ　層　黒褐色土　縄文時代早期該当の遺物包含層である。

Ⅸ　層　黄白色砂粒硬質土　桜島Ｐ１４（薩摩火山灰　約１２，８００年前）上位は固結した火山灰，下位

は３�前後の軽石で構成され，縦方向にクラックが発達している。

Ⅹ　層　黒褐色粘質土

�　層　黄橙色粘質土

�　層　暗茶褐色粘質土

 ⅩⅢ　層　黄褐色軽石混弱粘質土

 ⅩⅣ　層　暗赤褐色硬質土　桜島Ｐ１５（時代未定）が点在する。

 ⅩⅤ　層　暗青灰色硬質土

 ⅩⅥ　層　明褐色硬質土　桜島Ｐ１７（約２６，０００年前）が点在する。

 ⅩⅦ　層　黄白色砂質土　上位はローム質，下位は砂質の状態である。

 ⅩⅧ　層　明黄白色砂質土　姶良カルデラ（約２６，０００～２９，０００年前）を噴出源とする。シラス
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　谷部調査区は，本遺跡の北西部に位置し，東西に延びた台地の南斜面の裾野に相当する。

　平成１４年１～３月に実施した確認調査で，斜面に階段状に作られた畝状遺構の存在が知られ，平

成１７年１１月～平成１８年３月に本調査を実施した。

　調査範囲は，谷の裾野から台地端部までの斜面で，ほぼ南北１３０ｍ，東西に幅２０ｍの細長い短冊

状を呈している。なお，およそ標高２６５ｍの頂部と裾野の高低差は約５０ｍである。

　平成１３年度の確認調査では，斜面に沿って階段状に作られた畝状遺構が検出され，その際，第Ⅱ

層（Ｐ３の文明ボラを含む）に覆われていることが確認されていた。そこで，平成１７年度の本調査

では畝状遺構の分布範囲を明らかにするため，５ヶ所に確認トレンチを設定し（３７～４１トレンチ），

詳細の把握に努めた。

　その結果，谷部上段（Ｆ～Ｈ－１３～１６区），中段（Ｅ，Ｆ－１７，１８区）では，時期の特定できな

い造成土が確認され，自然堆積土の下から文明軽石の存在は確認できたが，畝状遺構の確認までに

は至っていない。谷部下段（Ａ～Ｅ－１９～２５区）では，畝状遺構の広がりについて調査区境を中心

に調査を実施し，畝状遺構が調査範囲のさらに南側に展開していることが確認された。

　新たな確認調査の結果，畝状遺構は，傾斜の緩やかな谷部下段にのみ存在することが明らかと

なった。すなわち，谷部のほぼ中心部を中心とした狭い平坦地を利用した営農が行われていたこと

が判明した。

　本調査は，調査区を上段，中段，下段と区分し，具体的な調査方法として，第Ⅱ層の残存状況を

把握することを第一とした。調査では，傾斜面であることから流入土が厚いところでは４ｍに達す

る場所もあり，側壁の崩壊等に注意しながら，畝状遺構の把握に努めた。

　その結果，上段～中段では，古代～中世の土坑や溝状遺構が検出し，下段では，中世の畝状遺構

と古代～中世の土坑や溝状遺構を検出している。

　出土遺物は，縄文土器，古墳時代，古代，中世，近世と幅広く出土しているが，基本的には高所

からの流入，転入と判断され，遺構時期を特定できるところまで至っていない。

��������	（第１９～２１図）

　地形の特性から大量の土砂が長年に渡り流れ込み，谷を埋めていったと考えられる。その途中で

何カ所か土砂が滞留する場所に自然堰が形成され，緩斜面を形成したと考えられる。Ⅱ～Ⅳ層につ

いては，谷部全体で確認することができた。なお，急斜面では薄く堆積しているが，緩斜面ではや

や厚くなる傾向が見てとれる。表層は斜面の自然堆積土と流入土が混在して何層にも重なり合って

おり，自然堰の部分では約４ｍを越える部分も見られた。

　表層の中にはＰ２（安永軽石）の層も含まれ，上部には，部分的にＰ１（大正火山灰）も確認さ

れる。Ⅴ層以下については非常に厚く堆積しているため，幅の狭いこの調査区では確認することが

難しく，明らかにすることが出来なかった。
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��������（第２２～３２図）

　谷部での古代～中世と判断できる遺構は，Ⅲｂ～Ⅳ層で溝状遺構が７条，土坑が３７基，中世～近

世の遺構は，Ⅲａ層上面で畝状遺構１群，土坑４基を検出しているが，中には時期不明の大型土坑

も検出している。

�������（第２２～２５，３０，３１図）

　古代～中世の溝状遺構は，谷の傾斜に沿って北側から南側へ向かって形成され，土坑は１ｍ前後

の浅いものが上段側に集中し，下段では並んで検出された。

������（第２２～２４，３０，３１図）

　溝状遺構は，Ⅳ層上面にて上段で２条，下段で５条の計７条が検出された。

������（第２２，３０図）

　Ｇ，Ｈ－１４，１５区のⅣ層上面で，谷部調査区の上段から検出された。西方向から東方向へ直線的

に延びた後，直角に近いＬ字状に屈曲しながら南下するように検出され，屈曲の角度は約１００°で

ある。検出された溝の規模は，平均して長さは，１３．３ｍ，幅３３�，検出面からの深さが１７．５�で，

断面形態は逆台形を呈している。掘り込みの底面に平坦面は見られず，水の流れによりできたと思

われる凸凹が続いている。屈曲部の標高地が最も高く，そこから西方向へ傾斜角５°，南方向へ傾

斜角１０°と地形に沿って流れており，下流側へ向かうほど溝が深くなっている。西方向は調査区外

へと延びており，南方向は途中で消失するため全体像は明らかでないが，さらに谷側の溝状遺構２

へつながる可能性が高い。埋土は黒褐色土が主体であり，流れ込んだと思われる黄褐色土や黄色パ

ミス，小礫などが混在していた。

　�����（第２２，３０図）

　Ｇ－１６区のⅣ層上面で，溝状遺構１の南側から検出された。溝状遺構１の消失した南端の延長線

上に当たることから，連続する遺構ではないかと考えられるが，直線にして約１０ｍ離れていること

から，ここでは別の遺構として取り扱うこととする。検出された溝の規模は，長さは５ｍ，幅４８㎝，

検出面からの深さが１８�で，断面形態は逆台形を呈しており，西側にわずかに傾斜している。傾斜

角約１０°の斜面を流れたと思われ，掘り込みの底面に平坦面は見られず，凸凹が続いている。上流

側，下流側共に消失しており検出されなかったので，延長線上にある溝状遺構１との関係などは不

明である。埋土は溝状遺構１とほぼ同じで，黒褐色土が主体であり，黄褐色土や黄色パミス，小礫

などが混在していた。埋土中より遺物は出土しなかった。

������（第２３，３１図）

　Ｂ～Ｄ－２０～２２区のⅣ層上面で，谷部調査区の下段から検出された。Ｄ－２０区側からＢ－２２区へ

向けて，南北方向へ直線的に延びるように検出され，２１，２２区境では南西方向へわずかに蛇行して

延びている。検出された溝の規模は，長さが３０ｍ，平均して幅４３．３�，検出面からの深さが１５�で，

断面形態は皿状を呈している。谷部調査区の下段のⅣ層上面は，南北方向に全体が傾斜しており，

中心部は少し低くなっている。その低くなった部分に沿うようにして，溝状遺構３が検出されてい

る。やや流れの緩む蛇行部分の幅は約６０�と，上下より広く，深さもわずかに浅くなっている。掘

り込みの底面に平坦面は見られず，溝状遺構１，２と同様に，水の流れによりできたと思われる凸

凹が続いている。溝は傾斜面に沿って南北方向にまだ延びていたと思われるが，北端，南端ともに
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消失していた。埋土は暗褐色土が主体であり，黄色パミス，小礫なども含まれる。

　�����（第２３，３１図）

　Ｂ－２２区のⅣ層上面で，溝状遺構３の南西側へ約１ｍ離れて検出された。溝状遺構３と同じよう

に，Ａ－２３区側へ向けて南北方向へ直線的に延びるように検出されたが，溝状遺構３より約１５°西

よりに流れている。検出された溝の規模は，長さが５ｍ，平均して幅４１．６�，検出面からの深さが

１７�で，断面形態は深皿状を呈している。底面に平坦面は見られず，凸凹が連続している。埋土は

暗褐色土が主体で溝状遺構３とほぼ同じである。北端，南端ともに消失しており，溝の全体像は不

明であるが，溝の延びる方向は谷部調査区の傾斜とほぼ同じである。

　�����（第２３，３１図）

　溝状遺構４の西側約２０�の位置に並んで検出された。流れの方向は南北方向で，検出された溝の

規模は，長さが６．３ｍ，平均して幅４６㎝，検出面からの深さが１３�と長さが１ｍほど長いが，溝状

遺構４とほぼ同規模である。断面形態はレンズ状を呈しており，底面に平坦面は見られない。北端，

南端ともに消失しており溝の全体像は不明である。溝状遺構４と埋土もほぼ同じ暗褐色土であり，

方向，規模も同じであることから，ほぼ同時期に形成された自然流路の可能性も考えられる。

����������	
��������
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　�����（第２３，３１図）

　溝状遺構４と５を，北東から南西方向へ断ち切るように検出された。検出された溝の規模は，長

さが１．６ｍ，平均して幅２５�，検出面からの深さが１８�である。断面形態は逆台形を呈している。

埋土は，黒褐色土に黄色土や小礫が混ざるものの少量である。溝状遺構４，５とは切り合い関係ば

かりではなく，方向や規模，埋土の違いから，異なる時期に形成された溝である。

　�����（第２４，３１図）

　Ｂ～Ｃ－２１～２２区のⅣ層上面で，溝状遺構４～６の西側約３ｍ離れて検出された。溝状遺構

４，５と同じように，南北方向へ直線的に延びるように検出された。検出された溝の規模は，長さ

が９．２ｍ，上流側に当たる北側の平均は幅２４�，検出面からの深さが５�，下流側に当たる南側の

平均は幅５０�，検出面からの深さが６�と南側へ向かうほど幅が広く深さが浅くなっている。断面

形態は全体を通して浅い皿状を呈している。底面に平坦面は見られず，谷部調査区の他の溝状遺構

と同じく凸凹が連続している。埋土は暗褐色土が主体である。

　北端，南端ともに消失しており，溝の全体像は不明であるが，溝の延びる方向は谷部調査区の傾

斜とほぼ同じである。

����（第２５，３０，３１図）

　古代～中世の土坑は，計３７基がⅣ層上面で検出された。埋土は主にⅢ層の黒褐色土が中心であり，

暗褐色土や黄褐色土が混ざるものもある。平面形状の特徴から，大きさ径が１ｍ未満の円形（Ⅰ

類），１ｍ前後の円形（Ⅱ類），楕円形（Ⅲ類），その他の定形（Ⅳ類），不定形なもの（Ⅴ類）に分

けられる。そこで，各調査区の年代ごとの土坑をこの５種類に分類し述べる。さらに深さや断面形

状，埋土などにより細分化されるが，特徴的なものについては個別に取り上げる。

　土坑７～１５は，Ⅰ類の土坑である。土坑７～９はやや浅めのレンズ状であるが，土坑１０～１５は４５

～９０�の深さを持ち，側面の崩落で黄褐色土の混ざるものもある。

　土坑１６～３７は，Ⅱ類の土坑である。土坑１６～２８は径７０～８０�程度のものであり，土坑１７を除いて

浅い皿状を呈し，黒褐色土の中に黄褐色土の小ブロックや炭化物が見られた。土坑２９～３７は径が１

ｍを越えるやや大型で，薄いレンズ状を呈するものが多い。谷部調査区の上段に集中が見られ，重

なりが見られないことからほぼ同時期に使用されたと思われるが，使用目的は不明である。土坑３４

の埋土中より土師器片が出土し図化した。（第３５図２９）

　土坑３８～４０は，Ⅲ類の土坑である。土坑３８，３９は約１．２×０．７ｍの楕円形を呈し，断面形は浅い皿

状である。埋土は黒褐色土を主体とするもので，底面に凸凹が見られる。

　土坑４１は，１０５×９７�の方形を呈したⅣ類の土坑であり，断面形は浅い皿状である。

　土坑４２，４３は，Ⅴ類に当たる不定形の土坑である。土坑４２は，底面の北側に径が約３０�の小ピッ

トを確認した。土坑４３は底面に平坦面を持ち，西隅に径６０�前後の掘り込みが見られた。

　各土坑の計測値については，第２表に示した。

�����（第２５図）

　Ｂ，Ｃ－２１区で検出された。平面径は１９８×８２�の楕円形を呈し，深さは３５�である。断面形は

ボウル状を呈し，底面に平坦面は見られない。埋土は，底面付近が暗褐色土，上位が黒褐色土であ

りやや粘質を持つ。埋土中より数点の礫と土師器片が２点出土し図化した。（第３５図３０，３１）
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①黒褐色土①黒褐色土（白色パミス混） 
②暗褐色土②暗褐色土（白色パミス混） 
③灰③灰白色砂質土色砂質土 

10 ①オリーブ褐色土（白色パミス混） 
　 ②オリーブ褐色土（白色パミス混） 
　 ③オリーブ褐色土（白色パミス混） 
 

①オリーブ褐色土（白色パミス混） 
②オリーブ褐色土（白色パミス混） 
③オリーブ褐色土（白色パミス混） 
 

①黒褐色土（白色パミス混） 
②暗褐色土（白色パミス混） 
③灰白色砂質土 

①オリーブ褐色土 
②褐色土 
③暗褐色土 

①暗オリーブ褐色土＋黒褐色土 
　（黄色パミス混） 
②黄褐色土（黄色パミス混） 

①黒色土 
②黒色土＋黄褐色土 ①黒色土＋黄褐色土 

②黒色土＋黄褐色土 

①黒褐色土 
②明茶褐色土 
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�������（第２６～２９，３２図）

　中世～近世の遺構は，Ⅲａ層上面で畝状遺構１群，土坑４基が検出された。畝状遺構は，平成１３

年度の確認調査において既に存在が判明していたが，谷部の下段側全面に広がっていた。北側の尾

根をひとつ越えた谷で検出された畝状遺構１と形状が同じであった。範囲はさらに南側の調査区外

へ延びていたが，上段では確認することができなかった。

　土坑４４～４６は，畝状遺構を切るように検出され，時期を特定する遺物の出土がなかったため，時

期不明の土坑４７を含めて中世～近世の遺構として取り扱った。

�������（第２６～２８，３２図）

　Ａ～Ｅ－１９～２４区のⅢａ層上面にて，ほぼ全域から畝状遺構が検出された。

　谷部調査区の下段に当たる斜面において，Ⅱ層（文明ボラ）直下の黒色土を掘り込む形で畝間が

残存し，東西方向を基調とした畝間の列が，斜面を下る階段状に規則的に並んで検出されている。

畝の凸部の残存は確認されておらず，文明ボラに覆われることで畝部が押しつぶされ堆積物に押し

流されたと思われる。

　畝間は畝状遺構１と形状が類似し，長さ１～２．３ｍ，幅２１．５�前後，深さ約１５�を基本とする細

長い楕円形を呈す凹みが階段状に配置され，谷底方向へ向かって規則的に並んでいる。一方，この

畝状遺構を断ち切るように直交する溝状の窪地が検出されているが，これについては，その検出状

況及び前後関係から，一時的に発生した自然流路痕と推測され，畝間の長さ，幅，深さともに安定

しない部分も多い。

　埋土のほとんどは文明ボラであるが，一次堆積物ではなく，二次堆積物や細粒な黒色土がブロッ

ク状に混在したり，小規模な堆積を繰り返し交互に堆積したりしている。断面は底面に凸凹を持つ

不定型なものが多く，農耕具痕も想定できるが実証はできていない。

　レベル的に標高の高い東側の列は，水流による影響をあまり受けておらず，長さ２ｍ前後，幅は

約２５�，畝間の中心間隔は８０～９５�と安定している。階段状に並んだ畝間の列は規則的に南へ向

かって延びているが，東端に当たる列はわずかに中央方向へ向きを変えている。反対に影響を受け

やすい西側の列はばらつきが多く長さ０．９ｍ，幅は２０�前後と，東側よりも小さめとなっている。

����（第２９，３２図）

　土坑は計４基検出され，土坑４４～４６は楕円形（Ⅲ類），土坑４７は不定形である。（Ⅴ類）

　�������（第２９図）

　土坑４４～４６は，Ｂ，Ｃ－２３，２４区で畝状遺構２を切るように検出された。いずれもⅢａ層上面で

検出され，埋土は白色パミスや黄色パミスが混在した黒褐色土が主体であり，畝状遺構の埋土とは

異なる。平面径は，平均して３９３×６０．７�の楕円形を呈し，深さは約３１�である。断面形は逆台形

を呈し底面に平坦面を持つ。掘り込み面は検出面よりも上位と推定されるので貯蔵目的と思われる。

　����（第２９図）

　Ｆ－１６区のⅣ層上面で検出された。検出された平面径は４６６×３４０�，深さは約１ｍと大型である。

埋土は黄褐色土が主体であるが，黒色土，暗褐色土，赤橙色土などが混在していた。底面近くで炭

化物が大量に見られ，底面は赤褐色に変色していた。埋土中より数点の土器片が出土したが流れ込

みの可能性も強く，時期不明土坑と判断した。（第３５図３２）
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47 ①黒色土 
　 ②黒褐色土 
　 ③黄褐色土（黄色パミス混） 
　 
　　 焼土跡 
　　 炭化物集中域 
　　 炭化木 
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　黒色を基調としガラス光沢を示す。断口は貝殻状。光を通すタイプ，光を通さない漆黒のタイプ，
光を通し不純物を多量に含むタイプがある。割ったときに鋭利な切片が得られるので，石鏃など石
器の材料として利用される。

���

　微結晶質の石英。同心円状の縞模様がある玉随を「めのう」と呼ぶ。縞の色は青灰色や濃赤色を
基調としている。���

　微晶質の石英より緻密で硬い岩石。非晶質珪酸の殻を持つ放散虫などの遺骸が，微細な砕屑粒子
とともに堆積し，続成作用を受けたもの。色調は灰色と黒色を基調としている。����

　代表的な火山岩で，全体的に黒っぽく見える。斜長石，かんらん石，輝石を含むが，まったく見
えないものもある。ガラスや小さな磁鉄鉱を含むものもある。���

　中性の火山岩で，日本の火山の多くはこの安山岩からできている。基調は灰色と黒色で輝石を多
く含んだものや，表面が風化しているものもある。���

　火山の爆発で飛ばされた火山灰が，陸上だけでなく海底にも堆積し，固まったものである。色調
は灰色を基調としている。���

　地球上で一番多い深成岩で，全体に白っぽく見え，黒雲母がばらまかれたようになっている。ピ
ンク色をしたカリ長石を含むきれいなものもある。���

　堆積岩のひとつで，泥岩が長い間続成作用を受け，数�～１０数�くらいの厚さで地層面に沿って
割れたものである。���

　径２～１／１６�の粒子で構成される砕屑岩。水流の安定している河川では，粘土質粒子の混入が
少ないものができやすい。色調は灰色を基調としている。���

　砂岩と同じく堆積岩の一種である。水流が弱かったり不安定なところでできやすい。色調は灰色
を基調としており，大きめの石英を多量に含んでいる。���

※参考文献　「検索入門　鉱物・岩石」保育社　「学研の図鑑　鉱物・岩石・化石」学習研究社
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　谷部の出土遺物点数は，狩俣遺跡全体の約７％弱にあたる４１９個である。なお，調査区域が急斜

面に立地すること，また斜面上に不安定な流入土が厚く堆積していることなどから，調査の安全確

保のためⅣ層面以下の掘り下げは実施していない。現在の畑地の下には厚い流入土の堆積物が何層

にも重なり合っているが，大部分でⅡ層が残されていた。

　調査の結果，縄文時代晩期，古墳時代，古代～中世，近世の遺物が認められた。出土の主体は古

代の土師器や須恵器であるが，小破片も多く，土器４０点，石器６点を図化した。

������（第３３図１～８）

����（第３３図１～４）

　１は深鉢形土器である。胴部はやや内弯気味に立ち上がり，口縁部は外反する。口縁部には貼り

付けの刻目突帯がめぐる。外面には横方向の粗いヘラケズリによる凹凸がある。内面には横方向の

ナデが施されている。

　２～４は底部片で外面には編布圧痕が残り，内面は丁寧にナデが施されている。２の焼成は比較

的良好である。

����（第３３図５～８）

　５は佐賀県多久産の安山岩，６は頁岩製の打製石鏃である。５は先端が欠損し，基部の抉りは比

較的浅く正三角形を呈する。６はドーム状の形状を呈するもので，基部の抉りは深い。

　７は頁岩を素材とした磨製石斧である。全面を丁寧に研磨し，右側面には表・裏面からの擦り切

り技法による加工痕がみられ，薄くなった後に切断したと判断される。

　８は玉随製の縦長剥片の素材とした石匙で，裏面に主要剥離をそのまま残している。

������（第３４図９～１１）

　９は甕で胴部から底部までが残る。底部はやや外反し端部は丸くおさまる。底部は中空で，脚部

内面の天井部は丸い。体部内外面ともにハケ目状の工具痕，体部と底部の境には指頭圧痕，脚部内

面には爪跡が残る。また，内面にはススが付着している。

　１０は甕の口縁部片でやや外反気味になる。内外面ともにナデが行われている。

　１１は甕の底部片である。端部は外反気味で丸くおさまる。内外面ともにナデが行われている。

����（第３５図１２～４４）

�����（第３５図１２～３３）

　１２～１５は坏の口縁部片で，内外面ともにヨコナデが行われている。１４は復元口径が１４．２�になり，

焼成は良好である。

　１６は坏で底部から口縁部まで残り，口径が１２．２�，器高４．４�，底径６．２�になる。体部と見込み

の境は明確である。底部はヘラ切りの後に調整を行っていると思われる。体部内外面にはヨコナデ

が，内底面には成形時の調整痕が同心円状に残る。焼成は良好である。

　１７～２４は坏の底部片である。復元底径は１７，１９，２０が６．２�，１８が７．０�，２１が５．０�，２４が８．８�

になる。体部内外面はヨコナデが残る。いずれも底部切り離しはヘラ切りである。多くは切り離し

後に底部の調整を行っているが，１８，１９は行われていない。２２，２３は底部切り離しの後，底部の端

の調整が行われておらず，切り離しの際にはみ出した粘土の痕が残っている。
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　２５は の底部片である。高台径は推定７．６�になる。高台は貼り付けられており，外反気味に開

き，端部は丸い。内外面ともにヨコナデが残る。また，高台内も丁寧に調整が行われている。

　２６～３３は甕の破片と思われる。２６は口縁部片で直線的である。焼成は良好で内外面ともに丁寧な

ナデが施されている。２７は外反気味で調整はナデが行われている。２８は溝２出土の頸部片である。

外面はナデ，内面の上方はナデが，下方はヘラケズリが行われて，その境には稜ができている。２９

は土坑１１出土の胴部片である。細片のため器形はわからないが，内外面ともにナデが行われている。

３０は土坑３９出土の頸部片である。外面には籾痕と考えられる凹みがある。外面にはヘラケズリ，内

面は比較的丁寧なナデが行われている。３１は土坑３９出土の胴部片である。内面は大部分が削れてい

る。内面は丁寧なナデが行われている。３２は土坑２出土の胴部片で，外面はナデ，内面はヘラケズ

リが行われている。３３は胴部から頸部の破片である。胴部から口縁部へ向けて頸部が強く外反

する。頸部の内面は稜を持たない。内外面ともに丁寧なナデが行われ，焼成は良好である。

��������（第３５図３４～３８）

　３４～３８は黒色土器Ａ類の破片で，外面はヨコナデ，内面はミガキが行われている。３４～３６は口縁

����������	
��
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部片で，３６は復元口径１１．８�になる。

　３７は体部下半の破片で器種はわからない。他に比べ外面の色は赤味が強い。

　３８は の底部片である。高台が貼り付けられていたようだが剥がれている。

������（第３５図３９）

　３９は黒色土器Ａ類の体部片で外面に墨書がある。小破片で文字は判読できない。外面はヨコナデ

が，内面はミガキが行われている。

�����（第３５図４０～４２）

　４０は壺の肩部の破片である。肩部に頸部が貼り付けられていたようだが剥がれている。外面には

自然釉がかかり格子目タタキが残る。内面には同心円状の当て具痕が残る。頸部が剥がれた部分に

も叩き目の痕が残っている。

　４１は溝２出土の体部片である。外面は丸みを帯び，器壁は薄い。

　４２は壺もしくは甕の胴部片である。外面に格子目タタキが，内面には平行文当て具痕が残る。

������（第３５図４３，４４）

　４３，４４は軽石製品の破片である。

　４３は平坦な面が一面のみ残存する。残存面はやや赤く変色しており，火を受けた可能性がある。

　４４は全面に加工が確認され，比較的平坦に加工された面とケズリをそのまま残した凹凸で構成さ

れている。なお，ケズリの幅は２�程度である。

����（第３５図４５，４６）

　４５は の口縁部片である。焼成は良好で外面には黒色の釉がかけられている。口縁部付近でわず

かであるが稜を持つ。全体の形はわからないが，天目のような器形になると思われる。

　４６は磁器の碗もしくは皿の体部片である。釉色は灰色がかっている。文様は２条の圏線とその中

に５本の線で松のような文様が描かれている。

���������	
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１６Ｔ一括ⅩⅦ金雲母○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄褐条痕→ナデ口縁刻目突帯

条痕→ナデ－－－口縁部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＧ－１７１

��
ⅩⅦ赤色粒

細砂○○○にぶい
黄橙褐ナデ条痕－－－底部－縄文土器

（晩期）ⅣａＨ－１５２

ⅩⅦ赤色粒
細砂○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐ナデ条痕－－－底部－縄文土器

（晩期）ⅣａＦ－１６３

１６Ｔ一括ⅩⅦ○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ条痕－－－底部－縄文土器

（晩期）ⅢｂＧ－１７４

スス付着赤色粒○○○暗灰黄にぶい
黄橙工具ナデ指圧痕

工具ナデ－９．０－胴部～
底部甕古墳土器Ⅳ

Ⅳａ
Ｆ－１６
Ｇ－１６９

�� 赤色粒○○橙にぶい
橙ナデナデ－－－口縁部甕古墳土器ⅢａＨ－１４１０

○○明黄褐明黄褐ナデナデ－９．６－底部甕古墳土器ⅢａＨ－１４１１

赤色粒
細砂○橙明橙ヨコナデヨコナデ－－－口縁部坏土師器ⅢｂＤ－２０１２

��

細砂○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－－口縁部坏土師器ⅢｂＤ－２１１３

赤色粒
細砂○橙橙ナデヨコナデ－－１４．２口縁部坏土師器ⅢｂＥ－１７１４

細砂○にぶい
黄褐灰黄褐ヨコナデヨコナデ－－－口縁部坏土師器ⅢｂＢ－２３１５

赤色粒
細砂○○浅黄橙にぶい

黄橙ナデナデ４．４６．２１２．２口縁部
～底部坏土師器ⅢｂＤ－２１１６

赤色粒
細砂○橙橙ナデナデ－６．２－底部坏土師器ⅢｂＣ－２０１７

○浅黄橙橙ナデヘラケズリ
ナデ－７．０－底部坏土師器ⅢｂＣ－２１１８

赤色粒
細砂○明褐明褐ナデヨコナデ－６．２－底部坏土師器ⅢａＤ－２０１９

赤色粒
細砂○にぶい

橙
にぶい
橙ナデナデ－７．２－底部坏土師器ⅢｂＢ－２３２０

赤色粒・
細砂小石○○橙橙ナデナデ－５．０－底部坏土師器ⅢｂＥ－１７２１

やや
精良橙にぶい

橙ナデナデ－３．２－底部坏土師器ⅢｂＤ－２０２２

赤色粒○橙橙ナデヨコナデ－７．６－底部坏土師器ⅢｂＣ－２１２３

赤色粒
細砂○○橙橙ナデナデ－８．８－底部坏土師器ⅢｂＣ－２１２４

赤色粒・
細砂小石○浅黄橙浅黄橙ナデヨコナデ－７．６－底部 土師器ⅢｂＣ－２１２５

赤色粒・
細砂小石○○にぶい

褐褐ナデナデ－－－口縁部甕土師器ⅢｂＣ－２１２６

赤色粒○○橙にぶい
橙ヨコナデナデ－－－口縁部甕土師器ⅢａＧ－１６２７

溝７細砂○○明赤褐明赤褐ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＢ－２１２８

土坑３４細砂○○明赤褐明赤褐ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅦＧ－１４２９

土坑４０細砂○○○にぶい
橙褐灰ナデヨコキザミ－－－胴部甕土師器ⅢｂＢ－２１３０

土坑４０細砂○○橙橙ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＢ－２１３１

土坑４１細砂
小石○○○橙橙ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＦ－１６３２

小石○○灰褐暗褐ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＤ－２１３３

細砂○黒褐灰黄褐ミガキナデ－－－口縁部－内黒土師器ⅢｂＢ－２４３４

細砂
小石○黒褐にぶい

黄橙ナデナデ－－－口縁部－内黒土師器ⅢｂＢ－２３３５

細砂○黒褐にぶい
黄橙ナデナデ－－１１．８口縁部皿内黒土師器ⅢｂＡ－２３３６

○褐灰橙ミガキヨコナデ－－－胴部－内黒土師器ⅢａＣ－２１
Ｄ－２１３７

赤色粒
細砂○黒褐にぶい

黄橙ナデヨコナデ－４．５－胴部 高台付土師
器Ⅲｂ斜面

中段３８

細砂○黒褐にぶい
橙ミガキヨコナデ－－－胴部－内黒土師器

・墨書土器ⅢｂＡ－２３３９

細砂○灰にぶい
褐タタキ痕自然釉－－－胴部甕須恵器ⅢｂＧ－１６４０

溝７密緑灰緑灰ナデナデ－－－胴部皿須恵器ⅢｂＢ－２２４１

細砂○灰灰タタキ痕タタキ痕－－－胴部甕須恵器ⅡｂＢ－２２４２

密黒褐黒褐ナデヨコナデ－－１２．４口縁部 陶器表採中上段４５

○灰灰施釉
草花文施釉－－－胴部皿磁器表採中上段４６
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１．１５０．３２．１２．３頁岩ⅢｂＥ－２０石鏃５

��
１．２６０．３１．６２．４チャートⅢｂＥ－１７石鏃６

４８．３７０．８４．３８．１ホルンフェルスⅣａＦ－１６磨製石斧７

５．７７０．５２．３４．９チャートⅢｂＧ－１４石匙８

１２０．００５．１６．４１４．１－ⅢｂＤ－２１軽石製品４３
��

２８．４０３７６．５－ⅢｂＤ－２１軽石製品４４
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��������	（第３７図）

　北部の調査は，平成１８年５～９月に調査を行った。

　北部調査区は本遺跡北部に位置し，主体となる台地に当たる部分である。海抜高は約２７０ｍの台

地であるが，東側，西側とも大きく開析され，高低差約４０ｍの谷に挟まれた尾根状になっている。

中央部調査区とは野首状につながっており，高低差約５ｍ程の小高い台地となっている。調査区の

面積は３，３２０�で，南北約１２０ｍ，東西約７０ｍのゆがんだ菱形を呈している。

　平成１３年度の確認調査では，市道を挟み西側に３ヶ所，東側に４ヶ所トレンチを設定し調査を

行った。しかし，その後の計画変更により東側の２ヶ所（８，２５Ｔ）のみが工事対象地となり，そ

の他のトレンチ部分は工事対象地から除外された。

　確認調査では，縄文時代早期，晩期の遺物包含層の存在が確認されているので，北部調査区の現

市道部分を挟んで西側，東側に分けて本調査を行った。現市道は大きく掘削して作られており，部

分的に包含層が残っている状態であるが，遺構の広がりなどを考慮しながら調査を進めた。

　北部西側は，市道に沿って約７０ｍ，最大幅約２０ｍほどの細長い調査区となった。上段は削平を受

け表土下がⅣ～Ⅶ層であったが，下段側は谷部方向へ向かっての斜面となっており，遺物包含層が

良好に残されていた。斜面のⅡ層直下より畝状遺構を検出した。平成１３年度の確認調査で検出した

畝状遺構とはやや離れているが，形状や埋土など同じ特徴を持ったものであった。その他にも，古

道や溝状遺構，土坑，縄文時代早期の集石などが発見された。

　北部東側では，表土下よりほぼ全域にⅡ～Ⅳ層が混在した埋土を持つ畝状遺構が検出された。ま

た，市道に沿うような位置で数条の古道が見つかり，溝状遺構，土坑，縄文時代早期の集石なども

発見された。

　出土遺物は，Ⅱ，Ⅲ層がほとんど削平されているため，中世～近世の遺物は見られなかった。縄

文時代早期の包含層から前平式土器や石坂式土器などの土器や石鏃，スクレイパーなどの石器が多

数出土した。また，縄文時代前期，後期の土器，縄文時代晩期の石器も出土したが，数量的には多

くない。古代については，削平の影響を受けていると考えられ，東側調査区よりわずかに出土した。

��������	（第３８，３９図）

　市道を挟んで西側では，上段側は圃場整備により大きく削平され，表土下よりⅣ～Ⅶ層が露出し

ている状態である。谷部へ向けての斜面となっている下段側は，地形の特性から大量の土砂が長年

に渡り流れ込み，谷を埋めていったと考えられ，表土（現耕作面）の下からⅡ層までは自然堆積土

と流入土が混在して何層にも重なり合い，谷方向へ向かうほど層は厚くなっているが，土砂が滞留

する場所に緩斜面が形成されている。なお，厚い表土下のⅡ層以下は良好に残存している。

　東側では表土下がほぼⅣ層であり，緩やかに下る台地の縁辺部にⅡ，Ⅲ層がわずかに残っている。

Ⅴ層以下については下層確認の結果，樹痕による撹乱が多少見られるが良好に残されており，表土

下約１．５～２ｍがⅨ層上面にあたる。
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��������（第４０～５７図）

　北部の検出遺構は以下の通りである。

　縄文時代の遺構は，集石が４基，土坑４８基検出された。土坑は埋土に御池火山灰を含むものを，

縄文時代後～晩期のものと判断した。

　古代～中世の遺構は，Ⅳ層上面で古道が１０条，溝状遺構が６条，土坑が２５基検出された。大部分

が県道より東側の調査区より検出された。

　中世～近世の遺構は，Ⅲ層より畝状遺構２群，土坑３９基が検出された。東側の畝状遺構は，掘り

込みの方向が異なる部分も含まれるが，埋土や形状などの特徴が同じであることから同じ一群とし

て取り扱った。

������（第４０～４４図）

　縄文時代の遺構は，Ⅷ層上面より集石が４基，Ⅳ～Ⅴ層上面より土坑２８基検出された。集石は縄

文時代早期のものであるが，Ⅶ層直下のものと，Ⅷ層のものに分かれることから時代差がある。

������（第４０～４２，４４図）

　狩俣遺跡全体から検出された集石遺構は，確認調査のものも含めて２５基である。北部の４基を除

いて，ほとんどが中央部調査区からの検出であり，縄文時代早期の遺物出土分布とほぼ同じである。

台地部の未調査部分も多く，谷部，南部調査区では，急傾斜のため縄文時代の調査ができなかった

ことを考えると，狩俣遺跡全体の集石の総数はまだ増える可能性がある。

　集石遺構は，割と狭い範囲に集中度が強いものと，比較的広い範囲に散在しているもの，どちら

も兼ね備えたものとに大きく分けられる。また，下面に掘り込みを持つものと，持たないものにも

分かれる。

　以下，本遺跡北側から南側へ向かって記述していく。（確認調査分についてはＰ２０，２２参照）な

お，各集石の規模，炭化物や掘り込みの有無，礫総数，石材については，第１０表，重量組成につい

ては第１１表に示した。

　����（第４０，４４図）

　Ｆ－５区で検出された。礫総数は２４個と少ないが，３×１ｍ程の範囲内に礫の分布が限定できる

ことから集石と認定した。なお，若干集中傾向を見せる部分と，散在した部分で構成される。集中

部分の礫は，径１５�前後，重さ約１５０ｇの火熱を受けた破砕礫で構成するが，その周辺からは炭化

物や掘り込みは確認していない。

　石材は大部分が安山岩である。密集部から南側の緩やかな傾斜に沿って小礫が散在していること

から，廃棄された集石遺構と判断される。

　����（第４１，４４図）

　Ｆ－６区，集石３号の南東約５ｍ離れた斜面上で検出された。３×１．３ｍの範囲内に，大きさ径

５～１０�の火熱を受けた破砕礫が，斜面に沿って散在した状態で検出された。本体となるべき礫の

集中は見られなかった。

　３号はⅧ層上面，Ⅶ層との境目で検出され，４号はⅧ層中からの検出であることから，集石４号

が古くなると判断できる。集石４号は，西側調査区の調査対象外地域との境目付近で隣接して検出

された。礫総数は１４個と少ないが，西側の調査区外へ広がる可能性があり，集石本体が未調査部分
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に存在することも考えられる。検出された集石の範囲内に炭化物や掘り込みは認められなかった。

　����（第４２，４４図）

　市道を挟んで東側調査区に当たるＩ－６区で検出された。１００×８０�の範囲内に礫のまとまりが

見られ，礫数は８個である。北側，南側が斜面になる尾根上の微高地で検出されている。礫数は少

ないが，周辺の斜面には礫の散在が見られるため，集石の礫が多数斜面に流失したと考えられる。

礫は，径５～１６�前後，重さ５０～５００ｇの角礫であり，石材は大部分が安山岩である。火熱を受け

たと思われる破砕はあまり見られないが，赤化が見られた。下部に炭化物や掘り込みは認められな

かった。

�����（第４２，４４図）

　Ｊ－８区，集石５号の南東約２４ｍ離れた地点で検出された。南側約３ｍ先には急斜面が迫ってお

り，台地の縁辺部に当たる４９×４９�の範囲内に，大きさ径１０�前後の拳大の角礫がまとまって検出

された。礫数は５個と少なく，重量３００ｇ程度とほぼ同程度の礫で構成されていた。石材は安山岩

と花崗岩であり，火熱を受けたと思われ，部分的に破損が認められた。検出された集石の範囲内に

炭化物や掘り込みは認められなかった。

���������	
�������



－７２－

����（第４３，４４図）

　縄文時代の土坑は計２８基検出された。全てⅣ層での検出であるため，縄文時代後～晩期の土坑で

あると推定される。埋土はⅣ層黄色パミスの少し混じる暗褐色土が主体である。

　土坑４８～７０は平面径５０�前後の円形（Ⅰ類），土坑７１は平面径約１ｍの円形（Ⅱ類），土坑７２～７４

は平面形が楕円形（Ⅲ類）を呈するものであり，土坑７５は不定形（Ⅴ類）である。

　土坑４８～７０はⅠ類の土坑であり，平面径の平均は２８．５×２４．０�であり，ほぼ円形を呈する。土坑

４８～５９はⅠ類の中でも浅めのもので，深さ１４～３９�である。断面形状はＵ字型またはボウル状を呈

するものが大部分を占める。土坑６０～７０はⅠ類の中でもやや深めのもので，深さ２９～５７�である。

断面形状は長方形またはＵ字型を呈するものが多い。埋土中に御池カルデラを起源とする黄色パミ

スが混在しており，内壁の崩落と思われる赤褐色土の小ブロックも見られる。

���������	
���������
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　土坑７２～７４はⅢ類で，平面形の長径×短径の平均は９３．６×３９．６�，深さ１７～１９�であり断面形状

は皿状を呈する。土坑７４の埋土中に黄色パミスのブロックや炭化物が確認された。

�����（第４３図）

　Ｇ－８区のⅣ層で検出された。検出された平面径は４５×３８�，深さは３９�である。断面形状はか

まぼこ型を呈する。平坦面を持つ底部付近から炭化木が出土した。残存状況が良く，３３×１７�，厚

さ５�のしっかりとした木片である。埋土は黄色パミスの混ざった暗褐色土が主体であるが，中心

部は粘質の強い炭化物の集中した黒灰色土が堆積していた。樹種は不明であるが，放射性炭素年代

測定の結果は２，９００±３０という測定結果を得ている。

�����（第４３図）

　Ｊ－８区のⅣ層で検出された。検出された平面径は７６×７２�，深さは１．３ｍである。断面形状は

検出面近くがやや広がる長方形を呈する。周辺に同形状の土坑は見られない。

　����（第４３図）

　Ｆ－７，８区，台地の縁辺部のⅣ層で検出された。平面径は不定形であり，深さは３９�である。

断面形状はレンズ状を呈し，下位はパミスを含む黄褐色土が強く，上位は黒褐色土が中心である。

①黒灰色土（白色パミス混） 
②暗褐色土（白色パミス混） 
　炭化物集中域 

①黒褐色土 
　（黄色パミス混） 
②黒褐色土＋黄褐色土 
　（黄色パミス混） 
③黄褐色土 

①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
②①より明るいオリーブ褐色土 
③緑がかった茶褐色土（黄色パミス混） 
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�������（第４５～４９，５６図）

　古代～中世の遺構は，Ⅳ層上面で古道が８条，溝状遺構が２条，土坑１８基が検出された。埋土は

Ⅲａ層が主体であるが，遺構内遺物が少なく中世の可能性を残すことから，古代～中世の遺構とし

て取り扱った。北部の西調査区では，斜面の一部を削りながら平坦地を確保して整備していた。東

調査区では，現市道に沿って古道や溝状遺構が数条検出された。古代から人の往来する通路は，ほ

ぼ同じで変わらないことが判明した。

����（第４５～４８，５６図）

　古代～中世の古道を８条検出している。

����（第４５図）

　Ｇ－７，８区で，Ⅳ層上面で検出された。ほぼ東西方向に向かって直線的に延び，斜面を斜め方

向に上がっていくように硬化面が残存していた。検出された硬化面の長さは４．４ｍ，幅４６～６８�で，

暗茶褐色土に黒色土が混在している。表面は硬く締まっているが，下位は砂質が強い。東側方向へ

は延びているが，市道により切られているため全体像は不明である。

����（第４５図）

　Ｆ－６，７区のⅣ層上面，古道１から西に約９ｍ離れた位置で，ほぼ東西方向に向かって緩く蛇

行をしながら硬化面が検出された。東端は消失しているが，西側方向は調査区外へ延びている。検

出された硬化面の長さは５．１ｍ，幅３８～６０�で，暗茶褐色土に黒色土が混在し，表面は硬く締まっ

ているが，下位は砂質が強い。古道１と同様に，斜面を斜め方向に上がっていくように硬化面が残

存しており，特徴が類似する。また，方向も延長線方向にあり同じ古道の可能性も考えられるが，

途中が消失しているので全体像は不明である。

　���（第４６図）

　Ｉ，Ｊ－８，９区で，Ⅳ層上面で検出された。やや緩やかに孤を描きながら延び，Ｉ－８区から

Ｊ－９区方向へ斜面を下るように硬化面が残存していた。西端は溝状遺構１２に切られており，東端

は調査区外へと延びている。検出された硬化面の長さは５．２ｍ，幅４５�程度で，黒褐色土が硬く締

まっており，表面に黒色土が残っていた。

����（第４６図）

　Ｉ，Ｊ－８，９区，古道３から北側へ約４ｍ離れて，ほぼ同一方向に向かって硬化面が検出され

た。やや緩やかに孤を描きながら延び，Ｊ－１０区方向へ下るように続いている。古道３と同じよう

に，西端は溝状遺構１２に切られており，東端は調査区外へと延びている。検出された硬化面の長さ

１４．４ｍ，幅３０～６０�である。硬化面除去後に底面から浅い皿状の凹みが連続して見られた。この小

ピットは，平面径約４４�，深さ約４�のほぼ円形を呈し，鉄分の沈着により赤褐色に変色した土が

硬く締まっていた。

　���（第４６図）

　Ｉ，Ｊ－９区で，古道３，４とほぼ同じ方向であるが，少し東側に向かって硬化面が検出された。

東端はＫ－９区方向へ直線的に下りながら消失している。西端は古道３，４と同じように溝状遺構

１２に切られているが，古道４の下位に重なり合っていることから古道４よりも古い。検出された硬

化面の長さは１１．８ｍ，幅２２～４５�である。古道３～５は検出面がほぼ同じであり，方向も同じで重
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なり合うように見つかっていることから，時間差の少ない同時期の古道と思われる。

����（第４７図）

　Ｊ，Ｋ－９，１０区で，古道４を延長するように検出された。Ｋ－１区方向へ直線的に延び，東端

は消失している。検出された硬化面の長さは７．８ｍ，幅４４�程度で，黒褐色土が硬く締まっており，

表面に細粒な黒色土や赤褐色の土が僅かに残る。西端は重なり合っており，古道４より古い古道で

あるが方向や特徴が似ており，台地上を直進する方向と谷へ向かって下っていく方向の分かれ道と

して一定期間使われていた可能性がある。

����（第４７図）

　Ｋ－１０区，古道６から北側へ約４ｍ離れて，ほぼ同一方向に向かって硬化面が検出された。直線

的な硬化面が，Ｌ－１１区方向へ続いている。古道８と交差しており，古道８により一部切られてい

る。両端とも消失しており，全体像は不明であるが，古道６と同じように黒褐色土が硬く締まって

おり，方向も同じであるので，あまり時間差のない同時期の古道であると思われる。検出された硬

①黒色土＋暗茶褐色土（白色パミス混） 
②茶褐色土（白色パミス混） 

①暗茶褐色土（白色パミス混） 
②茶褐色土（砂質） 
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①黒色土 
②硬化面 

①黒色土 
②黒褐色土 
③硬化面 

①硬化面 
②オリーブ褐色土 
③褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 
③硬化面 

①硬化面 
②黒褐色土 
③黄褐色土 

①黒褐色土 
②硬化面 
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化面の長さは３．５ｍ，幅は約４４�である。

����（第４７図）

　Ｋ－９，１０区で，斜面を垂直に下るようにほぼ南北方向に検出された。北側は明確でないが，南

側は調査区外へと延びている。これまでの古道３～７までが谷への斜面を廻るように緩やかに下っ

ているのに対して，古道８はまっすぐに下っている。北端と南側のレベル差は，約４０�である。検

出された硬化面の長さは６．８ｍ，幅は約５２�であり非常に硬く締まっている。暗褐色土と黒色土が

混ざる表面には，砂質のある黒色土が残っていた。古道７と交差しており，一部切っていることか

ら，古道７よりも新しい古道であると位置づけられる。

������（第４８，５６図）

　古代～中世の溝状遺構を３条検出している。

　�����（第４８図）

　Ｉ－５，６区で略東西方向に検出された。埋土は暗黄色土が主体であり，黒褐色土や黄色パミス

も見られた。検出された長さは１４ｍ，幅は５４～１２０�，深さ約２７�であり，やや蛇行しながら南西

方向から北東方向へ緩やかに傾斜しながら延びている。北東側は途中で消失しているため全体像が

明確ではないが，北側の谷へ向かって続いていたと推定される。断面形態は，南西側が浅い皿状，

北東側がボウル状を呈し，底面付近に炭化物が見られた。底面に平坦面を持つが，凸凹が多く見ら

①黒色土 
②黄褐色土 

①黒色土 
②黄褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 
③暗褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 

①黒色土 
②黒褐色土 
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れる。凹みに黄色パミスが堆積している部分

も確認された。

　埋土より土師器片が出土し図化した。（第

６５図１４４）

　�����（第４８図）

　Ｉ－５，６区，溝状遺構８に重なるように

検出された。埋土は黒褐色土が主体であり，

暗黄褐色土や炭化物も含んでいた。両端は消

失しており全体形は不明であるが，方向は略

南北方向であり，北側の谷へ向かって流れて

いたと推測される。溝の切り合い関係により，

溝状遺構８より新しいものである。検出され

た長さは２ｍ，幅は３０～５０�，深さ約２８�で

あり，断面形状はレンズ状を呈している。

　������（第５１図）

　Ｉ，Ｊ－８，９区で北西－南東方向に検出

され，北西側の台地上から南西側の斜面へ向

かって，緩やかにカーブを描きながら谷へと

向かって延びていた。埋土は黒色土が主体で

あり，わずかに黄褐色土や黄色パミスが混在

していた。検出された長さは１３ｍ，幅は２６～

４２�，深さ約４�であり，断面形状はレンズ

状を呈し，底面に平坦面や硬化面などは確認

されず凸凹が多い。埋土中より遺物は出土し

なかった。

����（第４９，５６図）

　古代～中世の土坑は，計１８基が検出された。

すべてⅣ層での検出であり，埋土はⅢａ層の

黒色土の単一層に黄色土の小ブロックがわず

かに混じるものが多い。土坑７６～８９は平面径

３０�前後の円形（Ⅰ類）を呈するもので，深

さが浅いものと深いものに分けられる。土坑

９０～９３は，平面形が楕円形（Ⅲ類）を呈する

ものである。集中は見られないが，市道を挟

んで西側調査区での検出が多い。

　土坑７６～８９はⅠ類の土坑であり，平面径の

平均は２８×２４．５�で，ほぼ円形を呈する。Ⅰ

①黄褐色土（黄色パミス含む） 
②暗茶褐色土 
③オリーブ褐色土＋黄褐色のブロック 

①黄褐色土（黄色パミス含む） 
②オリーブ褐色土 

���������	
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類の中でも土坑７６～８４は浅めのものであり，深さ１４～４２�，土坑８５～８９はやや深めのもので深さ４２

～５８�である。土坑７６の断面形状は逆台形を呈すが，その他はＵ字型を呈するものが大部分を占め

る。土坑８３，８５は途中に段を持つ。

　�������（第４９図）

　Ｆ，Ｇ－８区のⅣ層で近接して検出された。いずれも楕円形を呈した土坑であり，埋土は，掘り

込まれた際に混入したと思われる黄褐色土の小ブロックがわずかに見られるが，ほぼ黒色土の単一

層である。

　土坑９０の平面径は２４５×７９�，深さは１６�，土坑９１の平面径は３１９×６５�，深さは３３�で，どちら

も断面形状は皿状を呈し，古道１０の下位から検出されている。

　土坑９２，９３は段差に沿うように配置されている。土坑９２の平面径は３７１×４８�，深さは３７�で，

断面形状は深皿状を呈すが底面は地形に合わせて東側が下がっている。土坑９３の平面径は２０３×７０

�，深さは４１�で，断面形状は皿状を呈す。どちらも段差を延長するように掘られているため斜面

の縁辺部から底面までの深さは約８０�である。溝状遺構１１，古道１０の下位から検出されている。遺

構の前後関係，埋土状況などから，古代の貯蔵穴であると判断した。

���������	
����
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�������（第５０～５７図）

　中世～近世の遺構は，Ⅲ～Ⅳ層上面で古道が２条，溝状遺構が３条，土坑３３基が検出された。埋

土は安永ボラや文明ボラを含む黒色土が主体であるが，遺構内遺物が少なく明確にできないものも

含まれることから，中世～近世の遺構として取り扱った。

　北部の西調査区では，斜面の一部を削りながら谷底へ向けての道を整備していた。東調査区では，

現市道に沿って，古代の溝状遺構に平行した中世の溝状遺構が並んで検出された。この溝状遺構は

古道としても使われ，斜面へ下るように延びていた。

����（第５０，５７図）

　中世～近世の古道は，西側調査区にて２条検出している。

　���（第５０図）

　Ｆ，Ｇ－８区で，南側へ向かって下る斜面の一部を削平し，平坦面を造成した後のⅣ層上面にて

検出された。南西－北東方向に向かって直線的に延び，斜面を横切るようにして硬化面が残存して

いた。削平後のためレベル差は少なく，ほぼ平坦な古道である。検出された硬化面の長さは７．９ｍ，

幅３８～７０�で，表面は黄色ブロックの混じった黒褐色土に白色パミスが混在していた。２～４�の

硬化面の下位には砂質の強い黒褐色土が存在していた。東端は消失し西側は調査区外へ延びる。

　����（第５０図）

　Ｅ～Ｇ－８，９区，古道９北側に約１～１．５ｍ離れ，ほぼ平行するように並んで検出された。検

出された硬化面は，西側調査区境から北西へ向かって，削平によってできた段差に沿ってやや北側

へ膨らみながら直線的に延びている。Ａ－８区付近で南東方向へ約５０°屈曲し，南側の谷へ向かっ

て下っていく。Ｇ－８区部分は高低差約３０�以上の下り道となっている。検出された長さは１７．６ｍ，

幅３８～７０�で古道９よりやや幅広である。表面は白色パミスや黄褐色土混じりの黒褐色土が主体で

あり，硬く締まっているが下位は砂質が強い。古道９との前後関係は不明であるがほぼ同時期のも

のと推定され，Ｆ－８区では溝状遺構１１と平行しているが，Ｇ－８区に入ると上位に硬化面が位置

しているので，溝状遺構１１より新しい古道である。

������（第５０～５２，５７図）

　中世～近世の溝状遺構は，西側調査区で１条，東側調査区で２条の計３条検出している。

�������（第５０図）

　Ｅ～Ｇ－８，９区，古道１０の北側にほぼ平行するように並んで検出された。削平によってできた

段差に沿って南側の谷へ向かって下っていくが，古道１０と重なりが見られ，硬化面の下位を流れ

下っていくように検出された。検出された長さは１７．５ｍ，幅３２～７０�で斜面部分が幅広である。深

さと断面形状は，直線部分が約１６�の浅い皿状を呈し，斜面部分が約３８�の逆台形である。埋土は

黄色土ブロック混じりの砂質の強い黒色土で，埋土中より遺物は確認されなかった。Ｆ，Ｇ－８区

で検出された古代の土坑９０～９３の上位に掘られており，斜面の削平によって作られた平坦面は，当

初は畠作目的であったと思われるが，その後道路としての役割が大きくなったと推測される。

　������（第５１図）

　Ｇ～Ｊ－５～９区，溝状遺構１０の東側にほぼ平行するように並んで検出された。Ｇ～Ｉ－５～７

区付近は，北西から南東方向へ緩やかに下りながらほぼ直線的に延びており，Ｊ－８，９区付近か
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らは溝状遺構１０と同じように，曲りながら急斜面の谷へと下っていくように検出された。検出され

た長さは４３ｍ，幅４０�～１ｍで斜面へ向かって幅広になる。埋土のほとんどは黄色パミス（文明ボ

ラ）が主体であり，黒色土も部分的に混じっているが，大量のボラによって埋め尽くされていた。

表面には粒子の細かい黄色パミスと黒色土が確認されたが，埋土中はボラの粒子が細かい部分と大

きい部分が混在し，黒色土も混じり方にムラがあることから，流れ込んだ後に激しく動いていると

思われる。その後の削平や畝状遺構４により切られた部分も多く，東端から約２０ｍは上位が削平さ

れ，畝状遺構４の畝間部分によって底面下まで切られ消失していた。わずかに文明ボラを埋土とす

る溝の底面付近が残されていた。そこから約１０ｍは，上位は切られている部分が多いが，底面付近

は全て残されていた。深さと断面形状は，台地上の直線部分は検出面からの深さが約２４�の浅い皿

状を呈し，斜面部分が約９８�の逆台形である。斜面を下るに従って深くなる傾向にある。

①黒褐色土 
②黒褐色土＋黄褐色土 

①黒褐色土＋黄色ブロック（硬化面） 
②黒褐色土（砂質） 

古道９　①黄褐色土＋黒褐色土 
　　　　②黒褐色土 
古道１０　①黒褐色土 
　　　　②黒色土＋黄褐色土 

古道９　①黄褐色土＋黒褐色土（硬化面） 
　　　　②黒褐色土（砂質） 
古道１０　①黒褐色土＋白色パミス（硬化面） 
　　　　②黒褐色土（砂質） 

古道９　①黒褐色土＋黄色ブロック少混 
　　　　　（白色ボラ混） 
古道１０　①黒褐色土＋黄色ブロック少混 
　　　　　（白色ボラ混） 
　　　　②黄褐色土＋黒褐色土（粘性） 

①黄褐色土＋黒褐色土 
②黒褐色土（硬化面） 
③黄褐色土 

①黒褐色土＋黄色ブロック少混 
　（白色ボラ混） 
②黄褐色土＋黄色ボラ 
③黄褐色土＋黒褐色土（砂質） 
④黒褐色土＋黄色ブロック少混 
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①黒色土 
②黒色土＋暗褐色土 
　（黄色パミス混） 

①黒色土 
②黄色土＋暗褐色土 
　（黄色パミス混） 

①黒色土 
②黄色土＋暗褐色土 
　（黄色パミス混） 

①黒褐色土（赤褐色土含む） 
②黄色土＋暗褐色土（黄色パミス混） 

①文明ボラ（粒子が細かい） 
②文明ボラ（粒子が大きい） 
③黒褐色土 
④黄褐色土 
⑤黒褐色土 

①文明ボラ 
②オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
③赤褐色土 

①黒色土（白色パミス混） 
②黒褐色土（黄色パミス混） 
③黄色パミス（細かい粒） 
④黄色パミス（大きい粒） 
⑤オリーブ褐色土（硬化面） 
⑥明茶褐色土（黄色パミス少々混） 

①黄褐色土（赤褐色の硬化面点在） 
②オリーブ褐色土（黄色パミス混） 

①文明ボラ（５mm～１cmの粒） 
②文明ボラ（１cm～３cmの粒） 
③灰褐色土（硬化面） 
④黒褐色土 

①黒色土 
②黄色土＋暗褐色土 ①黒色土 

②オリーブ褐色土（白色パミス混） 
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　古道としても使われていたと思われ，埋土下面の平坦部に硬化面を確認した。特に斜面部では硬

化面が階段状に検出され，段ごとに赤褐色をした波板状の凹みがあり，谷へ下る通路として利用さ

れていたと推測される。波板状の凹みは３４×２６�の円形を呈し，深さ約５�の浅いレンズ状である。

　������（第５２図）

　Ｈ，Ｉ－６区で，略東西方向に溝状遺構１２や畝状遺構４の一部を切るように検出された。市道側

からほぼ直線状にＪ－６区方向へ延びている。検出された長さは１０．４ｍ，幅１．６～２．３ｍで，狩俣遺

跡では最も広い溝状遺構である。深さは約２５�と幅の割に深さは無く，薄いレンズ状を呈している。

埋土は白色パミスを多く含む黒褐色土で，底面付近には，造成の際生じたと思われる黄色土の小ブ

ロックが混じり，一部にマンガンの鉄分の沈着による赤褐色の変色が見られた。中世の包含層がや

や下り始めるＪ－６区より東側では検出されなかったことから，近世以降のものと推測される。

������（第５３，５４，５７図）

　中世～近世の畝状遺構は，西側調査区で１群，東側調査区で１群の計２群検出している。

������（第５３図）

　Ｆ，Ｇ－６～８区のⅢａ層上面にて，畝状遺構が検出された。北部の市道を挟んで西側に当たる

斜面において，北東－南西方向を基調とした畝間の列が，黒色土または暗褐色土を掘り込む形で残

存し，斜面を下る階段状に規則的に並ぶ。掘り込み面は自然地形を一部削平しながら作った平坦面

であり，上面にはⅡ層混じりの黒褐色土が覆い，明確なⅡ層は確認されなかった。畝については凸

部が見あたらず，上位からの堆積物に押し流されたと思われ確認されなかった。西側の尾根をひと

つ越えたＡ，Ｂ－５，６区の斜面において畝状遺構１の存在が確認されているが，畝間は畝状遺構

１と形状が異なり，幅４０�前後，深さ約１０�を基本とする細長い小溝が階段状に配置され，畝間の

���������	
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端は南北方向に残る消失部分にのみ見られ，それ意外には確認されなかった。埋土はやや粘質のあ

る黒色土が主体であり，文明ボラが全体的に混在している。断面は底面に凸凹を持つ皿型のものが

多い。畝状遺構１，２とは時期が異なり，大規模なボラ抜後に作られたものと推定される。

������（第５４図）

　Ｇ～Ｋ－５～１０区のⅡ～Ⅳ層上面，北部の市道を挟んで東側で畝状遺構が検出された。Ⅱ層堆積

後にある程度の平坦面を造成して作られ，その後の削平により検出面は削平部分ではⅢ～Ⅳ層上面，

盛り土部分ではⅡ層上面と安定しない。それに伴い，埋土も黒色土が主体であるが，暗褐色土や黄

色土が部分的に混在し，文明ボラの混入割合も大きく異なる。Ｄ，Ｅ－７，８区は，現代の畑地造

成のため削平され消失しているが，それ以前は存在していたと思われる。畝間の規模は幅４０�前後，

深さ約２５�の断面形状がＵ字型を基本とし，底面に凸凹が多い。畝間の配列方向に違いが見られ概

ね３群に分かれるが，区割り溝や畦などは確認されなかった。４－Ａ群は，略南北方向の畝間列が

台地から東側へ緩やかに下るように並び，北端の掘り込みは略東西方向に揃っている。４－Ｂ群は，

略東西方向の畝間列が北側へ緩やかに下るように並んでいるが，削平による消失部分が多く全体像

は不明である。４－Ｃ群は，略東西方向の畝間列が台地から南側へ緩やかに下るように並んでいる。

���������	�
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西端，東端ともに残存状況が良好で，全長９．８ｍを基本とする畝間が整然と並んでいる。

����（第５５，５６図）

　中世～近世の土坑は，計３３基が検出された。Ⅲ～Ⅳ層での検出であり，３０�程度の土坑が９割以

上であり，１ｍを越える大型のものや楕円形のものは確認されなかった。埋土は白色パミスを含む

黒色土または褐色土が中心である。また，黒色土や黄褐色土などがブロック状に混在しているもの

も見られた。また，土坑の集中する地域は見られず，調査区全体から検出された。

　土坑９４～１２４はⅠ類の土坑で，平面径３０�前後の円形を呈する。土坑９４～１０９は平面形の平均が

２９．１×２５．５�で，深さが１７～４１�と比較的浅い。土坑１１０～１２４は平面形の平均が３２．６×２７．８�で，

深さが１２～６１�とやや深いものである。ともに埋土は白色パミスを含む黒色土が主体であるが，下

位に黄色パミス，上位に白色パミスと分かれるものも見られた。炭化物を含むものも数基確認され

た。断面形態は，土坑９４以外はすべてＵ字型または上位が開き気味の長方形を呈する。

　土坑１２５，１２６はⅡ類の土坑であり，平面形の平均４２．５×３８．５�で，ほぼ円形を呈する。深さ１０～

３８�で，１２５はレンズ型，１２６は浅い皿型を呈する。土坑１２５の底面付近は砂質のある黒褐色土であ

り，その中心付近が粘質のある灰橙色土に変化し，炭化物も見られた。

�����（第５５図）

　Ｇ－７区の台地の縁辺部から南側の斜面へ下る，Ⅳ層で検出された。平面径は４５×３８�の歪みの

ある円形を呈し，深さは１７�である。断面形状はボウル型を呈し，埋土は底面付近がやや粘性を持

つ暗黄褐色土，上位が黒褐色土主体に黄褐色土が部分的に混在している。全体に黄白色パミスと炭

化物が少量混ざる。埋土中より種子と思われる炭化物が３点出土し，分析の結果１点は桃の種子と

①黒褐色土（黄色ブロック少混） 
②黒褐色土＋黄褐色土 

①暗褐色土 
②暗茶褐色土 

①暗茶褐色土 
②暗茶褐色土（白色パミス多混） 
③暗茶褐色土＋黄褐色ブロック 

①暗褐色土 
②暗茶褐色土 

①暗褐色土 
②黒褐色土 ①オリーブ褐色土（白色パミス混） 

②黄褐色土（黄色パミス混） 
③暗茶褐色土（黄色パミス混） 

①灰褐色粘質土　②暗黒褐色砂質土 
　炭化物集中域 

①オリーブ褐色土（白色パミス混） 
②オリーブ褐色土（黄色パミス混） 

����������	
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同定される。桃の種子は，全長約２�，全面に短い溝が並び片方の先端部が尖った楕円形をしてい

る。他の２個についてもほぼ同じと思われる。

���������	
�
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５８２６３４��３９３８４５��

４２２４２６��２８２１２３��

１６７９２４５��２１２１２５��

３３６５３１９��３０２４３２��

３７４８３７１��２５２５２５��

４１７０２０３��２１１８２０��

１７３８４５��３０２６３２��

１７２４２８��１４１８２０��

２８２２２５��１９２２２５��

２８２２２３��２２２８３６��

２３２５２６��２２２０２２��

３４２１２５��１６２２３２��

２５２０２１���３６２０２４��

２５２６３４���４１２７３０��

２７３７４１���２９２１２３��

２０２４２５���４４２７３５��

２７２７２９���４２２０２５��

３２２７２９���５７３０３３��

４１２９４２���５５２５２８��

２４２２２５���３６２６３０��

２８２５２８���５２２５２８��

２６１９２０���３７２０２４��

４５２０２３���５４２６４０��

６０２２３２���１２９７２７６��

６１２４２６���１７６１８５��

３２３０３３���１９２４４８��

７１３２３５���１８３４１４８��

５０２７３１���３９８４１４６��

５０２４２９���１４３７３９��

４３３１３３���２３１９２０��

４５２９３１���３３２２２６��

３６２７３０���３２２３２６��

７９２０３３���４２２４２６��

５９３０３５���３５２０２３��

５８３２３８���３３２０２４��

４６２１２３���３７２８３４��

１２４８５７���３０２０２５��

１０４６４９���５６２７２８��

３８３１３６���５２２６３４��

５７２７２９��
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　北部の出土遺物点数は合計１９０個であり，遺跡総点数の約３％に相当する。しかも，１９０点中約半

数は本調査区外となった平成１３年度の確認トレンチからの出土である。北部調査区一帯は，近年の

畑地整備事業や個人による土壌改良のための工事が行われており，上位に当たる縄文時代後～晩期

の一部と古代～近世の遺物包含層は削平されていた。したがって，この地区で取り扱う遺物は，縄

文時代早期が中心となる。

　縄文時代早期の遺物包含層であるⅦ，Ⅷ層は良好に残されている部分もあり，その部分は現位置

を保った遺構・遺物が捉えられている。

������（第５８～６４図４７～１３９，７１図）

　狩俣遺跡の縄文時代の土器は，早期から晩期まで，Ⅰ類からⅩⅦ類までの１７類に分類される。

　この分類は全ての調査区に共通であり，Ⅰ，Ⅸ，ⅩⅦ類については，同類の中でも形態の違いから

さらに細分した。なお，Ⅰ～�類は縄文時代早期に該当する。

　Ⅰ－ａ類………貝殻条痕文を主とする円筒土器で，口唇部が鋭角で，貝殻条痕が斜行するもの

　Ⅰ－ｂ類………Ⅰ類の中で，口唇部が平坦で，貝殻条痕が横位に施されるもの

　Ⅱ類…………貝殻条痕文の上に沈線文等を施文する二重施文土器

　Ⅲ類…………貝殻刺突文を施す円筒土器

　Ⅳ類…………横位の貝殻押引文が施文される円筒土器

　Ⅴ類…………口縁部に貝殻刺突文を施し，胴部には貝殻条痕文横位・綾杉状等に施文するもの

　Ⅵ類…………貝殻刺突文を主体とするもの

　Ⅶ類…………口縁部に横位の貝殻条痕文を施すもの

　Ⅷ類…………ヘラ状工具による斜格子状の文様が施されるもの

　Ⅸ－ａ類………押型文土器で，山形押型文及び楕円押型文を施すもの

　Ⅸ－ｂ類………口縁部から胴部中位に山形押型文，胴部中位から底部に貝殻押型文を施すもの

　Ⅹ類…………完形土器　口縁部が大きく外反するもので全体に特殊な回転施文のあるもの

　�類…………外反する口縁部で，連続刺突と沈線文が施されるもの

　�類…………微隆起突帯を廻らす壺型土器

　ⅩⅢ類…………縄文時代前期の土器で，みみず腫れ突帯を廻らし，胴部は貝殻条痕が施されるもの

　ⅩⅣ類…………縄文時代前期の土器で，短沈線文を主とするもの

　ⅩⅤ類…………縄文時代後期の土器で，胴部に貝殻復縁によると思われる連点文が施されるもの

　ⅩⅥ類…………縄文時代後期の土器で，胴部に沈線文を施すもの

　ⅩⅦＡ－ａ類……縄文時代晩期の深鉢形土器で，刻目突帯を有しないもの

　ⅩⅦＡ－ｂ類……縄文時代晩期の鉢形土器で，刻目突帯を有するもの

　ⅩⅦＢ類………縄文時代晩期の浅鉢形土器

　ⅩⅦＣ－ａ類……縄文時代晩期の鉢形土器で，底部に組織痕が認められないもの

　ⅩⅦＣ－ｂ類……縄文時代晩期の鉢形土器で，底部に蓆目状の組織痕が認められるもの

　ⅩⅦＣ－ｃ類……縄文時代晩期の鉢形土器で，底部に網目状の組織痕が認められるもの
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��������（第５８～６２図４７～１０５）

　����（第５８図４７，４８）

　４７，４８はⅠ類土器でⅠａ類とⅠｂ類に細分される。４７はⅠａ類で斜位の貝殻条痕文を浅く施して

いる。４８はⅠｂ類の土器で横位に施した貝殻条痕文の上に縦位の貝殻条痕文を重ねている。

　����（第５８図４９）

　４９はⅡ類土器の胴部である。胴部に横位の貝殻条痕文を施した後斜位の貝殻条痕文を施すもので

ある。

　����（第５８図５０）

　５０はⅣ類土器の底部である。胴部には貝殻腹縁による押引文を施し，下位に縦位の貝殻刺突文を

施すものである。

　����（第５９～６１図５１～９８）

　５１～９８はⅤ類土器で，口縁部が外反し頸部でやや締まり胴部でわずかに膨らみつつ底部に至るタ

イプと，口縁部が直行し直線的な胴部を経て平底の底部に至るタイプがある。文様は貝殻条痕文で

あるが綾杉状に施すものが多く見られる。５１～５３，５６～６１，６５は口縁部に横位の貝殻刺突文を二条

施し５２と５６は貝殻刺突文の下に刻みが施されている。

５３は二条目から欠損している。５１，５７～６１は貝殻刺突

文の下に斜位の貝殻刺突文が施されている。５４は横位

の貝殻刺突文を一条施し，５５は斜位の貝殻刺突文を施

している。６２～６４，６６，６７は口縁部に斜位の貝殻刺突

文を組み合わせて，くの字状或いは羽状に施している。

６８は口縁部に斜位の貝殻刺突文が二条施されており，

補修孔が見られる。６９は口縁部に横位の貝殻刺突文を

四条施しており胴部に縦位の貝殻条痕文を施している。

７０は口縁部に浅い貝殻条痕が二条斜位に施され，その

直下に貝殻刺突文が逆方向に斜位に施されている。７１

は口縁部に斜位の貝殻刺突文を施しており，口唇部に

刻みが見られる。７２は口縁部に斜位の貝殻刺突文を重

ねて施しており，その直下に米粒状の連点文を施して

いる。７３は口縁部に連点文が施されており，浅い貝殻

条痕文が施されている。７４は口縁部に横位の貝殻刺突

文を施しており，その直下に斜位の貝殻刺突文を左右

に施している。口唇部は欠損している。７５は口縁部に

斜位の貝殻刺突文を施し，胴部は貝殻条痕文を横位に

施した上から綾杉状の貝殻条痕文を重ねて施している。

７６～９４は胴部にあたる。７６～７８，８１，８３，８７，８８，９２，

９３は綾杉状の貝殻条痕文を施している。７６は貝殻条痕

文の上に斜位の貝殻刺突文を左右に施している。８３は ���������	
�������
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上部の割れ口が磨耗している。９２は綾杉状に施した貝殻条痕文の上に縦位の貝殻条痕文を施してい

る。７９は波紋状の貝殻条痕文を重ねて施している。８０は縦位の貝殻条痕文を浅めに施し，その上か

ら斜位の貝殻条痕文を浅めに施している。８２は浅い条痕文を斜位に重ねるように施している。８４は

貝殻条痕文をランダムに重ねて施している。８５は条痕文を縦位に施し，その上から斜位の条痕文を

重ねて施している。８６は条痕文を縦位に施し，その上から斜位の条痕文を左右に重ねて施している。

８９は条痕文を斜位に施している。９０，９１は底部に近い部分で，９０は綾杉状に施した貝殻条痕文の上

から横位の貝殻条痕文を底部付近に施している。９１は貝殻条痕文を縦位に施しその上から斜位の貝

殻条痕文を交差するように重ねて施している。８４は貝殻条痕文を縦位に施し，その上から斜位の貝

殻条痕文を施している。９５～９８は底部にあたる。９３は底部付近に縦位の貝殻条痕文を施している。

９６は綾杉条痕文を底部付近まで施し，その上から横位の条痕文を重ねて施している。立ち上がりの

部分には米粒状の刻みが見られ，底部内面は凹凸が見られる。９７は胴部の立ち上がり部分に米粒状

の刻みを施している。底の部分には炭化物が付着している。９８は胴部に貝殻条痕文を縦横に施し，

底部付近に横位の条痕文を施している。底部外面にも条痕文が見られる。

������（第６２図９９，１００）

　９９，１００はⅨａ類土器である。９９は口縁部が外反し山形押型文を縦位に施している。内面は同じ

く山形押型文を横位に施している。１００は胴部にあたり，文様は松の木等のような突起物を持つ枝

を回転施文したものと考えられ「イチゴ」と呼ばれる押型文土器と思われる。

　����（第６２図１０１，１０２）

　１０１，１０２はⅩ類土器の底部である。１０１は山形押型文を縦位に施すもので，１０２は沈線文を施すも

のである。

　�����（第６２図１０３～１０５）

　１０３，１０４は�類土器の壺形土器である。内傾する口縁部に微粒突帯を廻らすものである。１０５は

�類土器の底部である。

��������（第６２図１０６～１１６）

　�����（第６２図１０６）

　１０６はⅩⅢ類の土器の底部にあたる。底部付近に斜位の条痕文を施し，その上から横位の条痕文を

重ねて施している。

　ⅩⅣ類土器（第６２図１０７～１１６）

　１０７～１１６はⅩⅣ類土器で，１０７～１１５は胴部にあたる。１０７は斜位の沈線文を左右に施している。１０８

～１１０は沈線文を縦横に施している。１１１～１１４は沈線文を横位に施している。１１５は浅い斜位の沈線

文を左右に施している。１１６は底部で浅い沈線文を横位に施している。

��������（第６３図１１７～１２６）

　ⅩⅥ類土器（第６３図１１７～１２６）

　１１７～１２６はⅩⅥ類土器にあたる。１１７，１１８は波状の口縁部で，１１７は口縁部にやや太めの沈線文を

二条横位に施しその下に同じ太さの沈線文をＳ字状に施している。内面の口縁部に一部突起が施さ

れている。１１８は浅めの沈線文を波状に二条施している。１１９は口縁部に横位の沈線文を一条施し

１２０，１２１は胴部で沈線文を二条施している。１２２は胴部から底部にあたり，外面はナデによる調整
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を受けている。１２３～１２５はⅩⅥ類土器の底部にあたる。１２４は網代底である。１２５は内底面に貝殻条痕

が残る。１２６は口縁部上端に施される装飾と思われる。円形で中心に穿孔が穿たれており，欠損部

分が見られる。

��������（第６４図１２７～１３９）

�������（第６４図１２７～１２９）

　１２７～１２９はⅩⅦ類Ａ土器で深鉢型土器である。１２７，１２８はⅩⅦ類Ａ－ａ土器にあたり１２９はⅩⅦ類Ａ－

ｂ土器にあたる。１２７，１２８は胴部で１２９は胴部に突帯を廻らしている。１２９は口縁部直下に刻目突帯

を廻らし，口縁部から胴部にかけて一部炭化物が付着している。放射性炭素年代測定の結果，２４８０

±３０ｙｒＢＰという数値が確認できた。

���������	
�����
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�������（第６４図１３０～１３９）

　１３０～１３９はⅩⅦ類Ｃ土器で鉢型土器である。１３０，１３１はＣ－ａ土器でボウル状を呈し組織痕が無い

若しくは消されているタイプである。１３２～１３７はＣ－ｂ土器で底部に蓆目状の組織痕が見られるタ

イプである。１３８，１３９はＣ－ｃ土器で底部に網目状の組織痕が見られるタイプである。
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����　（第６５図１４０～１４４）

　１４０～１４４は古代の土器である。

　１４０は甕の口縁部から胴部にあたる。口縁部は外反しており，色調はにぶい橙色を呈する。外面

は丁寧なハケ目調整で，内面は胴部上位まで工具によるヘラ削りが見られる。胎土は細砂粒を含み

土師質である。

　１４１～１４４は甕の胴部にあたる。１４１はにぶい黄橙色を呈し，外面は１４０と同じくハケ目調整で内面

は工具によるヘラ削りが見られる。胎土は細砂粒を含み土師質である。

　１４２は褐色を呈し，外面はハケ目による調整が見られ内面はナデによる調整をうけている。胎土

は細砂粒を含み土師質である。

　１４３はにぶい褐色を呈し，外面はハケ目調整で，内面は工具による削りが見られる。胎土は細砂

粒を含み土師質である。

　１４４は黒褐色を呈し，外面は工具痕がスジ状に残る。内面はナデによる調整が施されている。

　１４０，１４１，１４３は同一個体ないし同種類の土器と思われる。
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Ⅰａ○○○橙明赤褐
色ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ４７

��
Ⅰｂ○○○にぶい

橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ４８

Ⅱ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○黒褐にぶい

黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ４９

Ⅳ磁鉄鉱
小石○○にぶい

黄
にぶい
黄ナデ貝殻条痕文－６．８－底部～

胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ５０

Ⅴ○○○にぶい
黄橙橙ナデ貝殻条痕文－－１５．０口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＢ－２５１

��

Ⅴ小石○○橙にぶい
褐ナデ条痕，刺突文

工具ナデ－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＦ－４５２

Ⅴ小石○○にぶい
褐橙ナデ貝殻条痕文

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ５３

Ⅴ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ナデ
ミガキ

口唇部連点
条痕，ヨコキザミ－－２４．０口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ５４

Ⅴ○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－２２．６口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＢ－２５５

Ⅴ赤色粒
小石○○○褐暗褐ナデ貝殻条痕文

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ５６

Ⅴチタン鉄鉱
小石○○橙明褐ナデ沈線－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＦ－８５７

Ⅴ金雲母
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐ナデ沈線，撚糸

口唇部連点－－－口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－７５８

Ⅴ小石○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ撚糸

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＫ－７５９

Ⅴ赤色粒
小石○橙にぶい

褐ナデ条痕
口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＦ－５６０

Ⅴ小石○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ６１

Ⅴ赤色粒
小石○○にぶい

橙橙ナデ貝殻条痕文
口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ６２

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ刺突連続文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＦ－４６３

Ⅴ赤色粒
小石○○○褐にぶい

褐ナデ沈線，ナデ
スス付着－－１５．４口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）

Ⅶ
Ⅷ

Ｈ－６
Ｉ－６６４

Ⅴ赤色粒○○にぶい
赤橙黒褐指圧痕

ヘラケズリ
沈線

口唇部連点－－２０．０口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
Ⅷ

Ｆ－４
Ｉ－６６５

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○橙明黄褐ナデ貝殻刺突連続文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－７６６

Ⅴ○○○明赤褐
色橙ナデ貝殻条痕文－－１９．０口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＢ－２６７

補修孔Ⅴ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ６８

��

Ⅴ○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－３０．４口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＢ－２６９

Ⅴ赤色粒
小石○○にぶい

橙
にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ７０

Ⅴ赤色粒
小石○○橙橙ナデ連続押し引き文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－８７１

Ⅴ赤色粒
小石○○にぶい

褐褐ナデ沈線
連続押し引き文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－６７２

Ⅴ小石○○にぶい
褐橙ナデ工具ナデ

刺突文－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＦ－４７３

Ⅴ○○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＢ－２７４

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄褐
にぶい
褐ナデ沈線

撚糸－－－口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＦ－４７５

Ⅴチタン鉄鉱
小石○○○○にぶい

赤褐
にぶい
褐ナデ沈線

連続押し引き文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＦ－４７６

Ⅴ磁鉄鉱
小石○赤褐にぶい

赤褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＫ－８７７

Ⅴ赤色粒
小石○○○にぶい

褐明褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ７８

Ⅴ赤色粒
小石○○橙橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＦ－４７９

Ⅴチタン鉄鉱
小石○○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－１０８０

Ⅴチタン鉄鉱・小石
シソ輝石・赤色粒○にぶい

赤褐
にぶい
赤褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－６８１

Ⅴ小石○○褐にぶい
褐ナデ沈線

連続押し引き文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＩ－７８２

Ⅴ小石○○黒褐にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
Ⅷ２Ｔ８３

Ⅴ小石○○褐灰にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文

（綾杉文）－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ８４
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Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ８５

Ⅴ赤色粒
小石○○○にぶい

黄褐
にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２Ｔ８６

Ⅴ小石○○橙橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＩ－６８７

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ８８

Ⅴ赤色粒
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＩ－７８９

Ⅴ小石○○○にぶい
赤褐黒褐ナデヘラ状条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ９０

Ⅴ赤色粒
小石○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＦ－４９１

Ⅴ赤色粒
小石○○にぶい

黄褐
にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ９２
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Ⅴチタン鉄鉱
小石○○黒褐にぶい

黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ９３

��

Ⅴ磁鉄鉱
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
明黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２Ｔ９４

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

橙
にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－７．８－底部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２Ｔ９５

Ⅴ赤色粒・小石○○赤褐明褐ナデ条痕－１２．０－底部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＪ－８

Ｋ－６９６

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデキザミ目

条痕－１１．０－底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ９７

Ⅴ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○橙橙ナデ貝殻条痕文

条痕－１２．６－底部～
胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２Ｔ９８

Ⅸ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙押型文押型文

口唇部連点－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＪ－９９９

��

Ⅸ小石○○○にぶい
褐

にぶい
橙ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２１Ｔ１００

Ⅹ小石○○灰黄浅黄ナデ押型文－１３．２－底部～
胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＩ－７１０１

Ⅹ磁鉄鉱
赤色粒・小石○浅黄橙にぶい

黄橙ナデ沈線－５．４－底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２Ｔ１０２

�小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ沈線

条痕－－２０．２口縁部
～胴部壺縄文土器

（早期）ⅦＩ－７１０３

�小石○○○にぶい
黄

にぶい
黄ナデ沈線

条痕－－－胴部壺縄文土器
（早期）ⅦＩ－７１０４

�赤色粒
小石○○褐にぶい

褐ナデナデ－９．８－底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２Ｔ１０５

ⅩⅢチタン鉄鉱
小石○○橙橙ナデ条痕－７．８－底部～

胴部深鉢縄文土器
（前期）－－１０６

ⅩⅣ小石○にぶい
黄橙黄橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１０７

ⅩⅣ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１０８

ⅩⅣ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１０９

ⅩⅣ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１１０

ⅩⅣ小石○○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１１１

ⅩⅣ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１１２

ⅩⅣ小石○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１１３

ⅩⅣ小石○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅣＫ－１０１１４

ⅩⅣ小石○○○にぶい
褐

にぶい
黄橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅦＪ－７１１５

ⅩⅣ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙
にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－底部～

胴部深鉢縄文土器
（前期）Ⅶ２Ｔ１１６

ⅩⅥ小石○○橙橙ナデ
口縁に突帯沈線－－－口縁部深鉢縄文土器

（後期）
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｆ－８
Ｇ－８１１７
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ⅩⅥ小石○○橙橙ナデ沈線－－－口縁部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＪ－９１１８

ⅩⅥ密○黒褐褐ナデ沈線－－－口縁部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＫ－１０１１９

ⅩⅥ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＪ－９１２０

ⅩⅥ○○○にぶい
褐褐ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＫ－１０１２１

ⅩⅥ赤色粒
小石○○○○にぶい

褐橙ナデナデ－６．６－底部～
胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＫ－９
Ｊ・Ｋ－１０１２２

ⅩⅥチタン鉄鉱○○にぶい
黄橙

にぶい
褐ナデナデ－１０．０－底部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＫ－８１２３

網代底ⅩⅥチタン鉄鉱○○○橙にぶい
黄橙ナデ条痕－８．８－底部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＫ－９１２４

ⅩⅥチタン鉄鉱
小石○灰黄褐灰黄褐ナデナデ－１１．０－底部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＫ－７１２５

ⅩⅥ○○橙橙ナデナデ－－－－－縄文土器
（後期）ⅣａＦ－７１２６

ⅩⅦＡ○○にぶい
褐橙ナデナデ－－－胴部深鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｆ－８
Ｇ－８１２７
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ⅩⅦＡ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
褐ナデナデ

刻目突帯－－－胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅣａＦ－７

Ｇ－７１２８

スス付着ⅩⅦＡ○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデナデ

ミガキ－－１９．０口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（晩期）－８Ｔ１２９

ⅩⅦＣ小石○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器

（晩期）横転Ｇ－４１３０

ⅩⅦＣ赤色粒
小石○○○灰黄褐にぶい

黄橙ナデナデ－－－底部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＧ－８１３１

ⅩⅦＣ小石○○にぶい
黄橙明黄橙ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＦ－８
Ｇ－７１３２

ⅩⅦＣ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙橙ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＦ－８１３３

ⅩⅦＣ赤色粒
小石○にぶい

黄橙橙ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器
（晩期）

Ⅲｂ
ⅣａＧ－７１３４

ⅩⅦＣ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＨ－７１３５

ⅩⅦＣ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○にぶい

黄橙黒褐ナデ圧痕－－－底部～
胴部深鉢縄文土器

（晩期）
Ⅷ
Ⅳ

Ｊ－７
Ｋ－１０１３６

ⅩⅦＣ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙橙ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器
（晩期）ⅣＧ－８１３７

ⅩⅦＣ赤色粒
小石○○黒褐黒褐ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器

（晩期）ⅣａＦ－７１３８

ⅩⅦＣ小石○○黒褐黒褐ナデ圧痕－－－底部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＦ－８１３９

チタン鉄鉱
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ヘラケズリハケメ－－２８．６口縁部

～胴部甕古代土器ⅢＪ－６１４０

��

小石○○にぶい
褐褐ケズリハケメ－－－胴部甕古代土器ⅢＪ－６１４１

○○にぶい
褐

にぶい
赤褐ナデハケメ－－－胴部甕古代土器－Ｆ－８１４２

赤色粒
小石○○にぶい

褐
にぶい
褐ケズリハケメ－－－頸部甕古代土器ⅢａＪ－６１４３

溝８小石○○にぶい
褐黒褐ナデ工具ナデ－－－胴部甕古代土器ⅢＩ－５１４４
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　狩俣遺跡の北部では，縄文時代早期と晩期の遺物包含層から石器が出土している。

　早期では石鏃・石匙・スクレイパー・微細剥離痕剥片・磨製石斧・打製石斧・礫器・磨石・敲

石・凹み石・石皿が，晩期では石鏃・磨石が確認できる。なお，黒曜石・安山岩・玉髄・チャー

ト・砂岩・泥岩等が主要石材として使用されている。

��������（第６６～６９図１４５～１７６）

　早期の石器は，石鏃８点，スクレイパー５点，微細剥離痕剥片４点，磨製石斧２点，打製石斧２

点，礫器１点，磨石５点，凹石１点，石皿４点の計３２点である。

����（第６６図１４５～１５２）

　８点の石鏃が確認できる。

　１４５～１４７はいわゆる正三角形鏃で，１４５，１４６の基部の抉りは浅く，１４５は右脚部，１４６は先端部を

欠損するが，先端部を含む突出する３ヶ所は鋭く作り出されている。１４７の裏面には素材剥片の剥

離面が多く残され，表面と基部では平坦剥離が多用され，整形は微細な剥離を重ねることで仕上げ

ている。１４７は基部の抉りを深くし，左側縁部にも意図的な抉りの痕跡が見られる。１４５，１４６は安

山岩，１４７はチャートを用いている。１４８～１５１はいわゆる長身鏃で，内１５１は二等辺三角形鏃に該当

する。１４８の基部は直線的で，全体が鋭利な仕上がりを見せる。１４９，１５０は脚部の長さが異なる特

徴を持つ相似形で，成形状況から判断し，意図的に作り出した形状と見られる。１５１はやや厚手の

剥片を素材とし，表面では平坦剥離を多用している。裏面では周辺のみに成形剥離をとどめ，素材

剥離面を多く残している。

　１４８，１４９は安山岩，１５０の黒耀石は桑ノ木津留産，１５１は玉髄を使用している。

　１５２は帰属が明確でないが，未製品，両側縁の抉りからは抉入状石器等が想定される。

��������（第６６図１５３～１５７）

　１５３はチャート製で，左側縁下位を除く縁辺に刃部加工と見られる剥離が認められる。頭部付近

の加工が著しく，裏面では打瘤を除去し，表面では平坦剥離が施される。おそらく，掻器として使

用したと見られる。１５４からは，打点移動を繰り返す剥片剥離技術の存在が読み取れる。１５５は礫他

面の石核から取り出された横長剥片の先端部に，両面方向からの刃部加工が認められる。１５６は剥

片の右側縁部に細かい刃部加工が認められるが，本体は破損している。１５７も不定型な横長剥片の

周辺に刃部加工が認められる。なお，以上５点はいずれも削器的機能を備えている。

　１５３と１５４はチャート，１５５と１５６は安山岩，１５７は玉髄を使用している。

���������（第６７図１５８～１６１）

　１５８～１６１は微細な剥離痕が見られる剥片である。

　１５８右側縁部の両面と下端部に，１５９は左側縁部に，１６０は不定型な横長剥片の下端部に微細剥離

が見られ，１６１は打面周辺に微細剥離が，左側縁部と下縁部には使用痕と見られる刃潰れが残る。

なお，これに用いた剥片はいずれも打面転移を繰り返す剥離技術から剥ぎ出された不定形剥片を使

用している。したがって，用途（機能）を目的として剥ぎ取った目的剥片では無く，使用用途に緊

急に選択したものと解される。

　石材は，１５８と１６１が玉髄，１５９はチャート，１６０は黒耀石である。
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������（第６７図１６２，１６３）

　１６２は横断形の分厚いレンズ状を呈する全磨製石斧で，敲打成形後，全身の研磨仕上げを行って

いる。刃部の残存状況は良好といえる。１６３も丁寧な仕上げが見られ，刃部の作り出しすなわち，

切っ先は鋭い。

������（第６８図１６４，１６５）

　いわゆる扁平打製石斧で，１６４が短冊形，１６５が分銅形に区分できる。

　１６４は表裏逆に掲示しており，主要剥離面からは横長剥片を選択したことが読み取れる。周辺部

は鋭角な小剥離で成形し，背面には各方向からの平坦剥離を加え，扁平化に努めたと読み取れる。

　１６５も扁平な剥片を選択し，刃部はリダクションを繰り返したと見られる。いずれも安山岩を選

択している。

����（第６８図１６６）

　１６６はローリング作用による摩耗面で形成する扁平礫を素材とし，側縁の一角に裏面方向からの

刃部形成が認められる。石材は安山岩を使用している。

����（第６８，６９図１６７～１７１）

　磨石と区分したが，敲打痕もあり，磨面との両機能を備えたものもある。

　１６７は凝灰岩を使用していることから，摩耗が激しい。１６８は砂岩を使用し，側縁部や頂部，端部

に敲打痕が明瞭に残る。１６９は凝灰岩，１７０は安山岩を使用し，１７０の磨石としての使用頻度は極め

て高いと言える。表裏両面は平坦化を成すほどに使用され，右側縁部，頂部，端部は敲打具として

の機能も備えている。１７１は砂岩を用い，両面に摩擦面が残る。

����（第６９図１７２）

　１７２は安山岩製の凹石である。正面に凹石としての使用痕が見られ，裏面に磨り面が見られる。

����（第６９図１７３～１７６）

　１７３～１７６は石皿である。いずれも安山岩を使用しており，破損した石皿の一部が採取されている。

１７４，１７５も石皿の一部であるが，特に横断面の観察では，弯曲した使用面が観察できる。

��������（第７０図１７７～１８２）

　晩期の石器は，石鏃５点，磨石１点の計６点である。

����（第７０図１７７～１８１）

　１７７は側縁部上位で鋭角に屈曲するいわゆる五角形鏃で，先端部は欠損する。なお，成形状況か

ら未製品の可能性もある。１７８は両側縁部がドーム状に弯曲する小型鏃で，薄く仕上げている。１７９

は長身鏃で，欠損する先端部を推定復元すると１．５：１．０程の長幅比が求められる。１８０は１７８と同じ

くドーム状の形状で，基部が深く抉られたものである。１８１は脚部の作り出しに特徴が見られる。

１７７はチャート，１７８，１７９は安山岩，１８０は黒耀石で，その特徴から腰岳産の可能性を指摘できる。

����（第７０図１８２）

　１８２は円形の磨石で，正面中央部，右側縁部及び裏面上部に敲打痕を持つことから，両機能を備

えていると判断できる。摩耗面の最も著しいのは裏面中央部付近で，安山岩を使用している。
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一括０．３３０．３１．３１．５安山岩表採試掘石鏃１４５

��

一括０．８３０．２２２安山岩表採試掘石鏃１４６
０．６２０．３１．６１．８黒曜石Ⅷ２Ｔ石鏃１４７

一括０．６８０．３１．５２．１安山岩Ⅸ２１Ｔ石鏃１４８
０．３８０．３１．２１．５安山岩ⅦＩ－６石鏃１４９
０．４１０．３１．２１．６黒曜石Ⅶ２Ｔ石鏃１５０
２．０３０．４１．６２．８玉髄Ⅶ２Ｔ石鏃１５１

一括１．７００．４１．７２．３安山岩表採試掘石鏃１５２
７．２９０．８３．１３チャートⅦＩ－７スクレイパー１５３
３．５１０．８１．８３．７チャートⅦ８Ｔスクレイパー１５４
４．８６０．６３２．２安山岩ⅦＩ－６スクレイパー１５５
４．９９０．６２．２３．８安山岩ⅦＩ－６スクレイパー１５６
５６．５１１．５５．９６．２玉髄－試掘スクレイパー１５７
１３．６９１．１３．５３．６チャート表採－微細剥離痕剥片１５８

��

一括４．９７０．９１．９４．６チャートⅧ－微細剥離痕剥片１５９
１４．７８０．６４．５３．５チャートⅦＩ－８微細剥離痕剥片１６０
４．９４０．５４２．６黒曜石Ⅷ２Ｔ微細剥離痕剥片１６１
２０３．２１２．５４．３１２．４砂岩－試掘磨製石斧１６２
１４１．２１２．２５８．２砂岩－試掘磨製石斧１６３
８１．２０１４．５１０．９安山岩－試掘打製石斧１６４

��

８３．０３１．１６．４９．８安山岩－試掘刃部磨製石斧１６５
４７１．４９２．７１１．２１１．８安山岩ⅦＪ－８礫器１６６
５３．２１３．８３．３４．２凝灰岩表採－磨石１６７
７４．４７２．７４４．９砂岩Ⅶ８Ｔ磨石１６８
２１５．８３４５．７６．２凝灰岩表採－磨石１６９
１５７．５４４．８３．８５．６安山岩－－磨石１７０
８９３．３２３．８１０．４１４．４砂岩－試掘磨石１７１

��

７７４．８４４．５９．４１１．５安山岩Ⅷ２Ｔくぼみ石１７２
一括３５０．００３．７７．８７．７安山岩ⅦＩ－６，７石皿１７３

６２９．１７２．８９．２１１．６安山岩Ⅶ８Ｔ石皿１７４
１０７０．００４．５１４．４１１．３安山岩Ⅶ８Ｔ石皿１７５
６０００．００７２１．４３０．３安山岩－－石皿１７６
１．９３０．４１．８１．９チャート表採－石鏃１７７

��

０．４５０．３１．３１．３安山岩ⅢｂＪ－９石鏃１７８
１．６８０．４２．１１．７安山岩ⅣＫ－９石鏃１７９
０．７１０．３１．７１．８黒曜石ⅣＫ－７石鏃１８０
１．２００．４１．７２．４黒曜石ⅢｂＦ－８石鏃１８１
１４８．４８４．３４．７５５．２安山岩Ⅲａ－磨石１８２
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��������	（第７２，７３図）

　中央部の本調査は，Ｋ，Ｌ－１６～２２区を平成１８年２～３月，Ｋ～Ｌ－２３～２７区を平成１８年５～７

月，Ｇ～Ｌ－２８～５２区を平成１８年７月～１９年３月に調査を行った。

　本遺跡の主体となる部分が中央部調査区であり，２６５ｍ前後の台地で北部調査区より若干低く，

西側に谷部調査区を見下ろす位置となる。東側は平坦面で，台地の東端までは１４０ｍほど離れる。

　平成１３年度の確認調査により，台地東端の縁辺部には縄文時代早期の竪穴住居跡，土坑などの遺

構，遺物が出土し，早期の集落が存在する可能性が指摘されている地域である。南側へ向かって行

くと緩やかに標高が下がり，尾根状に伸びる南部調査区へと続く。調査区の面積は１２，６６０�で，南

北約３８０ｍ，東西の最大幅が約７０ｍ，北側が鋭角に尖り，南側がややすぼまる細長い調査区である。

調査前は畑地として利用されていた。

　平成１７年度の調査では，谷部調査区と並行して北側のＫ～Ｌ－１６～２２区部分について３ヶ所トレ

ンチを設定し調査を行った。調査区外となった台地東端の縁辺部のトレンチから縄文時代早期の遺

構・遺物が発見されていたので遺構の広がりを期待しながら調査を進めたが，関連するような成果

は認められなかった。

　平成１８年度の調査では，中央部調査区に計１７ヶ所の確認トレンチを設定し，遺構や遺物包含層

の残存状況を確認しながら調査を行った。北側調査区と並行してＫ～Ｌ－２３～２７区部分の調査を行

い，Ｇ～Ｌ－２８～３７区，Ｇ～Ｌ－３８～４４区，Ｇ～Ｉ－４５～５２区と順次南側へ向けて調査区を広げて

いった。大規模な天地返しを受けているところ以外は，ほぼ全面で畝状遺構が検出されたことから，

全体像の把握を主眼に置き調査を進めた。

　平成１９年１～３月は，縄文時代早期の調査を中心に行った。旧石器時代についての確認調査も

行ったが，認められなかった。

　中央部の検出遺構は，縄文時代早期の集石や土坑，縄文時代中～後期の落とし穴，古代の掘立柱

建物跡柱，土坑，中世の畝状遺構などである。

　出土遺物は，縄文時代早期の包含層から前平式土器や下剥峯式土器，押型文土器，石坂式土器な

どの土器や石鏃，石斧，磨石，石皿などの石器が多数出土した。また，縄文時代前期，後期，晩期

の遺物も出土した。古代については，土師器，須恵器，焼塩土器，紡錘車などが出土した。

��������	
（第７４～７８図）

　Ｋ～Ｌ－１６～２７区，Ｇ～Ｌ－３８～４４区では，大規模な天地返しが行われ，概ねⅤ層までが撹乱を

受けていた。しかし，縄文時代早期の包含層であるⅦ，Ⅷ層は良好に残されていた。

　また，Ｉ～Ｋ－３３～３６区で上層の削平により表土下はⅣ層であった。

　Ⅱ層については，畑作の障害となるためボラ抜きが行われたと見られ，東西の谷へ下る台地の縁

辺部など部分的にしか残っていなかった。その他では，包含層が良好に残されており，横転なども

あまり見られなかった。
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��������

　中央部の検出遺構は以下の通りである。

　縄文時代の遺構は，早期が集石遺構１９基，石器集積遺構１，土坑１０基，前～晩期が落とし穴２基，

焼土跡２，土坑１３基が検出された。集石遺構全体の７～８割は，中央部より検出されている。

　古代～中世の遺構は，掘立柱建物跡が３棟，溝状遺構１３群，土坑１１基が検出された。

　中世～近世の遺構は，古道１条，埋土に文明ボラを含む畝状遺構７群，安永ボラを含む畝状遺構

１群，土坑が３８基検出された。

��������（第７９～９５，１００，１０１図）

　縄文時代早期の遺構は集石遺構１９基，石器集積遺構１，土坑１０基である。

　集石遺構は，北部調査区と同様に，Ⅵ層下面からⅦ層上面，Ⅷ層中のものに分けられる。また，

形態も狭い範囲に集中するものと，広い範囲に散在するものに大きく分けられる。中央部全域で確

認されているが，中央部から南部へ分布する傾向が見てとれる。

　石器集積遺構は，Ⅹ類土器の集中域に隣接して磨石・敲石２個と石皿が集中して出土した。

　土坑は，Ⅸ層上面で検出され，埋土はⅧ層の黒色土が主体である。

������（第７９～９４，１００，１０１図）

　縄文時代早期の集石遺構は１９基検出された。掘り込みを持つものは１９基中３基である。

　����（第７９図）

　Ｌ－２３区，Ⅷ層上面で検出された。７３×６３�の範囲内に，大きさ径１０�前後の角礫の集中が認め

られた。礫数は１０個で，石材は安山岩主体となる。顕著な赤化した礫はみられないが，加熱による

破損に起因すると思われるものは数点認められる。検出された集石の範囲内に炭化物や掘り込みは

認められなかった。

　周辺に集石遺構は検出されていないが，縄文時代早期の主体部に当たる台地東側の集石１，２号

までの間に数多く存在すると予想されるが，未調査のため全体像は不明である。

　礫の中には石器の転用が１点含まれており，遺構内遺物として取り扱った。（第１６６図６６０）

　����（第７９図）

　Ｌ－３０区，Ⅷ層で検出された。礫数は１４個と少ないがほぼ同規模の拳大であり，径が１０�強，重

量５００ｇ以上とやや大きめの礫が半数を占める。９０×６０�の範囲内に楕円状にまとまりが見られた。

石材は大部分が安山岩であり，花崗岩も含まれる。全てが火熱を受けたと思われる破砕礫であり，

一部赤化が見られた。下部に炭化物や掘り込みは認められなかった。

　集石内に縄文早期土器が１点出土しており，遺構内遺物として取り上げた。（第１３０図３２４）

　����（第８０図）

　Ｌ－３１，３２区，８号の南東側約１５ｍのⅧ層で検出された。２×２ｍの範囲内に，礫が集中した部

分と散在した部分が認められた。礫数７０個中３０個ほどに集中が見られ，隙間無く密集していた。下

位に掘り込みは確認されなかったが，７４×６７�の範囲で炭化物の集中が認められた。礫は火熱を受

け赤化した破砕礫と角の取れた角礫が混在しており，石材はほとんどが安山岩であるが砂岩や花崗

岩も一部含まれる。大きさ径が２０�近いやや大型の礫も含まれるが，１０�未満の小礫も多く，重量

が１００ｇ前後から１�を越えるものまでいろいろな大きさの礫で構成されている。集中部と散在し



－１２０－

た部分の礫の特徴が類似することから，同一の集石と判断した。

������（第８０，８３図）

　Ｊ－３５区，Ⅷ層で検出され，掘り込みを伴うもので，礫は２８１×１９５�の範囲で確認される。掘り

込み内に礫が集中し，その周辺に散在した礫で構成される。掘り込みの大きさは，７０×６５�のほぼ

円形を呈し，深さは約４０�である。Ⅷ層の黒色土に掘り込まれ，掘り込みの底面には炭化物を多く

含んでいた。礫数は６８個で，石材は１０�前後の拳大をした安山岩で大部分を占めるが砂岩や頁岩も

含まれる。掘り込みのある中央部分を中心として，火熱を受け赤化した破砕礫が半数以上を占め，

周辺を含めた上面に５�前後の小振りなものが多く，底面に近づくにつれて拳大になる傾向がある。

������（第８１，８３図）

　Ｊ－３６区，１０号の南側約８ｍのⅦ層上面で検出された。１６０×１２０�の範囲内に，礫がやや集中し

た部分と散在した部分で構成する。礫総数は１９個と少なく，石材はほとんどが安山岩であり，赤化

したものも多い。礫のほとんどが火熱を受けたと思われる大きさ径１０�以下，重量２００ｇ以下の破

砕礫で，全体の半数以上を占める。集中部分にⅥ層の黄色パミスが多く含まれる部分が１１６×６５�

の範囲で認められたが，集石との関連は不明である。検出された集石の範囲内に炭化物や掘り込み

は認められなかった。

　�����（第８２，８３図）

　Ｋ－３６区，１０号の南東側約１２ｍ，１１号の東側１１ｍ離れたⅧ層上面で検出された。２×１．２ｍの範

囲内に，礫が集中した部分と散在した部分が認められる。礫数は６８個で，礫の大部分は火熱を受け

たと思われる径１０�前後の破砕礫で，赤化も認められる。石材はほとんどが安山岩であり，頁岩，

凝灰岩，砂岩なども含まれている。検出された集石の範囲内に，炭化物や掘り込みは認められな

かった。

���������	
����������
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　集石１０～１２号は近接しており，いずれも尾根状の縁辺部に位置している。

　�����（第８４図）

　Ｈ－３９，４０区，１２号の南側約４０ｍのⅧ層上面で検出された。１４２×１１６�の範囲内に，破砕礫の集

中が認められた。礫数２９個で，径約１５�，８００ｇ程の角礫もわずかに含まれるが，本体は径１０�以

下，重量３００ｇ以下のもので占められている。石材は頁岩と花崗岩の割合が多い。検出された集石

の範囲内に炭化物や掘り込みは認められなかった。

　礫間出土炭化物の放射性炭素年代測定の結果は，８，２３０±５０ｙｒＢＰである。

　�����（第８４図）

　Ｉ－４２区，１３号の南東側約２０ｍのⅦ層上面で検出された。１５４×１１６�の範囲内に，中央に礫が集

中した部分がわずかに見られるが，全体的に散在した状態で検出された。礫数は３６個で，全てが加

熱を受けたと思われる径１０�以下，重量２００ｇ以下の破砕礫である。赤化したものも多く，径５�

以下の破片も１０個以上含まれる。石材は半数が安山岩であり，周辺に炭化物や掘り込みは認められ

なかった。

　礫間で出土した炭化物の放射性炭素年代測定の結果は，７，２６０±４０ｙｒＢＰである。

������（第８４，８７図）

　Ｉ－４４区，１４号の南側約２５ｍのⅧ層で検出したもので，下位に掘り込みを伴う。礫は２５４×２０４�

の範囲内に分布し，掘り込み内の礫と周辺の散在部分からなる。掘り込みの大きさは７０×６５�，深

さ３９�のほぼ円形を呈しており，底面付近には多くの炭化物を含んでいた。礫数６７個で，大きさ径

約１０�の拳大のものが大部分を占めるが，重量１�近い角礫も存在する。散在した礫も含め火熱を

受けた破砕礫や，赤化しているもので構成する。石材は安山岩が大部分をしめるが，頁岩や花崗岩，

���������	
���������
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砂岩なども含まれる。

������（第８５，８７図）

　Ｈ－４５区，１５号の南西側約１０ｍのⅧ層上面で検出された。２．３×２．３ｍの範囲内に礫が散在してい

る。礫数は２４個でほとんどが径１０�以下，重量３００ｇ以下の小礫で構成されていた。石材は安山岩

を主体に凝灰岩や砂岩なども含まれる。礫は火熱を受けた痕跡は見あたらず，炭化物や掘り込みも

確認されなかった。

　�����（第８５，８７図）

　Ｊ－４５区，１５号の南東側約１３ｍ，１６号の東側約１５ｍのⅧ層で検出された。２０８×１４１�の範囲内に，

礫が散在した状態で検出されまとまりは見られない。礫数は２７個で，火熱を受けたと思われる径１０

�以下，重量１５０ｇ以下の破砕礫で構成する。石材は安山岩が中心で，検出された集石の周辺に炭

化物や掘り込みは認められなかった。

������（第８６，８７図）

　Ｊ－４６区，１７号の南東側約３ｍに隣接して検出された。検出面はⅧ層上面で，２．６×１．６ｍの範囲

内に礫が散在して検出され，礫の集中は見られない。礫数は４６個で，径１０�前後の破砕礫で構成さ

れている。石材は半数が安山岩であり，頁岩，玄武岩，花崗岩，砂岩なども含まれている。検出さ

れた集石の範囲内に炭化物の飛散が見られ，掘り込みは認められなかったが，西側に火熱を受けた

痕跡と思われる６０×５２�の円状を呈した茶褐色の変色域が見られ，遺構の中心部と推定される。

　集石１５，１６号は尾根状の台地にあり，集石１７，１８号は緩やかな斜面上に位置している。いずれの

集石も南側の斜面方向に礫が散在する傾向にある。

　�����（第９２図）

　Ｌ－４４区，１８号の北東側約２０ｍのⅧ層で検出された。１．５×１．５ｍの範囲内に礫の集中が認められ

たが，集中部分は見られない。礫総数４４個で，径１０�前後，重量２００ｇ程度のものが大部分である

が，５０ｇ～１�までのものまで幅が広い。石材は半数以上が安山岩であるが，花崗岩，頁岩なども

含まれる。全てに火熱を受けたと思われる破砕が見られ，赤化や破砕が激しいものがある。検出さ

れた集石の範囲内に炭化物や掘り込みは認められなかった。

　集石を構成する礫中に遺物の転用品が１点含まれていたので図化した。（第１６７図６７０）

　�����（第８８，９０図）

　Ｇ－４８区，Ⅷ層上面で検出された。２５８×２２０�の範囲内に，礫が集中した部分と散在した部分が

認められた。礫数は９４個であるが，約７割の礫が７５×６０�の範囲に集中して隙間無く積み重なって

おり，残りの約３０個が東側に広く散在していた。集中部の下位に明確な掘り込み遺構は確認できて

いないが，掘り込み遺構が存在した可能性は高い。また，炭化物の集中も確認していない。石材は

半数以上が１０�前後の安山岩の火熱を受けた破砕礫であり，赤化したものも多い。炭化物の集中は

無いが，少量が全体的に広がって見られた。

　集石内に縄文早期土器が２点出土しており図化した。（第１６７図２９４，２９８）

　�����（第８８，９０図）

　Ｇ－４８区，集石２０号の北東側に隣接して検出された。検出面はⅧ層上面である。２４３×１８５�の範

囲内に，礫のまとまった部分と散在した部分が認められ，北側方向へ散在している。礫数は５０個で
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あり，全てが径１０�前後の礫であり，火熱を受けた破砕礫が大部分を占めている。石材は安山岩，

花崗岩が中心であり，砂岩も含まれる。集中部分の礫はあまり多くないが，下位の６５×５３�の範囲

に強く赤化した跡が確認された。集石の中心部と思われるが，北東側にある集石２０号と隣接してい

ることから，２１号を本体とする同一の集石であり，廃棄の際に礫が散在したものが集石２１号の可能

性がある。

　礫の中には石器の転用品が２点含まれており，遺構内遺物として取り扱った。（第１６４図６４４，第

１６６図６５９）

������（第８９，９０図）

　Ｈ－４９区，Ⅷ層上面で検出された。２４８×２２１�の範囲内に，礫のまとまった部分と散在した部分，

その他に横転の影響で大きく動き，本体下部３０�のところまで移動した部分が認められた。Ⅷ層上

面で散在した礫は，本体部分から東側方向へ広がっている。Ⅷ層上面にとどまり集中して検出され

たものは，３５個であり礫総数の約半分であり，東側に散在している礫は１２個である。本体の下位に

Ⅷ層が大きく入り込み，そこで礫の集中が２ヶ所に見られた。横転の影響を受けた部分がそのまま

本体下部に潜り込んでいたと思われる。地層の横転により大きく撹乱を受けている礫は２９個であり，

集石２２号全体の礫数は１１１個である。散在した礫も転がるように出土しているので，横転の影響と

考えられる。石材はほとんどが安山岩であり，拳大の破砕礫が多い。

������（第８９，９０図）

　Ｉ－４９区，２２号の東側約１０ｍ離れたⅧ層上面で検出された。２１４×１６５�の範囲内に，礫が散在し
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ていた。礫数は３３個で，まとまりは見られないが火熱を受けた５～１０�の破砕礫である。検出され

た集石の範囲内に炭化物や掘り込みは認められなかった。

������（第９１，９３図）

　Ｈ－５１区，Ⅷ層で検出された。１６３×１２８�の円形をした範囲内に，中心が凹むような形で礫が隙

間無く敷き詰められていた。下部には深さ約４０�，断面形がボウル状をした掘り込みが認められ，

底面近くに多くの炭化物を含む黒色土が堆積していた。礫数は２０３個で，大きさ径１０～１５�，重量

５００ｇ～１�の角礫が中心である。石材は安山岩が半数以上を占め，火熱を受けた痕跡が全てに見
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られ赤化したものも多い。下位に進むにつれてやや小礫が多くなり，火熱や赤化が激しい。敷き詰

められた礫は厚さ２５～３０�ほどに及ぶが，掘り込みの底面付近には見られず，集石として使用され

る前に掘られた火に関係する土坑で，上部の集石と時間差があるのではないかと想像される。

　掘り込み内炭化物の放射性炭素年代測定を行い，８，７４５±３５ｙｒＢＰという測定結果が出ている。

　集石を構成する礫には，石器の転用品が１６点と多く含まれていた。１６点中６点について図化した。

（第１６３図６３７，第１６４図６４２，第１６５図６５５，第１６６図６５７，６５８，６６４）

　�����（第９２，９３図）

　Ｈ－５２区，２４号の南東側約１０ｍのⅧ層上面で検出された。１１０×１０５�の範囲内に，細長い礫のあ

つまりが見られた。礫総数は１８個と少なく，石材はほとんどが大きさ径１０�前後，重量２００ｇ程度

の安山岩である。炭化物や掘り込みは認められないが，火熱を受けたと見られる破砕がある。

　������（第９５図）

　Ｈ－５２区のⅧ層上面で砂岩質の磨石・敲石が２個，花崗岩の石皿１個が隣接して出土した。下位

に明確な掘り込みは見られなかったが，周辺からの遺物や礫等の出土は少なく，出土状況から人為

的に置かれたものではないかと考えられる。（遺物については「第５節出土石器」第１６７図６７１，６７２，

第１６９図６８３参照）
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－－－－－－－－９－－９２×４２２３Ｔ��

－－－－－－－－１５－－３５×２６２３Ｔ��

－３７１３１－－－２４－－３００×９８Ｆ－５区��

－－３８２－－１１４－－３００×１３４Ｆ－６区��

－－－６２－－－８－－１００×８０Ｉ－６区��

－－－３２－－－５－－４９×４９Ｊ－８区��

－－－８１－－１１０－－７３×６３Ｌ－２３区��

－－－１０４－－－１４－－９０×６０Ｌ－３０区��

２－１５３１１－－３７０－７４×６７２００×２００Ｌ－３１，３２区��

－３４３６１２１５７６８７０×６５×４０－２８１×１９５Ｊ－３５区���

－１４６２－５１１９－１１６×６５１６０×１２０Ｊ－３６区���

－６５３６１３２４２６８－－２００×１２０Ｋ－３６区���

－－５５１０－９－２９－－１４２×１１６Ｈ－３９，４０区���

－２３１８２－６５３６－－１５４×１１６Ｉ－４２区���

－５５４１９－３４６７７０×６５×３９８６×８０２５４×２０４Ｉ－４４区���

－８２１０－－－４２４－－２３０×２３０Ｈ－４５区���

－－－１９５－２１２７－－２０８×１４１Ｊ－４５区���

１－５２６５－７２４６－６０×５２２６０×１６０Ｊ－４６区���

－－１２３１６－２２４４－－１５０×１５０Ｌ－４４区���

－－６５８１６４３７９４－－２５８×２２０Ｇ－４８区���

１－－３５８－１５５０－６５×５３２４３×１８５Ｇ－４８区���

－６９７５１１１５４１１１－－２４８×２２１Ｈ－４９区���

－１６２０２－１３３３－－２１４×１６５Ｉ－４９区���

－３５１４３２２１２６３２０３８５×６０×４０１０５×８６１６３×１２８Ｈ－５１区���

－２４１０－－－２１８－－１１０×１０５Ｈ－５２区���

　　　　　　　� ������������������ 　（単位：ｇ）
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－－－－－－－－－－－－－��

－－－－－－－－－－－－－��

２４－－－－－１－１３８４７��

１４－－－－１１－３２６１－��

８－－－３１１１－－１－１��

５－－－１－２２－－－－－��

１０－１２３－２－１１－－－��

１４－－７２１１－－１１－１��

７０１０５１９１４５７２２３３－－��

６８１４１４１３５１１３６３２２４���

１９－－－１－－２２２２５５���

６８－－２２５１２１４５１６１１１０���

２９－２－４－－３２２１８７���

３６－－－－－－－－５５１５１１���

６７－８４４３２６１０２１２１２４���

２４－－１－－２３４４４３３���

２７－－－１－－１２１１１９２���

４６－－－１－－２３９１１１３７���

４４１２１５３４２８９５２２���

９４１３７４３７９１０１２１７１２９���

５０－２２３－１４８２１２１０６���

１１１１５１０１０１０１３８１７１１２１４１���

３３－－－－２３－１８１１７１���

２０３２７２４３１２４１２７１４１８１２１１４１９���

１８－－－１１１１３３２１５���
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����（第９５，１００，１０１図）

　縄文時代早期の土坑は，土坑１２７～１３６の１０基検出された。いずれもⅨ層上面で検出され，埋土は

Ⅷ層の黒色土である。土坑１２７～１２９は平面径５０�前後の円形（Ⅰ類），土坑１３０～１３６は平面形が楕

円形（Ⅲ類）を呈するものに分けられる。検出された土坑は，２，３基単位で台地の縁辺部に位置

する傾向がある。

　土坑１２７～１２９はⅠ類の土坑であり，平面径の平均が７３×６５�のほぼ円形を呈する。検出面からの

深さは比較的浅く，深さ１９～３２�である。断面形状は，逆台形（土坑１２７），Ｕ字型（土坑１２８，１２９）

を呈する。埋土中より遺物は出土しなかった。土坑１３０～１３６はⅢ類の土坑であり，平面径の平均が

１０１×５６�の楕円形を呈する。検出面からの深さは１１～３３�である。断面形状は，逆台形（土坑

１３０，１３１），Ｕ字型（土坑１３２～１３４，１３６），皿形（土坑１３５），を呈する。埋土はⅧ層の黒色土であり，

埋土中より遺物や炭化物は出土しなかった。

　���������（第９５，１０１図）

　Ｈ－５０区のⅨ層上面で検出された。３基の土坑は非常に近接しており，いずれも長径９５�，短径

４９�程度の楕円形を呈する。検出面からの深さは約２２�で底面に平坦面を持つ。底面より小ピット

は確認されないが，台地の縁辺部に当たる場所に掘られていることから落とし穴の可能性もある。

 

���������	
�������������



－１３６－

��������	
（第９６～１０１図）

　縄文時代中～晩期の遺構は，落とし穴２基，焼土跡２，土坑１３基である。

　落とし穴はＫ－２４～２７区で２基検出されており，いずれも西側の谷へと向かう台地の縁辺部に当

たる。２トレンチで検出された１～３号とは谷を挟んで約２００ｍほど離れているが，同じ西側の谷

へ向かう台地上にあり立地条件が似ている。

������（第９６，９７，１００図）

　縄文時代中～晩期の落とし穴は２基である。どちらも御池火山灰を多く含むものである。

　������（第９６，１００図）

　西側の谷へと向かう台地の縁辺部に当たるＫ－２７区で検出された。Ⅳ層下面では御池火山灰の集

中が一部見られたが，中央に大きな樹痕による撹乱があり明確な形状を確定することが出来なかっ

た。Ⅶ層上面まで掘り下げ，平面形を明確にすることができた。平面形は，中央に撹乱があり不明

な部分も残るが，略南北方向に主軸を持つ長方形を呈している。長径×短径は１４６×５７�，深さは

検出面から２４�である。しかし，Ⅳ層下面から検出面まで８０�近くあることから，深さは１ｍ前後

あったと推定される。壁面はほぼ垂直に立ち上がる形状で，床面には平坦面を有している。撹乱を

受けていない床面から小ピットを１３検出した。小ピットが集中しておらず，１０～２０�間隔で床面全

体に配置されていた。小ピットの形状は，平均して５．９×４．９�の円形を呈し，深さ約２２�で垂直に

すぼまる形状であることから，逆茂木痕であると思われる。落とし穴の埋土は，御池火山灰を多く

含む黄褐色土が主体であり，壁面の崩落と思われるⅤ～Ⅶ層が混じり込んでいる。なお，底面の小

ピット長径，短径，深さについては，第１２表にまとめた。

　������（第９７，１００図）

　落とし穴４号から北側方向に約２５ｍのⅧ層上面で検出された。平面形は，略東西方向に主軸を持

つ方形に近い楕円形を呈している。長径×短径は１２５×５２�，深さは検出面から６５�である。４号

と同様にⅣ層下面から検出面まで１ｍ近いことから，実際の深さは１ｍ７０�を越えると推定される。

壁面はほぼ垂直に立ち上がる形状で，床面には広めの平坦面を持つ。床面に小ピットは確認されな

かった。埋土は御池火山灰を多く含む黄褐色土が主体であり，わずかに赤褐色土が部分的に混ざる。

床面付近には，黒色土が黄褐色土と混ざり合った状態が見られた。

�����（第９８，１０１図）

　縄文時代中～晩期の焼土跡は２基である。２基は近接しており，どちらも赤橙色を呈している。

　���（第９８図）

　Ｉ－４６区，Ⅳ層で検出された。浅い掘り込みの平面形は，長径×短径が１５６×７８�の楕円形を呈

し，検出面からの深さは約１０�である。床面に平坦面は見られず，緩やかな曲線を描きながら立ち

上がっている。埋土に炭化物は確認されず，Ⅲｂ層が火熱を受け赤化したと思われる明赤褐色土が

主体であり，１�前後の赤橙色ブロックも含まれていた。底面の南半分には床面が火熱により変色

したと思われる赤化が見られるため，廃棄後の凹地に捨てられた可能性がある。土器片（１４６図４８５）

が出土しているが，廃棄後捨てられた可能性があるため縄文時代中～晩期の遺構として取り扱った。

����（第９８図）

　Ｉ－４６区，焼土１の南側に隣接して検出された。浅い掘り込みの平面形は，長径×短径が７８×６４
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①黄褐色土（御池火山灰含む） 
②黄褐色土 
③黄橙色土 
④明茶褐色土 
⑤暗茶褐色土 
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２１．０４．０４．２�１６．０３．８４．０�

２５．０５．０５．９�２４．５４．０７．９�

２１．０５．０６．２�２１．０４．９５．０�

２０．０５．２７．０�２２．５６．０６．２�

２４．５４．２８．０�
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�のほぼ円形を呈し，検出面からの深さは約５�である。床面に平坦面を持ち，断面が皿状を呈し

ている。埋土はⅢｂ層が火熱を受け赤化したと思われる明赤褐色土であり硬化していた。底面には

火熱により変色が見られる。焼土内より遺物は出土していないが，焼土跡１との距離が近く特徴も

類似することから，ほぼ同時期のものと判断した。なお，焼土跡１，２の下位より住居跡は検出さ

れていないので，屋外炉として使用された可能性も考えられる。

����（第９９～１０１図）

　縄文時代中～晩期の土坑は，土坑１３７～１４９の１３基である。いずれもⅣ～Ⅴ層上面で検出され，埋

土はⅣ層の御池火山灰を含む黄褐色土または暗褐色土である。土坑内に遺物は見られなかったが，

黄色パミスを多く含むものが多い。Ｋ，Ｌ－２５～２７区にやや集中が見られ，東側へ落ち込んでいく

斜面へと続く台地の縁辺部を，取り囲むように検出された。落とし穴４，５号の近くに集中している

ことから，何らかの関連も推定される。土坑１３７～１４７は，平面径が小さいほぼ円形を呈するもの

（Ⅰ類）であり，さらに５０�以下（土坑１３７～１４３）と５０�～１ｍ（土坑１４４～１４６），深さの深いも

の（土坑１４７）に分けられる。平均は３４×３１�，深さ２５�である。土坑１４８は１ｍ前後の円形を呈す

るもの（Ⅱ類），土坑１４９は楕円形を呈するもの（Ⅲ類）に分けられる。それぞれの形状は，土坑

１４８が平面径１０７×９１�，深さ２６�，土坑１４９が１４０×４５�，深さ２２�である。断面形状は，土坑１４１

がレンズ状である以外はＵ字型をしたものが多く見られる。

　�����（第９９図）

　Ｋ－２５区，Ⅳ層上面で検出された。平面形は３５×２９�のほぼ円形を呈し，検出面からの深さは１１

�である。断面形状はレンズ状を呈しており，砂質が強く柔らかい暗褐色土の上に硬化した黄色パ

①黄褐色土＋黄橙色土（黄色パミス混） 
②黄褐色土＋黒褐色土（黄色パミス混） 
③黄色土＋黒色土 
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ミスを含む黄色土が見られた。検出面はまだ上位にあったと推定されるが，火熱を受けた痕跡が認

められないため，黄色パミスが硬化した理由については不明である。

　�����（第９９図）

　Ｋ－３１区で検出された。平面形は４８×４４�のほぼ円形を呈していると思われるが，掘立柱建物跡

２号のＰ９によって断ち切られており，南側半分の形状は不明である。深さは５０�である。

������（第９９図）

　Ｊ－３５区，Ⅷ層上面で検出された。平面形は１０７×９１�のほぼ円形を呈し，検出面からの深さは

２６�である。断面形状は逆台形を呈しており，底面に平坦面を有する。埋土は，黄褐色砂粒土にや

や大粒な黄色パミスが混じり，炭化物もわずかに確認された。御池火山灰が埋土の主体であるため

掘り込み面はかなり上位と考えられる。薩摩火山灰層上面まで掘られていることから，少なくとも

１ｍ前後の深さがあったと想定される。

①暗赤褐色土 
②暗黄褐色土 

①暗赤褐色 
②暗黄褐色土 

①暗茶褐色土 
　（黄色パミス混） 
②褐色土 

①黄色土＋黒色土 
②暗褐色土＋黒色土 
○硬化面 

①オリーブ褐色土 
②暗茶褐色土 
③黄褐色土 
　（黄色パミス混） 

①黄褐色土 
　（黄色パミス混） 
②オリーブ褐色土 

①暗茶褐色土 
　（黄色パミス混） 
②黄褐色土 
③褐色土 

①黄褐色砂粒土（黄色パミス混） 
②～④暗茶褐色土＋黄褐色土 
⑤黄白色火山灰土 
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�������（第１０２～１０７，１２１，１２２図）

　古代～中世の遺構は，Ⅳ層上面で掘立柱建物跡が３棟，溝状遺構が４条，土坑１１基が検出された。

埋土はⅢａ層が主体であるが，遺構内遺物が少なく中世末の可能性を残すことから，古代～中世の

遺構として取り扱った。

　１７～２５区，３７～４４区については，現代の大規模な天地返しにより地表からⅥｂ層（桜島火山灰Ｐ

１１）までの遺物包含層は概ね撹乱を受けていたので，古代～中世の遺構は検出されなかった。なお，

遺構の全体配置については，第１２１，１２２図に示した。

��������（第１０２～１０４，１２１図）

　古代～中世の掘立柱建物跡は，Ｊ，Ｋ－３０，３１区Ⅳ層上面で３棟検出された。

　��������（第１０２，１２１図）

　Ｋ－３１区，Ⅳ層上面にて検出された。建物の規模はほぼ２間×３間で，１１個の柱状ピットからな

る。西側のＰ８，９の間が極端に狭いが，建物の構造上必要な柱であったと思われる。主軸は略南

北方向である。桁行の平均は約６．１ｍ，梁行の平均は約４．３ｍであり，やや北東側が広がった長方形

を呈しており，床面積はおよそ２９．４�である。柱間寸法の平均は桁行柱間が１．８ｍ，梁行柱間が２．１

ｍであるが，１．５～３．１ｍまでとばらつきが見られる。周辺に散在した炭化物の粒が見られたが，建

物とも関係は検証できていない。

　ピットはほぼ円形を呈し，平均して径３２．４×２６．４�，深さ３５．５�であり，ほぼ同規模であるが，

Ｐ１０が比較的浅い。ピット中の埋土は，古代の遺物包含層であるⅢｂ層の暗褐色土であり，上位に

黄色パミスや炭化物がわずかに混ざるものがあり，下位には黄褐色土及び壁面の崩落で混ざったと

思われる赤褐色土の小ブロックを含むものが多い。埋土中より出土遺物は確認されていない。

　柱の径については，柱の規格を推測すると柱穴ピットの底径から，やや小さめのＰ５～７のピッ

ト底径が１５～２０�であり，柱は底径より小さいと判断すると１０�前後のものではないかと推測され

る。

　��������（第１０３，１２１図）

　Ｋ－３１区で，掘立柱建物跡１号と重なるようにして検出された。検出面は同じくⅣ層上面である。

建物の規模は概ね２間×３間であり１１個の球状ピットからなる。主軸は略南北方向である。桁行の

平均は約６．７ｍ，梁行の平均は約３．７ｍであり，やや北側の広がった長方形を呈し，床面積はおよそ

２８．５�である。柱間寸法の平均は桁行柱間が２．２ｍ，梁行柱間が１．４ｍであり，一定間隔ではない。

特に北側のＰ１～３の間隔が８９�と狭く，Ｐ３－４の間隔は極端に広い。また，ピット径もＰ１の

２６�に比べてＰ２，３は約２２�と小さい。建物内に焼土跡，炭化物は見られなかった。

　ピットは２種類に分けられ，四隅がやや大きめのものと小さめのものに分けられる。大きめのも

のは深く，平均して径３９×３１�，深さ３７�であり，その他が小さめで平均して径２６．９×２７�，深さ

２６．９�である。平面形はほぼ円形を呈しており，上部構造に合わせた大きさや深さではないかと考

えられる。ピット中の埋土は，Ⅲｂ層の暗褐色土が主体であり，全体に黄色パミスや炭化物がわず

かに混ざるものがあり，下位には壁面の崩落で混ざったと思われる赤褐色土の小ブロックを含むも

のも見られた。埋土中より遺物は確認されなかった。
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P1～P3  
　　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②暗黄褐色土 
 
P4　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　③暗茶褐色土 
　　④オリーブ褐色土 
 
P5，P6 
　　①明茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土 
 
P7　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②黄褐色土（黄色パミス混） 
 
P8　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土 
 
P9　①オリーブ褐色土＋赤褐色土 
　　②黄褐色土＋オリーブ褐色土 
　　③黄褐色土（黄色パミス混） 
 
P10　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②黄褐色土（黄色パミス混） 
 
P11　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土＋赤褐色土（黄色パミス混） 
　　③黄褐色土（黄色パミス混） 
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P1，P4，P6，P7 
　　①黄褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
 
P5　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②オリーブ褐色土＋赤褐色土 
　　③黄褐色土 
 
P8　①黒褐色土＋黄褐色土 
　　②黄褐色土＋オリーブ褐色土 
　　③黄褐色土＋赤褐色土 
 
P9　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②暗オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　③暗茶褐色土（黄色パミス混） 
 
P10　①オリーブ褐色土 
　　②オリーブ褐色土＋黄褐色土 
　　③黄褐色土 
 
P11　①オリーブ褐色土（黄色パミス混） 
　　②黄褐色土（黄色パミス混） 
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　掘立柱建物跡１号と２号は建物規模や主軸方向，ピット内埋土が類似しており立地場所もほぼ重

なるなど共通点が多いことから，建て替えられたものと想定される。しかし，建て替えによる時間

差及びその前後関係は明らかでない。

��������	（第１０４，１２１図）

　Ｊ－３０区，Ⅳ層上面にて検出された。建物の規模は２間×２間であり，８個のピットからなる。

主軸は略北西－南東方向であると思われるが，桁行平均は約２．５ｍ，梁行の平均は約２．３ｍとほぼ正

方形を呈した，床面積はおよそ２８．５�の建物であり，略北東－南西方向の可能性もある。柱間寸法

の平均は，桁行柱間が２．２ｍ，梁行柱間が３．７ｍとほぼ等間隔であるが，わずかに北西側が広い。建

物の中心にも柱があり，ほぼ等間隔で規則的に柱が配置された総柱の建物であることから，東側の

調査区外にもう１個のピットが存在すると思われる。建物内に焼土跡は見られなかった。しかし，

わずかではあるが，周辺に散在した炭化物の粒が見られた。

　ピットはほぼ円形を呈し，平均して径３４．７×２８．４�，深さ３０．５�であり，ほぼ同規模である。削
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平率が高い北側のピットがやや浅めである。柱の径は，残存部分がなく不明であるが，１０�前後で

はないかと推測される。ピット中の埋土は，Ⅲｂ層の暗褐色土が主体であり，下位に黄褐色土と褐

色土が混ざり，炭化物がわずかに混ざるものが多い。

������（第１０５，１０６，１２１，１２２図）

　古代～中世の溝状遺構は４条検出された。部分的に上位削平による消失も見られる。

P2　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②茶褐色土（黄色パミス混） 
　　③暗茶褐色土 
　　④茶褐色土 
　　⑤茶褐色土 
 
P3　①黄褐色土（砂質） 
　　②黄褐色土（砂質） 
　　③暗茶褐色土＋黄褐色土 
 
P4　①茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②茶褐色土＋褐色土（黄色パミス混） 
　　③茶褐色土（赤色パミス混） 
 
P5　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②茶褐色土（黄色パミス混） 
　　③褐色土 
 
P6　①暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　②茶褐色土（黄色パミス混） 
　　③褐色土 
 
P7　①黄褐色土（砂質） 
　　②暗茶褐色土（黄色パミス混） 
　　③褐色土 
　　④茶褐色土（黄色パミス混） 
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　������（第１０５，１２１図）

　Ｋ－２５，２６区で略南北方向に検出された。埋土は黒褐色土が主体であり，黄色パミスもわずかに

見られた。検出された長さは６．８ｍであり，わずかに蛇行しながら天地返しによる撹乱を受けたＫ

－２４区方向へ続いている。検出された幅は１８～１００�，深さ約２０�であり，断面形態は南側がＶ字

状，北側が逆台形を呈している。Ｋ－２６区側から北側へ向かって緩やかに傾斜している。

　������（第１０５，１２１図）

　Ｋ－２６，２７区，溝状遺構１４の南側で略南北方向に検出された。埋土は暗黄色土が主体である。検

出された長さは４．６ｍ，幅は２０～７０�，深さ約１３�であり，北側が幅広である。断面形態は南側が

方形，北側が皿状を呈しており，Ｋ－２７区側から北側へ向かって緩やかに傾斜している。

　溝状遺構１４と約５．３ｍ離れているが，傾斜方向から同じものであった可能性がある。

�������（第１０６，１２２図）

　Ｉ－４８区で，北西－南東方向に検出された。途中２．２ｍは撹乱を受け消失しているが，検出され

た長さは５．２ｍ，幅は２０～３５�，深さ約７．６�であり，地形に沿ってＨ－４７区側から東側へ向かって

傾斜している。埋土は暗褐色土が主体であり，暗黄色土や炭化物も混ざる。断面形態は西側が皿状，

東側が逆台形を呈しており，下流側は傾斜が急になっている。　

　埋土中より土器片が３点出土しており，いずれも土師器の甕の一部であり図化した。（第１４８図

５２６，５４０，５４５）

　������（第１０６，１２２図）

　Ｇ～Ｉ－５０～５２区で略南北方向に検出された。埋土は暗褐色土が主体である。途中２ｍは削平を

受け消失しているが，検出された長さは１５．７ｍ，幅は２０～１８０�，深さ約１１．２�であるが，Ｇ－５２

区側は上位が削平により消失し底面付近のみである。断面形態はレンズ状を呈しており，南側へ向

��������	�
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かうに従い，やや狭く深くなる。Ｉ－５０区側から南側へ向かって緩やかに傾斜している。

����（第１０７，１２１，１２２図）

　古代～中世の土坑は，土坑１５０～１６０の１１基である。いずれもⅢｂ～Ⅳ層上面で検出され，埋土は

Ⅲａ層の黒色土または暗褐色土である。

　土坑１５０～１５５は，平面形が円形に近い小型のもの（Ⅰ類）で，浅めのもの（土坑１５０～１５４）と深

めのもの（土坑１５５）に分かれる。土坑１５６，１５７は平面形がやや大型を呈するもの（Ⅱ類）である。

土坑１５８，１５９は平面形が細長い楕円形を呈するもの（Ⅲ類）で，深さは約１０�と浅く，埋土は黒色

土の単一層である。土坑１６０は平面形が不定型なもの（Ⅴ類）である。底面に小ピットが１個確認

された。

������（第１０７図）

　Ｉ－４７区，Ⅳ層上面で検出され，平面形は４０×３７�，深さは３８�のほぼ円形を呈す。炭化物を含

む暗黄色土の埋土中より土器片が４点出土した。（第１４７図５１７，第１４８図５３６，５３７，第１５０図５６７）

������（第１０７図）

　Ｉ－４８区，Ⅳ層上面で検出され，平面形は２８×２６�のほぼ円形を呈し，深さは４５�のＵ字形であ

る。暗褐色土に黄褐色土が混ざる埋土中より土器片が２点出土した。（第１４８図５２７，５３４）

������（第１０７図）

　Ｈ－４８区Ⅳ層上面で検出された。平面形は１５３×１１３�の楕円形を呈し，検出面からの深さは約５９

�であるが，中央部に小ピットが確認された。小ピットは平面形２４×２０�，底面からの深さは約４３

�である。北側が崩れていることから，柱の抜き取り痕の可能性がある。

��������	�
������

①茶褐色土＋褐色土 
②褐色土 

①黄褐色土 
②茶褐色土 
③暗茶褐色土 
④茶褐色土 
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�������（第１０８～１２３図）

　中世～近世の遺構は，Ⅲ～Ⅳ層で古道が１条，溝状遺構９条，畝状遺構が８群，土坑５２基が検出

された。埋土はⅡ～Ⅲａ層が主体であるが，遺構内遺物が少なく，部分的に文明ボラと安永ボラが

混在するなど明確に分けられない遺構もあることから，中世～近世の遺構として取り扱った。

　１７～２５区，３７～４４区については，現代の大規模な天地返しにより地表からⅥｂ層（桜島火山灰Ｐ

１１）までの遺物包含層は概ね撹乱を受けていたので，中世～近世の遺構は検出されなかった。

����（第１０８，１２２図）

　中世～近世の古道は，台地東端の天地返しの影響を受けなかった部分で１条検出された。

　����（第１０８，１２２図）

　Ｌ－４５区，Ⅰｂ層に当たる暗灰褐色土下面にて検出された。幅３０�弱の硬化面が略南北方向へ直

線的に延びており，北側は削平されているが，南側は調査区外の谷方向へと続いている。周辺は安

永ボラが層となり良好に残っている場所であり，ボラ層が古道下へ潜り込むようにして存在するこ

とから，近世の古道であると推定される。幅は３０～５０�であり，硬化面の厚さは５～８�である。

硬くしまった面の直上には，砂質の強い暗灰白色土が残っていた。また，硬化面の下にも硬質な褐

色土があり，二時期に渡り古道として使用された可能性がある。

������（第１０９～１１１，１２２，１２３図）

　中世～近世の溝状遺構は９条検出された。畠地の境界を示すためのものも見られた。

　������（第１０９，１２３図）

　Ｃ～Ｅ－２１，２２区で，畝状遺構６と畝状遺構７に挟まれるようにして検出された。埋土は黒褐色

砂質土が中心となるが，文明ボラの二次堆積と見られる黄色ボラも含まれる。方向は略東西方向，

検出された長さは１９．７ｍであり，Ｃ－３２区方向へ直線状に延びている。検出された幅は３０～７０�，

深さ約１２�であり，断面形状は皿状を呈している。しかし，溝の先端部は緩やかに立ち上がり途中

①表土 
②黒褐色土 
③暗灰褐色土 
④暗灰白色土（砂質） 
⑤暗灰白色土（硬化面Ａ） 
⑥黒褐色土（硬化面Ｂ） 
⑦黄白色ボラ（安永ボラ） 
⑧暗褐色砂質土 
⑨黒色土 
○硬化面 
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で途切れる場所も確認された。溝としての機能は低く排水目的と言うよりも畝状遺構６と７の境界

を示す区画溝の可能性が高く，溝状遺構として区分したが溝以外の機能も考えられる。

　������（第１０９，１２３図）

　Ｈ，Ｉ－３６，３７区，溝状遺構１８の南側約４０ｍで検出された。方向は溝状遺構１８と同じ略東西方向

である。検出された長さは１８．５ｍ，幅２２～８０�，深さ約３０．８�であり，直線的に延びている。断面

形状はＵ字状を呈し，埋土は底面近くに細粒な黒色土が堆積している以外は，文明ボラの二次堆積

と黒褐色土が主体である。溝の端部は緩やかに立ち上がり水の出口がないので，溝状遺構１８と同じ

ように排水目的と言うよりも，畝状遺構９と通路の境界を示す溝の可能性が高い。

�������（第１１０，１２３図）

　Ｌ－３１区から３５区へ向かって略南北方向に直線的に延び，Ｌ字状に屈曲してＭ－３５区方向へ続く

ように検出された。検出された長さは３８．６ｍ，幅は５８～１４４�，東側が大きく削平されているが，

深さ約４９．５�である。ある程度の時期差を持って２段階に掘られており，当初は畝状遺構６，７と

畝状遺構８の境界を分ける，深さ２０�程度の溝であったと思われるが，その後，高低差を無くし平

坦面を広げるため畝状遺構８区域を大幅に削平し，溝部分も新たに掘り込まれ再利用されたと推定

される。埋土は黒色土が主体であり，白色ボラや黄褐色土の小ブロックが混じる。

　������（第１１０，１２３図）

　Ｋ，Ｌ－３５区で，溝状遺構２０の屈曲部に合流するようにして検出された。検出された長さは３．７

ｍ，幅は約９０�，溝状遺構２０と同じように東側が大きく削平されているが，深さ約２０�である。溝

状遺構２０の初期と同時期の溝と推定されるが，全体像は不明である。

　���������（第１１０，１２２図）

　Ｌ－４０～４２区で，３条の溝状遺構が集中して略南北方向に検出された。３条とも形態が似ており，

検出された長さは溝状遺構２２が４．３ｍ，溝状遺構２３が７ｍ，溝状遺構２４が２．７ｍと異なるが，平均し

て幅は１０～４０�，深さ約５．２�である。埋土は黒褐色土が主体で文明ボラの二次堆積が混ざる。畝

状遺構１０の端部に沿って位置していることから，境界を示す溝の可能性が高い。

�������（第１１１，１２２図）

　Ｉ，Ｊ－４５～４９区で略南北方向に畝状遺構１１を一部切るようにして検出された。検出された長さ

は３６ｍ，幅は３５～７０�，深さ約１６�であり，やや東側に寄りながら直線状に延びている。断面形態

はボウル状を呈し，埋土は褐色土が主体で，黄色ボラや白色ボラが混在している。

　埋土中より２点の遺物が出土し図化した。（第１４７図５１８，第１５１図５８７）

�������（第１１１，１２２図）

　Ｉ，Ｊ－４５～４９区で，溝状遺構２５の東側に平行して検出され，一部切りながら南北方向に延びて

いる。検出された長さは３７．２ｍ，幅は４２～１４０�，深さ約１８�であり，東側の谷へ向かって崩れる

部分も見られる。埋土は砂質の強いボラを多く含んだ褐色土である。溝状遺構２５，２６とも，前年度

の調査では確認できなかった。

　埋土中より土器片が出土し，図化した。（第１４８図５２４）

������（第１１２～１１８，１２３図）

　中世～近世の畝状遺構は，中央部のほぼ全域で８群検出された。



－１５２－

Ⅳ

Ⅲ

①黒色土（文明ボラ混） 
②黒色土 
　（黄色土のブロック混） 

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ
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①黒色土（白色パミス混） 
②オリーブ褐色土（白色パミス混） 
③黒褐色土（黄色パミス混） 
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������（第１１２，１２３図）

　Ｋ，Ｌ－２５～２７区のⅢ～Ⅳ層上面に，畝状遺構の一群が検出された。Ⅱ層堆積後に作られたと思

われるが，その後の削平状況で検出面は異なり，やや微高地となるＥ－２７区側は削平の度合いが大

きく，Ⅳ層の黄褐色土面，標高が低くなるＦ－２６，２７区側はⅢａの黒色土面，その中間はⅢｂ層面

となっている。下部のみの検出であり，畝部分については確認されなかった。検出された畝間の規

模は，幅３５�前後，深さは残存状況により１０～２０�であり断面形状がＵ字型を基本とする。底面に

平坦面を持つが凸凹が多い。東北東－西南西の方向に直線的に延びた畝間は規則的に配列され，畝

間の中心間の距離は５０�弱とほぼ同じである。畝間の端は消失部分以外に確認されず，東西方向は

調査区外へともに続き全体像は不明である。２４区より北側は，大規模な天地返しにより確認されず，

２８区側は進入路により切られている。埋土は黒色土が主体で，底面に砂質の強い黄色パミスを大量

に含んだ黒色土が多く，上位は黄色土やパミスの混在した黒褐色土が中心であり，黒色土や黄色土

のブロックも全体的に混じる。掘り込まれた場所により黄色土，黒色土，パミスの割合は異なる。

������（第１１３，１２３図）

　Ｉ～Ｌ－２８～３３区のⅢ～Ⅳ層上面，畝状遺構５の南側約７．２ｍ離れて畝状遺構の１群が検出され

た。東北東－西南西の方向に直線的に延びた畝間が，約９６０�の広さに規則的に配列されている。

検出面は，やや微高地となるＫ－２８区側は削平が大きくⅣ層の黄褐色土面，やや低くなる南側の

３２，３３区側はⅢａの黒色土面となっている。Ｌ－３２，３３区ではⅡ層が良好に残っており，Ⅱ層を切

るようにして検出されている。検出された畝間の規模は，幅８０�前後，深さは残存状況により３～

５�であり，断面形状がＵ字型を基本とする。底面の平坦面は凸凹が著しい。Ｋ，Ｌ－３１，３２区で

は，畝間の東端，西端ともに良好に残存しており，全長約１４ｍの小溝状の畝間が規則的に並んでお

り，畝間の中心間は約１．１ｍとほぼ同じであり，全て同規模のものと思われる。検出面がⅣ層の部

分では下部のみの検出であり，消失部分が大きい。埋土は黒色土が主体で，底面付近に砂質の強い

黄色パミスを大量に含んだ黒色土が多く，上位は黄色土やパミスの混在した黒褐色土が中心である。

場所により黒色土や黄色土のブロック，黄色パミスの混じり方に差がある。

　畝状遺構５とは進入路で断ち切られているが，畝間の方向や形状，埋土等が共通することから，

同一の畝状遺構である可能性が高い。また，南側に溝状遺構１８，東側に溝状遺構２０が位置し，これ

らの溝が他の畝状遺構との区割りとなっている可能性もある。西側については調査区外へ広がるこ

とから，その詳細は明らかでない。２９～３２区では，上面に安永ボラを埋土とする畝状遺構１２との重

なりが認められ，１８世紀以前に作られたものである。

������（第１１４，１２３図）

　Ｉ～Ｋ－３３～３４区のⅢａ～Ⅲｂ層にて，溝状遺構１８を挟んだ溝状遺構６の南側で畝状遺構の１群

が検出された。また，東側は溝状遺構２０を挟んで畝状遺構９とレベル差を持って隣り合う。方向は

略南北方向へ規則的に配列され，溝状遺構２０と平行に位置している。畝間の規模は幅３０�前後，深

さ約２５�であり，底面に凸凹が多い平坦面を持つ。畝間の断面形状はＵ字型を基本とするが，片方

が真っ直ぐに立ち上がり，もう片方は膨らみを持ちながら緩やかに立ち上がるものが多く見られる。

上位は削平され底面付近のみの検出で，南北端ははっきりしないものが多い。埋土は砂質のある黒

灰色土が主体で，黄色パミスや白色パミスを多く含む単一層である。



－１５６－

　�����（第１１４，１２３図）

　Ｌ－３１～３５区のⅣ層で，畝状遺構７の東側に隣接して検出された。畝状遺構

７の検出面から約５０�下位に広がっており，東北東－西南西の方向に直線的に

延びた畝間が整然と並んでおり，畝状遺構５，６とほぼ同じである。Ｌ－３１区

方向から南下しＫ－３５区付近で東方向へ直角に屈曲する溝状遺構２０に取り囲ま

れている。検出された畝間の規模は，幅３０�前後，深さ約７�の断面形状が皿

状を呈している。畝間の中心間の距離は約４０�である。西端はほぼ揃っており，

溝に沿ってやや蛇行し，東側は調査区外へと延びる。埋土は黄色ボラを含む黒

褐色土であり，底面に凸凹が見られる。実際の掘り込み面は，隣り合う畝状遺

構７と同程度の上位にあったと想定され，底面レベルも近いことから，畝状遺

構５，６とほぼ同時期の可能性がある。

　�����（第１１５，１２３図）

　Ｈ～Ｌ－３４～３６区のⅢａ層上面，畝状遺構７の南側に直交して隣接する不定

型な細長い楕円形を呈した畝状遺構が３群検出された。Ⅲａ層の黒色土が残存

する部分に掘り込まれており，Ｇ，Ｈ－３５，３６区付近や溝状遺構２１より東側は，

現代の削平によりⅢａ層が無いため，この楕円形を呈した畝間は確認されな

かった。検出された部分は残存状態があまり良くなく，底面付近のみが残って

いた。平面形状は異なるが，方向はすべて略東西方向に延びている。埋土はや

や粘質のある黒色土が主体であり，文明ボラと思われる黄色ボラが混在してい

た。畝間の規模は平均で，９－Ａ群が全長０．２～２．６ｍ，幅４０�前後，深さ約９

�，畝間中心間の距離が約５０�，９－Ｂ群が全長３０～２４０�，幅４０�前後，深

さ約１０�，畝間中心間の距離が１５�，９－Ｃ群が全長２８～２４４�，幅３０�前後，深さ約６．８�，畝間

中心間の距離が約６０�である。断面形状はボウル型を呈している。ここでは直線的な畝間は確認さ

れず，同形状の畝間がＨ～Ｌ－３４～３６区全域に存在したと推定される。

�����������	�
���



－１５７－

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�



－１５８－

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
�
�
�



－１５９－

�����������	�
���



－１６０－

　������（第１１６，１２２図）

　Ｌ－４０～４４区のⅢ層上面にて，畝状遺構が検出された。３８～４４区にかけては，大規模な天地返し

によって撹乱を受けたエリアであったが，Ｌ－４０～４３区の畦道部分にのみ包含層が良好に残されて

いた。幅２４ｍ，長さ３６ｍの狭小な部分であるが，調査を続けたところⅢ層上面にて畝状遺構の東端

を確認することができた。畝状遺構は方向や場所により３群に分けることができる。これより各群

ごとに述べる。１０－Ａ群はＬ－４３，４４区で検出され，畝間の規模は幅６０�前後，深さ約５０�，断面

形状が逆台形またはＵ字型を呈する。方向は略東西方向であり，直線的な細長い小溝状を呈すると

思われる。東端は５～６条単位で揃っており，畝間の中心間は約１ｍである。埋土は黄色ボラ混じ

りの黒色土を主体とするが，上位は不安定で灰黄色砂質土や黒褐色土，黄色土ブロックなどが流れ

込んでいる。１０－Ｂ群はＬ－４０～４２区で検出され，畝間の規模は幅５０�前後，深さ約１２�，断面形

状が浅い皿状を呈する。方向，形状，埋土は１０－Ａ群と同じである。東端は溝状遺構２２～２４の手前

で揃っており，畝間の中心間は約５５�である。１０－Ｃ群はＬ－４２区で１０－Ｂ群を切るようにして検

出された。畝間は長さ３．２～９．４ｍ，幅４０�前後，深さ約４０�の楕円形をした小溝の集まりである。

埋土は白色ボラ混じりの黒色土を主体とし，黄色土ブロックやボラなどが混ざる。これらの残存状

況から，以前は中世～近世の畝状遺構が３８～４４区にも広がっていたと推測される。

�������（第１１７，１２２図）

　Ｇ～Ｉ－４９～５２区のⅢａ層上面に，Ⅱ層（文明ボラ）を埋土の主体とする楕円状を呈した畝状遺

構が検出された。Ｈ－５０区側は削平により消失しているが，畝間の列が南側と東側の斜面を下る階

段状に規則的に並んでいる。畝については凸部が見られなかった。埋土は文明ボラが主体であり，

一次堆積物と，二次堆積物や細粒な黒色土がブロック状に混在しており，小規模な堆積を繰り返し

ている。断面形状は浅い皿状を呈するものが大部分であり，底面に凸凹を持つ不定型なものが多い。

畝状遺構は方向や場所により３群に分けることができ，各群ごとに記述する。

　１１－Ａ群は東側の谷へ向かって畝間の列が下っている。北西－南東方向に延びる畝間の規模は，

全長約２．５ｍ，幅４０�前後，深さ約２５�である。両端や配列は不安定である。１１－Ｂ群は，南東側

へ向かって下るように配置されている。畝間の規模は全長約２ｍ，幅約４５�前後，深さ約２０�で北

東－南西方向に延びる小溝状を呈している。１１－Ｃ群は，畝間の列が南側の谷へ向かって下るよう

に配置され，３群の中で最も広範囲に検出された。検出された畝間の規模は全長約１．５ｍ，幅３５�，

深さ約１５�で北東－南西方向に延びる小溝状を呈している。５２区以南は，削平により消失していた。

　それぞれの群に切り合いが見られ概ねＣ群→Ｂ群→Ａ群の順に時間差が認められる。埋土などか

らほぼ同時期のものと考えられるがわずかに時間差を認めることができる。

　������（第１１８，１２３図）

　Ｉ～Ｌ－２８～３２区の畝状遺構６直上にて，Ⅰ－ｂ層（安永ボラ）を埋土の主体とする畝状遺構が

検出された。現代の耕作面直下に検出され良好な残存状況ではないが，略南北方向へ直線的に延び

る畝間が筋状に確認される。畝の凸部は見られず，畝間の底面付近のみの検出である。検出された

畝間の平均値は，全長約４ｍ，幅２０�前後，深さ約２５�である。全長は不確定であるが，畝間の南

端が揃っているところもある。埋土は安永ボラを主体としている。

����（第１１９～１２３図）
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－１６４－

　中世～近世の土坑は，計５２基が検出された。いずれもⅢ層での検出であり，埋土は白色パミスを

含む黒色土または褐色土が中心である。また，黒色土や黄褐色土などがブロック状に混在している

ものも見られた。Ｋ，Ｌ－２５～２７区に小型の土坑の集中が見られ，Ｊ，Ｋ－２９～３６区に細長い楕円

形を呈した土坑が集中している。大規模な天地返しによる撹乱が無ければ，調査区全域から検出さ

れたと推測される。

　土坑１６１～１７９は，平面径５０�以下の円形（Ⅰ類）を呈する。土坑１６１～１７５は平面径の平均が３０．９

×２５．６�で，深さが７～２５�と比較的浅いものであり，土坑１７６～１７９は平面径の平均が２５×２４．５�

で，深さが３１～３２�とやや深いものである。ともに埋土は白色パミスを含む黒色土が主体であるが，

白色パミスの混ざり方は均一ではなく，上位と下位で異なるものもある。土坑１６３以外は，断面形

態が逆台形またはＵ字型を呈する。

　土坑１８０～１８３は，平面径が１ｍ前後のやや大型のもの（Ⅱ類）であり，平面径の平均は９７．２×

８４．２�で，ほぼ円形を呈する。深さ１８～３３�で，土坑１８３以外は浅めである。

　土坑１８４～２０９は，楕円形を呈するもの（Ⅲ類）である。その中で，短めのものと細長いものに分

けることができる。土坑１８４～１９５は，平面径の平均が１５１．５×６７．１�で，深さが８～４０�と長径が

１～２ｍ前後のものである。断面形状は床面から緩やかに立ち上がる皿状またはレンズ状を呈する

ものが大半を占め，土坑１９５は不定型なボウル状を呈す。土坑１９１，１９２は一部消失しており，全体

像は不明である。土坑１９６～２０９は，平面径の平均が２７７．３×６２．５�で，深さが１０～３８�と長径が３

～４ｍ前後もある細長い楕円形を呈するものであり，土坑２０２，２０４のように長方形に近いものも含

まれる。底面に平坦面を持つ断面形状が皿状を呈するものが多く，貯蔵目的の土坑である可能性が

高い。

　土坑２１０～２１２は不定型なもので，平均は２４８．３×４７�で，深さが４０～１１６�である。土坑２１０は底

面に小ピットを持ち，径が１０�程度の柱を抜き取った可能性がある。土坑２１１，２１２は当初溝状遺構

として取り扱っていたが，つながっておらず隣接した土坑として掲載した。

　安永ボラを含む埋土から時期的な前後関係を特定することは困難であるが，遺構の切り合い状況

から時期差を特定することができるものもある。すべて現代の畑面の下部から検出されており，大

規模な文明ボラのボラ抜き後に作られた畝状遺構を切るもの，逆に畝状遺構に切られているものも

ある。このことから同じ中世～近世の土坑群として取り扱ったが，多少の時間差がある。

������（第１１９図）

　Ｉ－５１区のⅢａ層上面で検出された。平面形は１００×９６�の円形を呈し，検出面からの深さは３２

�である。埋土は白色ボラ混じりの黒褐色土であり，底面に赤橙色をした変色が見られた。

������（第１１９図）

　Ｋ－３８区のⅣ層上面で検出された。平面形は１３７×１１９�のほぼ円形を呈し，検出面からの深さは

１９�である。断面形状は長方形を呈し，底面に平坦面を持つ。埋土は黒褐色土が主体であり，底面

付近に円盤状の硬化面が確認された。硬化面の平面形８５×７０�，厚さ２～４�であり，土坑の底面

全体にシラスが敷き詰められたものと思われる。硬化面の表面はピンク色に変色しており，粒子が

細かく粘性を持つため，焼成を受けた可能性がある。
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①黒褐色土（砂質） 
②暗褐色土（砂質） 
○炭化物集中域 

①黒色土（白色ボラ， 
　黄色土ブロック混） 
②赤褐色土 

①暗褐色土（白色パミス混） 
②暗茶褐色土 

①黒褐色土（白色パミス混） 
②黒色土（白色ボラ混） 

①黒褐色土 
　（白色パミス混） 
②黒褐色土＋オリーブ褐色土 
③オリーブ褐色土 
④火山灰 
○シラス硬化面 

①灰白色土（白色パミス混） 
②黒色土（黄色ボラ混） 
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①暗灰褐色土（白色パミス混） 
②黒色土（白色パミス混） 
③暗灰褐色土＋黄褐色土 
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